
第42回 東京鶴翔同窓会のご案内
●日時：
　　　　
　　　　14：00～16：30（受付開始13：00）
●場所：大手町サンケイプラザ 4階ホール
　　　　千代田区大手町 1-7- 2　☎03-3273-2258～9
●交通：[地下鉄]丸ノ内線、東西線、千代田線、半蔵門線、三田線で
　　　　大手町下車（Ａ4・Ｅ1出口直結）
　　　　[ＪＲ線] 東京駅丸の内北口より徒歩約 7分

他に東京鶴翔同窓会年会費、一口 1,000 円ですが、
何卒、二口以上のご協力を賜りたくお願い申し上げます。

★出欠の返事：5月20日（日）までに同封のハガキ、
　　　　または東京鶴翔同窓会ホームページにてお願いします。
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平成　 年　月　 日土

●会費：一般会員………………………………8,000 円
　　　　高齢会員（昭和 25年卒以前）………4,000 円
　　　　学生会員………………………………4,000 円

会場が
変わり
ました。

総会の
テーマ

第42回

17：00より向かい大手町ビル・地下『素材屋』にて。

写真／ 2011 年　赤川花火大会（鶴岡青年会議所）
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※以上、なつかしの庄内弁は太田良弘さん（70回）のホームページ庄内語辞典より。http://www.myshonai.com/index.html
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東
京
鶴
翔
同
窓
会
　
会
長

菅
　
徹

方
言
の
力

鶴
翔
同
窓
会
　
会
長

石
黒
　
慶
一

（
昭
和
37
年
69
回
卒
）

（
昭
和
35
年
67
回
卒
）

　

菅
会
長
始
め
本
総
会
実
行
委
員
会
の

皆
様
の
周
到
な
ご
準
備
の
下
、
第
42
回

東
京
鶴
翔
同
窓
会
総
会
が
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
す
こ
と
に
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
東
京
鶴
翔
会
の
皆
様
か

ら
の
鶴
翔
同
窓
会
へ
の
日
頃
の
ご
理
解

と
ご
支
援
に
心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾

有
の
災
害
が
あ
り
、
今
な
お
そ
の
復
興

が
道
半
ば
で
あ
る
こ
と
は
残
念
で
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
を
機
に
日
本
の
み
な

ら
ず
世
界
と
の
絆
が
強
く
な
っ
た
こ
と

は
幸
い
で
し
た
。
大
震
災
の
報
道
を
見

て
い
る
と
被
災
地
に
は
方
言
が
あ
る
か

ら
こ
そ
絆
が
強
ま
り
、
頑
張
っ
て
い
く

姿
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
東
京
鶴
翔
会
の
総
会
テ
ー
マ
は

「
鶴
岡
弁
」で
表
現
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
い
つ
も
方
言
の
温
か
み
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。
第
42
回
総
会
テ
ー
マ
「
ま

ん
ず
来
ば
え
っ
ち
ゃ　
元
気
で
っ
ぞ　

」

を
知
ら
せ
て
頂
い
た
時
、
こ
の
テ
ー
マ

に
は
方
言
の
温
か
み
、
励
ま
し
と
連
帯

感
を
ま
ず
最
初
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
し

て
母
校
へ
の
絆
を
呼
び
覚
ま
し
て
く
れ

ま
し
た
。
方
言
の
力
に
は
、
自
分
の
青

春
時
代
に
素
直
に
入
り
込
め
る
手
助
け

を
し
て
く
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
７
月
の
同
窓
会
総
会
に
お
い
て

ご
承
認
頂
い
た
特
別
寄
付
金
で
は
、
大

震
災
以
来
の
厳
し
い
経
済
状
態
に
も
関

わ
ら
ず
３
０
０
万
円
を
越
え
る
ご
高
配

を
賜
り
ま
し
た
。
有
効
に
使
わ
せ
て
頂

き
ま
す
。
改
め
て
同
窓
生
の
皆
様
の
母

校
愛
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
母
校
の
発
展
の
た
め
に

も
、
東
京
鶴
翔
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
て
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

第42回東京鶴翔同窓会
実行委員会

実行委員長　坂田　敬一（42年74回）
副実行委員長　榎本　克弘（32年64回）
　　　〃　　　千田　優子（42年74回）
　　　〃　　　鈴木　良清（52年84回）
アドバイザー　諏訪　浩　（31年63回）
　　　〃　　　平田　宏　（31年63回）

実行委員長　坂田　敬一（42年74回）
副実行委員長　榎本　克弘（32年64回）
　　　〃　　　千田　優子（42年74回）
　　　〃　　　鈴木　良清（52年84回）
会 報 部 会 
　   部 会 長　衣笠　博子（42年74回）
　　　　　　　佐藤　潔　（42年74回）
　　　　　（兼）鈴木　良清（52年84回）
広 告 部 会 
　 　部 会 長　井上　茂　（42年74回）
　　　　　　　岡部　博　（42年74回）
　　　　　　　坂本　誠　（42年74回）
会 場 部 会
　 　部 会 長　佐藤　憲　（42年74回）
　　　　　　　青島　時子（42年74回）
　　　　　　　秋野　裕　（42年74回）
　　　　　　　奥山　開八（42年74回）
　　　　　　　木戸美記子（42年74回）
　　　　　　　斎藤　新一（42年74回）
　　　　　　　佐藤　直嗣（42年74回）
　　　　　　　白幡　孝　（42年74回）
　　　　　　　杉浦　幸夫（42年74回）
事       務       局
         事務局長　真田　充　（42年74回） 
事 務 局 次 長　佐藤　秀子（42年74回）
　　（兼）会計

◇会報部会 
部会長　衣笠　博子（42年74回）
　　　　佐藤　潔　（42年74回）
　　　　田中　晶子（41年73回）
　　　　佐藤　巌　（41年73回）
　　　　伊藤恵美子（41年73回）
　　　　佐藤　雄喜（51年83回）
◇広告部会 
部会長　井上　茂　（42年74回）
　　　　坂本　誠　（42年74回）
　　　　岡部　博　（42年74回）

　　　　古野　章三（41年73回）
　　　　吉川　治雄（41年73回）
　　　　吉田　隆一（41年73回）
　　　　成澤　正幸（41年73回）
◇会場部会
部会長　佐藤　憲　（42年74回）
　　　　秋野　裕　（42年74回）
　　　　木戸美紀子（42年74回）
　　　　斎藤　新一（42年74回）
　　　　佐藤　直嗣（42年74回）
　　　　青島　時子（42年74回）

　　　　吉田　優子（41年73回）
　　　　渡邊　春信（51年83回）
　　　　奥山　宏子（51年83回）
　　　　中西　庸　（51年83回）
　　　　斎藤　匠　（61年93回）
　　　　興津　修　（61年93回）
◇事務局　
局　長　真田　充　（42年74回）
次　長　佐藤　秀子（42年74回）
経　理

　

昨
年
を
表
す
漢
字
「
絆
」
は
、「
馬
や

牛
を
柵
に
つ
な
ぎ
と
め
て
お
く
綱
」
あ

る
い
は
「
離
れ
に
く
い
つ
な
が
り
」
が

本
来
の
意
味
と
の
こ
と
で
、
人
々
を
結

び
付
け
る
の
に
綱
の
役
割
を
担
う
の
が

「
共
通
認
識
」と
い
う
人
間
が
授
か
っ
た

高
度
な
感
知
能
力
な
の
で
し
ょ
う
。

　

同
窓
会
は
こ
の
高
度
な「
共
通
認
識
」

が
凝
縮
さ
れ
、
世
代
を
越
え
て
「
極
限

の
仲
間
意
識
」
に
ま
で
昇
華
し
た
大
い

な
る
集
団
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

わ
が
母
校
は
創
立
百
二
十
年
を
超
え

ま
し
た
。
こ
の
間
に
在
籍
し
た
人
々
が

ほ
ぼ
無
条
件
に
、
そ
し
て
平
等
に
「
同

窓
生
」
と
し
て
遇
さ
れ
る
、
こ
の
極
限

の
時
間
的
、
空
間
的
広
が
り
に
は
圧
倒

さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

首
都
圏
特
区
の
わ
が
東
京
同
窓
会
も
、

創
立
以
来
四
十
二
年
に
亘
り
、
常
時
三

千
五
百
人
か
ら
四
千
人
の
会
員
対
象
者

を
擁
し
、
伝
統
を
連
綿
と
受
け
継
い
で

き
た
源
泉
は
何
か
。
会
っ
た
瞬
間
に

「
庄
内
と
母
校
の
匂
い
が
す
る
」と
す
ぐ

に
感
知
す
る
本
能
み
た
い
な
も
の
。
そ

の
「
認
識
認
知
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
本
能
の
つ
な
が
り
は
、
結
構
粘

っ
こ
く
蜘
蛛
の
巣
の
ご
と
く
一
旦
か
か

る
と
な
か
な
か
に
し
て
は
ず
れ
難
く
、

今
年
の
総
会
実
行
委
員
諸
氏
も
心
血
を

注
い
で
入
念
に
張
り
巡
ら
し
て
い
ま
す
。

　

一
旦
絡
め
取
ら
れ
る
と
な
か
な
か
に

し
て
「
離
れ
に
く
い
」
ば
か
り
で
な
く
、

い
た
っ
て
心
地
よ
く
、
い
つ
ま
で
も
か

か
っ
て
い
た
く
な
る
の
で
、「
故
郷
喪
失
」

と
は
無
縁
で
あ
り
、こ
こ
に
来
れ
ば「
庄

内
と
母
校
の
匂
い
」
に
満
ち
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
と
機
会
が
四
十
年
以

上
も
用
意
さ
れ
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
続
く
。
大
変
幸
せ
な
こ
と
と
思

わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

   
第４２回総会　実行委員会　名簿   
   
役割区分 氏名 旧姓 卒年（回次）
実行委員長 坂田　敬一  Ｓ４２（７４回）
　副実行委員長 榎本　克弘  Ｓ３２（６４回）
　副実行委員長 千田　優子 （富樫） Ｓ４２（７４回）
　副実行委員長 鈴木　良清  Ｓ５２（８４回）
   
会報部会長 衣笠　博子 （梅木） Ｓ４２（７４回）
　会報部会 佐藤　潔  Ｓ４２（７４回）
　会報部会 ( 兼 ) 鈴木　良清  Ｓ５２（８４回）
   
広告部会長 井上　茂  Ｓ４２（７４回）
　広告部会 岡部　博  Ｓ４２（７４回）
　広告部会 坂本　誠  Ｓ４２（７４回）
   
会場部会長 佐藤　憲  Ｓ４２（７４回）
　会場部会 青島　時子 ( 加藤 ) Ｓ４２（７４回）
　会場部会 秋野　裕  Ｓ４２（７４回）
　会場部会 木戸　美記子 ( 杉山 ) Ｓ４２（７４回）
　会場部会 斎藤　新一  Ｓ４２（７４回）
　会場部会 佐藤　直嗣  Ｓ４２（７４回）
　会場部会 杉浦　幸夫  Ｓ４２（７４回）
   
事務局長 真田　充  Ｓ４２（７４回）
事務局次長　 ( 兼 ) 佐藤　秀子 （大川） Ｓ４２（７４回）
   
会計 佐藤　秀子　 （大川） Ｓ４２（７４回）
   

　鶴翔同窓会会員がゴルフを通じて親睦を深めるための会。現在、会員
数は 75 名（菅徹東京鶴翔同窓会会長が鶴友会会長を兼務、第 6代）で、
年間 2回のペースでの開催。今年の 4月で 78 回 39 年の伝統。「スコアー
よりも楽しくやろう！」という雰囲気で、会長と事務局が BBを争うよう
な会。春は、鶴翔単独。秋は城畔会（鶴工OB会）と合同（別称＝鶴栄会、
鶴岡関係者なら誰でも参加可能）。皆で楽しいゴルフを！新メンバー大歓
迎 !!　【問】090-3816-3367　事務局・大泉まで。

模様を紹介する他、会員の自由投稿の場を設けている。
講演会で心を豊かにし、懇親会の『孟宗汁』でお腹を
満たします。もちろん、お酒はふる里のものをご用意。
次回の第 21 回は、5月 26 日ヴァイオリニスト中村ゆ
かりさんをお迎えして『終わりのない旅―私のヴァイ
オリン人生―』と題して駒込学生会館で開催予定です。
皆様！奮ってご参加ください !!
【問】090-3816-3367　事務局・大泉まで。

　1997 年に創設。
生涯学習と相互交
流を目的とし、多
士済々の講師をお
迎えしてきた。会
報『South Wing 南
翔』では、講演の
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兼務、第 6代）で、年間 2回のペースでの開催。今年の 4月で
78 回 39 年の伝統。「スコアーよりも楽しくやろう！」という
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なら誰でも参加可能）。皆で楽しいゴルフを！新メンバー大歓
迎 !!　【問】090-3816-3367　事務局・大泉まで。

　1997 年に創設。生涯学習と相互交流を目的とし、多士済々
の講師をお迎えしてきた。会報『South Wing 南翔』では、講
演の模様を紹介する他、会員の自由投稿の場を設けている。講
演会で心を豊かにし、懇親会の『孟宗汁』でお腹を満たします。
もちろん、お酒はふる里のものをご用意。次回の第 21 回は、5
月 26 日ヴァイオリニスト中村ゆかりさんをお迎えして『終わ
りのない旅―私のヴァイオリン人生―』と題して駒込学生会館
で開催予定です。皆様！奮ってご参加ください !!
【問】090-3816-3367　事務局・大泉まで。

　東京鶴翔同窓会で歌ったことが誕生のきっかけとなったこの
会、今年で 13 年目を迎えます。当初７人だった会員も、今は
30 人を超えています。男女、年齢問わず、上手・下手、もち
ろん経験も問わず。必要なのは、歌を楽しむ心と月 2千円の会
費です。月 1回の定例会の他に年 1回の合宿を行い、メンバー
の親睦をはかっています。いづれの回も、会員みんなのリクエ
スト曲を、素敵なピアノ伴奏で歌います。童謡、唱歌、シャン
ソン、歌謡曲…ジャンルは多岐に渡っています。指導者は、ふ
るさとの四季折々の香りを携えて、鶴岡から飛んで来てくださ
る若き田中宏先生（95 回卒）です。一人ひとりが十分声を出
せるように、体ほぐしから始まります。言葉と、曲想を大切に、
また、曲にまつわるエピソードなども紹介しながら、丁寧に楽
しく教えてくださいます。　身も心もホッと温まり、最高に元
気の出る会です。是非お出かけください。　【問】
03-3488-6435 宮本まで。

　東京鶴翔同窓会で歌ったことが誕生のきっかけと
なったこの会、今年で 13 年目を迎えます。当初７
人だった会員も、今は 30 人を超えています。男女、
年齢問わず、上手・下手、もちろん経験も問わず。
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なのリクエスト曲を、素敵なピアノ伴奏で歌います。
童謡、唱歌、シャンソン、歌謡曲…ジャンルは多岐に渡っています。指導者は、ふるさとの四季折々
の香りを携えて、鶴岡から飛んで来てくださる若き田中宏先生（95 回卒）です。一人ひとりが十分
声を出せるように、体ほぐしから始まります。言葉と、曲想を大切に、また、曲にまつわるエピソー
ドなども紹介しながら、丁寧に楽しく教えてくださいます。　身も心もホッと温まり、最高に元気の
出る会です。是非お出かけください。　【問】03-3488-6435 宮本まで。

　
　
　
　
　
　
　

鶴
岡
を
離
れ
45
年
も

　
　
　
　
　
　

の
月
日
が
た
と
う
と
し

　
　
　
　
　
　

て
い
る
の
に
、
ふ
る
さ

　
　
　
　
　
　

と
へ
の
思
い
は
年
々
増

し
て
い
ま
す
。
両
親
が
亡
く
な
り
鶴
岡

へ
帰
る
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

６
年
前
か
ら
私
設
の
庄
内
ツ
ア
ー
を
実

行
し
て
い
ま
す
。
知
人
、
友
人
を
連
れ

２
泊
３
日
の
庄
内
ツ
ア
ー
で
す
。
美
し

い
自
然
、
伝
統
あ
る
文
化
、
お
い
し
い

も
の
い
っ
ぱ
い
の
庄
内
に
み
な
満
足
し

て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
庄
内
の

良
さ
を
紹
介
す
る
は
ず
が
、
行
く
た
び

に
新
た
な
庄
内
の
良
さ
を
発
見
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
に
東
京
鶴
翔
同
窓
会
実

行
委
員
の
声
が
か
か
り
、
会
報
担
当
に

な
り
ま
し
た
。
が
ん
ば
っ
て
い
る
庄
内

の
特
集
を
組
む
こ
と
に
な
り
、
四
苦
八

苦
し
ま
し
た
が
、
庄
内
の
良
さ
を
ま
た

ま
た
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
集
を
組
む
に
あ
た
り
、
加
茂
水
族

館
・
藤
沢
周
平
記
念
館
・
庄
内
映
画
村

・
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
・
鶴
岡
青
年
会
議

所
・
鶴
岡
市
東
京
事
務
所
な
ど
多
く
の

皆
様
か
ら
写
真
や
資
料
を
提
供
し
て
頂

き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
の
関

係
で
載
せ
ら
れ
な
い
も
の
も
出
て
し
ま

い
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
写
真
や
資
料
を
探
す
に
あ

た
っ
て
も
鶴
翔
同
窓
会
の
人
脈
が
モ
ノ

を
言
い
鶴
岡
在
住
の
Ｔ
さ
ん
を
は
じ
め

多
く
の
人
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
つ
な
が
り
が
パ
ワ
ー
を
生
む
の
だ

な
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

６
月
16
日（
土
）み
ん
な
ど
会
え
ん
の

が
楽
し
み
だ
の
。
ん
だ
ば
、
そ
の
時
の
。

　
　
　
　
　
（
会
報
部
長
・
衣
笠
博
子
）
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っ
て
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鶴
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実
行

委
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か
り
、
会
報
担
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な
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ま
し
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が
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っ
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い
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庄
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特
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な
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四
苦
八
苦
し
ま
し

た
が
、
庄
内
の
良
さ
を
ま
た
ま
た
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
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組
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あ
た
っ
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加
茂
水

族
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藤
沢
周
平
記
念
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、
庄
内
映
画
村
、

ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
、
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岡
市
東
京
事
務
所

の
な
ど
の
多
く
の
皆
様
か
ら
写
真
や
資
料

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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ペ
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関
係
で
載
せ
ら
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も
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も
出
て
し
ま
い
申
し
訳
な
く
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っ
て
い
す
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そ
れ
ら
の
写
真
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資
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を
探
す
に
あ
た

っ
て
も
鶴
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窓
会
の
人
脈
が
モ
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を
言

い
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在
住
の
Ｈ
・
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さ
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じ
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多

く
の
人
に
お
世
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た
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こ
の

つ
な
が
り
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パ
ワ
ー
を
生
む
の
だ
な
と
実

感
し
ま
し
た
。

　

６
月
16
日
（
土
）
み
ん
な
ど
会
え
ん
の

が
楽
し
み
だ
の
。
ん
だ
ば
、
そ
の
時
の
。　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
会
報
部
長
・
衣
笠
博
子
）

あっちゃけ=ばか→「あっちゃげだごどいうな」=「馬鹿なことをいうんじゃない」
あっぱあっぱでう=がばがばする→「このくづだば、あっぱあっぱでう」=「この靴は、大きすぎてがばがばする」

忘れてませんか？

庄 内 弁
忘れてませんか？

庄 内 弁
やばち=つめたくて、きたない→「雨ふらいでよ、やばちごど」=「雨に降られてね、冷たくて、汚くて、気持ち悪いよ」

『鶴友会ゴルフ』

『鶴翔塾』

『庄内うたう会』
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をお迎えしてきた。会報『South Wing 南翔』では、講演の模様を紹
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　東京鶴翔同窓会で歌ったことが誕生のきっかけとなっ
たこの会、今年で 13 年目を迎えます。当初７人だった
会員も、今は 30 人を超えています。男女、年齢問わず、
上手・下手、もちろん経験も問わず。必要なのは、歌を
楽しむ心と月 2千円の会費です。月 1回の定例会の他に
年 1回の合宿を行い、メンバーの親睦をはかっています。
いずれの回も、会員みんなのリクエスト曲を、素敵なピ
アノ伴奏で歌います。童謡、唱歌、シャンソン、歌謡曲…
ジャンルは多岐に渡っています。指導者は、ふるさとの
四季折々の香りを携えて、鶴岡から飛んで来てくださる
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ら、丁寧に楽しく教えてくださいます。身も心もホッと温
まり、最高に元気の出る会です。是非お出かけください。
【問】03-3488-6435 宮本まで。

心
の
中
に
は
い
つ
も
い
る…

…

故
郷
そ
し
て
母
校
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昨
年
の
「
東
京
鶴
翔
同
窓
会
」
で
、母

校
で
初
め
て
担
任
し
た
生
徒
に
出
会
っ

た
。
高
校
生
の
時
の
面
影
が
は
っ
き
り

と
残
っ
て
い
て
、す
ぐ
に
分
か
っ
た
。懐

か
し
く
も
あ
り
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
、

会
う
人
会
う
人
に
、自
慢
げ
に「
担
任
し

た
教
え
子
で
す
」
と
紹
介
し
て
回
っ
た
。

東
京
で
頑
張
っ
て
い
る
話
を
聞
き
、
自

分
も
頑
張
ら
ね
ば
と
逆
に
元
気
を
も
ら

っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

赴
任
当
時
の
思
い
出
を
寄
稿
し
た
こ

と
が
縁
で
、平
成
20
年
の「
第
38
回
東
京

鶴
翔
同
窓
会
」
に
ご
招
待
い
た
だ
き
、

小
・
中
・
高
の
同
級
生
と
出
会
い
、
お

互
い
に
び
っ
く
り
し
た
事
、
サ
ッ
カ
ー

部
の
大
先
輩
・
恩
師
の
同
級
生
の
方
々

に
は
、　
後
輩
と
し
て「
気
合
い
」を
い
た

だ
き
、
ま
た
、
数
多
く
の
教
え
子
た
ち

に
は
、
本
人
も
覚
え
て
い
な
い
エ
ピ
ソ

ー
ド
な
ど
を
語
ら
れ
赤
面
し
た
こ
と
も

あ
る
。

　

年
々
盛
ん
に
な
る
「
東
京
鶴
翔
同
窓

会
」。　
参
加
者
数
も
激
増
し
、昨
年
ま
で

の
会
場
で
は
手
狭
に
な
り
、
今
年
度
は

よ
り
広
い
所
に
変
更
す
る
予
定
と
伺
っ

た
。
鶴
岡（
本
部
）も
負
け
て
は
い
ら
れ

な
い
。

　

今
年
の
創
立
記
念
日（
７
月
１
日
）に
、

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
益

川
敏
英
先
生
の
記
念
講
演
を
企
画
し
て

い
る
。
実
現
す
れ
ば
、
湯
川
秀
樹
先
生

以
来
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
丁
度
日
曜

日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
市
民
の
方
々

か
ら
も
多
数
参
加
を
い
た
だ
き
、
鶴
岡

市
文
化
会
館
を
満
員
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

東
京
鶴
翔
同
窓
会
に
あ
や
か
っ
て
、

「
ま
ん
ず
来
ば
え
っ
ち
ゃ　

元
気
で
っ

ぞ　

」
と
い
う
創
立
記
念
日
に
し
た
い

…
…

。

鶴
岡
南
高
等
学
校
長

元
気
で
っ
ぞ

田
中
　
芳
昭（
昭
和
46
年
78
回
卒
）

鶴
岡
市
長

榎
本
　
政
規（
昭
和
43
年
75
回
卒
）

東京鶴翔同窓会・幹事名簿 平成24年4月1日

会　長　菅　　徹　（37年69回）
副会長　梅津　準士（45年77回）
　〃　　杉山　恵子（45年77回）
　〃　　大泉　正　（53年85回）
顧　問　田中　浩　（9年42回）
　〃　　中村　信雄（18年51回）
　〃　　佐藤　成生（27年59回）
　〃　　渡部　洋　（36年68回）
　〃　　太田　良弘（38年70回）
会計監事　村田　敏　（45年77回）
　〃       秋場　守　（53年85回）
事務局長　小林　啓二（38年70回）
事務局次長　長江　和子（38年70回）
年度幹事　渡會　春雄（15年48回）
　〃　　斎藤　弘義（17年50回）
　〃　　青柳　恵一（18年51回）
　〃　　菅原　隆輔（19年52回）
　〃　　成田　辰美（20年53回）
　〃　　佐藤　良三（21年54回）
　〃　　渡部　敏雄（21年54回）
　〃　　丸谷　錦吾（25年57回）
　〃　　窪田　騰　（26年58回）
　〃　　佐藤　成生（27年59回）
　〃　　茂木　勲　（28年60回）
　〃　　早坂　勉　（28年60回）
　〃　　大澤　弘之（29年61回）
　〃　　相馬　和彦（29年61回）
　〃　　奥田　文夫（30年62回）
　〃　　高橋　徹　（30年62回）
　〃　　鎌田　喜子（31年63回）
　〃　　平田　宏　（31年63回）
　〃　　渡部　賢一（32年64回）
　〃　　加藤　有紘（33年65回）
　〃　　大川　政紀（34年66回）
　〃　　板垣　正明（34年66回）
　〃　　安野　正紀（34年66回）
　〃　　加賀山忠男（35年67回）
　〃　　坂本　紀夫（35年67回）
　〃　　斉藤　敬治（35年67回）
　〃　　本間　敬士（36年68回）
　〃　　佐藤清四郎（36年68回）
　〃　　櫻井　孝子（36年定32回）
　〃　　工藤　雅子（37年69回）

　〃　　佐藤　和敏（37年69回）
　〃　　尾形　文子（38年70回）
　〃　　芳賀　俊郎（38年70回）
　〃　　相馬　省記（39年71回）
　〃　　佐藤　祐一（39年71回）
　〃　　山田　悟　（39年71回）
　〃　　齋藤　豊三（40年72回）
　〃　　小鷹　光雄（40年72回）
　〃　　兼子　久　（40年72回）
　〃　　髙嶋　勝平（41年73回）
　〃　　平山　静夫（41年73回）
　〃　　坂田　敬一（42年74回）
　〃　　青島　時子（42年74回）
　〃　　岡部　次樹（43年75回）
　〃　　菅野　京子（43年75回）
　〃　　梅津　千里（43年75回）
　〃　　星野　茂　（44年76回）
　〃　　伊藤　豊　（45年77回）
　〃　　小林　桂子（46年78回）
　〃　　野間　耕治（46年78回）
　〃　　川畑　一郎（47年79回）
　〃　　井ノ口明子 （48年80回）
　〃　　渡部　幹　（48年80回）
　〃　　王　　金城 （49年81回）
　〃　　石川　康博（49年81回）
　〃　　鈴木　亮　（49年81回）
　〃　　林　　みき（50年82回）
　〃　　今野　りつ（50年82回）
　〃　　江部　信夫（51年83回）
　〃　　仁平　則行（53年85回）
　〃　　河野　晃　（53年85回）
　〃　　小池　悟　（54年86回）
　〃　　石川　透　（55年87回）
　〃　　小池　一史（55年87回）
　〃　　遠藤　高志（56年88回）
　〃　　山村　文雄（56年88回）
　〃　　関口　太郎（57年89回）
　〃　　百瀬　義徳（57年89回）
　〃　　岡本　あい（57年89回）
　〃　　渡部　英一（57年89回）
　〃　　大高和加子（58年90回）
　〃　　長沢　重喜（58年90回）
　〃　　村山　聡　（H1年96回）

東京鶴翔同窓会　平成23年度収支決算書
（平成23年1月1日～12月31日）

（1）一　般　会　計　　　　　　　　（単位：円）

（２）特　別　会　計　　　　　　　　（単位：円）

科　　　目
前期より繰越
総会費収入
年会費収入
広告費収入
雑収入等
（祝い金）
（会員等寄付金）
（役員会臨時会費等）
（2次会残金）
　（預金利息）
　震災義援金
特別会計繰入収入
　　

　合　　　　計

支　出　の　部

収　入　の　部
金　　　額
304,459
1,968,000
1,195,000
1,436,000
318,048
140,000
76,000
78,000
24,000

48
141,715

0

5,363,222

支　出　の　部
科　　　目 金　　　額

総会費支出
事　務　費
（印刷費）
（通信運搬費）
（旅費交通費）
（振込料金・手数料）
（雑　費）
会　議　費
広　告　費
ホームページ管理費
その他祝い金
震災義援金
特別会計繰入支出
次期繰越金
　　合　　　　計

2,863,073
1,048,501
238,157
652,053

0
65,890
92,401
480,828
31,000
50,000
110,000
141,715

0
638,105
5,363,222

一般会計　次期繰越金内訳
現　　金
郵便振替（口座残高）
普通預金・荘内銀行
普通預金・三井住友銀行
仮払金（次年度実行委員会前渡金）

43,279
92,482
113,629
8,715

380,000
638,105

収　入　の　部
科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

前期より繰越
預金利息

一般会計繰入
   
合　　　計

2,269,845
785

0

2,270,630

一般会計繰入支出
次期繰越金
（普通預金）
（定期預金・荘内銀行）
（預金利息）
   　　合　　　計

0
2,270,630

0
2,269,845

785
2,270,630

本会の収支決算について、厳正に監査を実施したところ、その執行は
適正であると認められます。

平成24年4月3日  会計監事 印印

手数料は40円違います

村田 敏  　　秋場 守

合　　　　計

年会費（維持会費）納入は郵便局の
機械振込（ATM）で

かだる =仲間に入る→「かだっが？」「かだね」＝「仲間に入るか？」「入らない」
けげし =賢い→「けげしこだごど」＝「賢い子だねえ」こちょばす =くすぐる→「こちょばすな」＝「くすぐらないで」

忘れてませんか？

庄 内 弁
忘れてませんか？

庄 内 弁
もっけ=ありがとう→「あやや、こげしてもらて、もっけだのー」=「あらー、こんなにいただいて、恐縮です」
やじゃがね=どうしようもない→「こげだごんだば、やじゃがねの」=「こんなことになったんじゃ、もうだめだね」

地
域
資
源
を
生
か
し
た

地
域
づ
く
り
へ

　

東
京
鶴
翔
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日

頃
よ
り
鶴
岡
市
の
発
展
に
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
特
に
企
業

誘
致
や
産
直
販
売
交
流
事
業
な
ど
に
際

し
ま
し
て
は
、
一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
余
り
経
ち
、

こ
れ
ま
で
皆
様
方
か
ら
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
東
北
の
復
興
に
向
け
、
様
々
な

事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

新
鶴
岡
市
の
誕
生
か
ら
６
年
。
創
造

文
化
都
市
、
観
光
文
化
都
市
、
学
術
文

化
都
市
、
安
心
文
化
都
市
、
森
林
文
化

都
市
の
５
つ
の
文
化
都
市
を
掲
げ
、
成

長
戦
略
を
遂
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
今
年
は
、
地
域
の
食
文
化
を
産

業
振
興
や
学
術
振
興
に
活
か
す
た
め
、

ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

の
加
盟
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
市
民

の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
行
う
な
ど
、

地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開

し
、
地
域
と
産
業
の
活
性
化
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
３
月
に
は
待
望
の
日
東

道
温
海　

鶴
岡
間
が
開
通
し
ま
し
た
。

こ
の
開
通
は
、
本
市
そ
し
て
庄
内
の
観

光
に
と
っ
て
も
大
き
な
後
押
し
に
な
り
、

温
泉
や
ミ
シ
ュ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド

で
高
い
評
価
を
受
け
た
出
羽
三
山
な
ど

豊
富
な
観
光
資
源
と
、
四
季
折
々
の
美

味
し
い
食
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
情
報

発
信
し
、
誘
客
に
務
め
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
東
京
鶴
翔
同
窓
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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1
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ロビーでは高山文夫先生の写真展

小鉄さんのパントマイム

三井照代先生の『校歌舞』

・
・
・
・
・
・
・
・
・

[13] [4]

江
部
　
信
夫
（
昭
和
51
年
83
回
卒
）

坂
田
　
敬
一
（
昭
和
42
年
74
回
卒
）

第
42
回
東
京
鶴
翔
同
窓
会
　
実
行
委
員
長

第
41
回
東
京
鶴
翔
同
窓
会
　
副
実
行
委
員
長

　

昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
の
後
は

正
直
元
気
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
自

身
、
東
京
に
お
い
て
帰
宅
難
民
に
な
り

ま
し
た
。
計
画
停
電
で
は
電
車
も
動
か

ず
、
交
通
信
号
も
な
し
、
近
所
も
明
か

り
な
し
。
久
々
に
蝋
燭
の
明
か
り
で
過

ご
す
時
間
は
、
テ
レ
ビ
も
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
も
な
く
外
が
や
け
に
静
か
に
感
じ

ら
れ
、
家
族
一
同
一
部
屋
に
顔
を
揃
え

て
い
る
こ
と
が
不
思
議
な
思
い
で
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
復

興
の
力
強
い
槌
音
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、

を
向
い
て
い
ま
す
。
会
場
は
手
狭
に
な

っ
た
こ
れ
ま
で
の
海
運
ク
ラ
ブ
か
ら
大

手
町
サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ
に
変
更
し
、
装

い
新
た
に
東
京
鶴
翔
同
窓
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　

今
回
実
行
委
員
の
多
く
は
63
歳
、
こ

れ
ま
で
同
窓
会
に
一
度
も
参
加
し
て
い

な
い
者
が
多
数
で
す
。
で
も
、
何
か
結

び
つ
く
も
の
が
あ
る
の
か
、
あ
っ
た
の

か
、
今
は
同
窓
会
参
加
の
皆
さ
ん
に
満

足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
力
を
合
わ
せ
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
一

度
も
参
加
し
て
い
な
い
同
窓
生
の
皆
さ

ん
、
い
つ
も
参
加
し
て
い
る
皆
さ
ん
、

是
非
新
し
い
会
場
サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ
に

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
元
気
が

で
ま
す

逆
に
、
被
災
地
か
ら
励
ま
し
が
発
信
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
じ
東
北
に
住
ん
で
い

た
我
々
自
身
が
元
気
を
出
さ
な
く
て
は

と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

42
回
テ
ー
マ
は
実
行
委
員
全
員
で
考

え
抜
き
、
女
子
力
が
発
揮
さ
れ
「
ま
ん

ず
来
ば
え
ち
ゃ　

元
気
で
っ
ぞ　

」
に

決
ま
り
ま
し
た
。
職
場
で
家
庭
で
同
窓

生
全
員
に
元
気
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願

い
、
そ
の
お
手
伝
い
を
42
回
同
窓
会
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

実
行
委
員
全
員
の
気
持
ち
も
同
じ
方
向

　

私
は
元
々
は
鶴
南
に
母
校
愛
の
な
い

人
間
で
し
た
。
卒
業
後
に
進
ん
だ
大
学

や
就
職
し
た
役
所
の
人
た
ち
と
は
交
流

し
て
い
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
鶴
南
の
同

級
生
と
は
付
き
合
い
を
持
ち
た
く
な
い

気
持
ち
の
方
が
強
か
っ
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
12
年
前
の
あ
る
日
、
一

人
の
同
級
生
か
ら
「
鶴
翔
塾
」
に
誘
わ

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
と
う
と
う
鶴

翔
同
窓
会
の
副
実
行
委
員
長
を
す
る
に

至
り
ま
し
た
。
塾
は
当
時
マ
ン
ネ
リ
化

し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
私
に
と
っ

て
新
鮮
な
も
の
で
し
た
。
鶴
南
の
卒
業

生
で
各
界
で
活
躍
中
の
方
の
講
演
会
と

そ
の
後
の
懇
親
会
（
参
加
者
の
皆
さ
ん

と
の
飲
み
会
兼
情
報
交
換
会
）
は
さ
な

が
ら
異
業
種
交
流
会
で
す
。
そ
の
後
、

年
に
１
〜
２
回
開
か
れ
る
塾
に
何
度
か

通
っ
て
い
る
う
ち
に
自
然
に
鶴
翔
同
窓

会
の
実
行
委
員
の
一
人
に
加
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

　

さ
て
、
東
京
鶴
翔
同
窓
会
は
東
京
近

圏
在
住
の
同
窓
生
約
３
６
０
０
名
で
組

織
さ
れ
、
年
１
回
、
６
月
の
土
曜
日
に

総
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
総
会
の
実

行
委
員
は
10
年
に
１
回
、
卒
業
回
順
に

担
当
し
、
40
歳
代
か
ら
70
歳
代
位
ま
で

10
歳
き
ざ
み
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ

ま
す
。
何
回
か
打
合
せ
会
議
に
参
加
し
、

総
会
当
日
の
運
営
ま
で
や
る
の
で
す
が
、

会
議
は
毎
回
賑
や
か
で
愉
し
い
時
間
で

し
た
。
私
の
場
合
10
歳
上
の
先
輩
方
の

熱
意
と
人
柄
に
引
か
れ
、
総
会
終
了
後

も
お
付
き
合
い
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
に
興
味
が
あ
り
少
し

時
間
的
余
裕
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
ま
た
「
鶴
翔
塾
」
の
こ

と
に
関
し
ま
し
て
は
、
別
ペ
ー
ジ
で
少

し
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
ご
覧
に
な
っ

て
興
味
が
お
あ
り
で
し
た
ら
、
ご
連
絡

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

楽
し
〜
い
　 

あ
な
た
も

実
行
委
員
を
や
り
ま
せ
ん
か

忘れてませんか？

庄 内 弁
忘れてませんか？

庄 内 弁
こでらいね =こたえられない→「こえだば、んめぐでこでらいね」＝「これは、おいしくてこたえられない」
このじょ =このまえ→「このじょ、わあえのあねちゃどあたけ」＝「このまえ、あなたの家のお姉さんと会ったよ」

ほでね=覚えがない→「さげのむど、すぐほでねぐなる」=「酒を飲むと、すぐに記憶がなくなる」
めじょけね=かわいそう→「めじょけねぐでの、おらだばなえでしまた」=「かわいそうで、わたし泣いてしまったわ」

懐かしい顔、顔、顔

門脇千子さん（vo）、鹿野信一さん（g）
矢田佳延さん（b）のジャズ＆ポップス

大盛況だった
昨年、第41回の模様です。

また
集まろう

元
気
が
で
ま
す
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震
災
の
際
の
日
本
人
の
行
動
に
対
す

る
世
界
か
ら
の
賞
讃
は
、
皆
さ
ん
も
耳

に
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
私
も
何
度
か

外
国
人
か
ら
直
接
言
わ
れ
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。そ
の
度
に
、「
規
律
や
組
織

を
重
ん
じ
、
他
者
を
想
い
遣
る
日
本
人

の
気
質
は
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害

が
多
い
日
本
の
風
土
が
育
て
て
き
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
震
災
で
私
達

は
ま
た
成
長
で
き
る
で
し
ょ
う
。
日
本

人
で
あ
る
こ
と
を
私
は
誇
ら
し
く
思
い

ま
す
」
と
答
え
て
き
ま
し
た
。　

　

古
い
研
究
棟
の
７
階
に
あ
る
私
の
研

究
室
も
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、

１
週
間
以
内
に
全
研
究
室
を
復
旧
す
る

と
い
う
組
織
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
被
害
の
少
な
か
っ
た
低
層
階
大
学

院
生
の
高
層
階
へ
の
動
員
や
教
職
員
の

す
ば
や
い
連
携
な
ど
に
よ
り
驚
く
ほ
ど

の
回
復
力
を
示
し
ま
し
た
。
被
害
が
大

き
か
っ
た
の
に
加
藤
が
全
く
平
気
そ
う

だ
っ
た
の
で
安
心
し
た
と
後
で
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
東
北
大
学
医
学
部
の
出
身

で
あ
る
私
は
、毎
晩
、グ
ル
ー
プ
メ
ー
ル

に
投
稿
さ
れ
る
同
級
生
達
の
現
状
報
告

に
驚
き
と
賞
讃
の
想
い
で
一
杯
で
し
た

の
で
、
学
内
で
は
被
害
が
大
き
く
て
も
、

同
期
の
仲
間
の
中
で
は
一
番
楽
な
場
所

で
働
い
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
か

ら
、
平
気
な
の
は
当
た
り
前
で
す
。

　

私
達
日
本
人
に
残
さ
れ
た
次
の
課
題

は
、
こ
の
組
織
を
大
切
に
す
る
私
達
の

想
い
の
対
象
を
ど
こ
ま
で
拡
げ
る
こ
と

が
で
き
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
と
考
え

ま
す
。
家
族
を
想
い
、友
を
想
い
、職
場

の
仲
間
を
想
う
気
持
ち
で
、
地
球
規
模

課
題
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

日
本
人
は
ま
さ
に
成
熟
し
た
民
族
と
し

て
世
界
か
ら
真
の
賞
讃
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

鶴
岡
の
元
気
は
日
本
の
元
気

田
中
　
宏

（
昭
和
53
年
85
回
卒
）

（
昭
和
63
年
95
回
卒
）

南
高
の
こ
ろ

佐
藤
　
隆
三（
昭
和
32
年
64
回
卒
）

勤
労
動
員
の
中
学
時
代

佐
藤
　
良
三（
昭
和
21
年
54
回
卒
）

　

東
京
鶴
翔
同
窓
会
会
報
誌
が
届
く
と

何
か
懐
か
し
さ
が
蘇
え
る
。
普
段
で
も

新
聞
雑
誌
や
テ
レ
ビ
に
郷
里
の
事
柄
が

報
道
さ
れ
る
と
、
つ
い
眼
を
凝
ら
し
て

見
入
っ
て
し
ま
う
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
出
逢
う
。

揺
れ
の
大
き
さ
に
翻
弄
さ
れ
た
。
交
通

ス
ト
ッ
プ
、
七
時
間
ほ
ど
歩
き
知
人
宅

に
深
夜
に
着
い
た
。
途
中
食
堂
で
御
馳

走
に
な
り
他
人
の
親
切
を
頂
き
、
体
力

を
試
さ
れ
る
事
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
後

の
相
次
ぐ
台
風
に
は
終
戦
の
と
き
を
思

　

私
ら
昭
和
21
年
54
回
卒
同
期
生
が
、

平
成
15
年
に
思
い
出
の
会
誌
発
刊
を
企

画
し
１
７
２
頁
に
も
及
ぶ
膨
大
な
書
を

完
成
し
た
。
し
か
も
２
３
５
人
（
物
故

者
約
半
数
）
の
殆
ど
の
学
友
が
70
年
前

も
の
苦
難
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
回
顧
、
寄

稿
し
て
き
た
の
に
は
驚
き
と
感
激
で
一

杯
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

戦
争
末
期
の
４
年
間
で
、
ま
と
も
な

授
業
は
１
年
の
み
で
、
２
年
生
か
ら
は

農
家
の
田
植
え
、
稲
刈
り
な
ど
の
勤
労

奉
仕
で
、
３
ク
ラ
ス
の
生
徒
は
分
散
さ

せ
ら
れ
、
軍
隊
へ
の
志
願
者
も
多
く
、

幼
年
学
校
、
兵
学
校
、
予
科
練
な
ど
90

人
近
い
仲
間
が
門
出
し
た
。
私
は
駅
前

の
飛
行
機
工
場
の
フ
ラ
ッ
プ
鋲
打
ち
作

業
に
動
員
さ
れ
、
終
戦
の
玉
音
放
送
を

聞
く
と
き
ま
で
従
事
し
た
。
途
中
、
陸

軍
の
神
町
飛
行
場
（
現
山
形
空
港
）
建

設
の
整
地
作
業
に
も
動
員
さ
れ
た
が
、

広
大
な
桑
畑
の
荒
地
開
墾
は
少
年
に
は

過
酷
で
、
し
か
も
県
内
各
地
か
ら
動
員

さ
れ
た
中
学
生
は
、
モ
ッ
コ
担
ぎ
の
学

校
毎
の
競
争
で
煽
ら
れ
食
事
の
時
間
も

な
い
始
末
で
、
加
え
て
猛
暑
と
バ
ラ
ッ

ク
建
で
の
寝
食
に
耐
え
切
れ
ず
脱
落
す

る
者
も
出
た
。
そ
し
て
、
や
っ
と
我
が

家
へ
戻
っ
た
と
思
い
き
や
、
羽
黒
山
麓

の
松
根
油
堀
り
に
駆
り
出
さ
れ
、
重
い

根
っ
こ
の
発
掘
、
運
搬
、
手
向
小
学
校

で
の
雑
魚
寝
状
態
の
悲
惨
さ
は
思
い
出

し
た
く
な
い
事
象
だ
っ
た
。　
　
　
　
　

　

こ
の
よ
う
に
、
私
ど
も
の
中
学
時
代

は
勉
学
に
励
む
余
地
は
な
く
滅
私
奉
公

一
筋
で
あ
っ
た
の
で
、
傘
寿
を
過
ぎ
た

今
で
も
当
時
の
思
い
出
が
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
て
く
る
昨
今
で
あ
る
。　
　
　
　

い
起
こ
し
た
。

　

国
民
学
校
に
入
学
し
た
暑
い
夏
、
冬

は
電
信
柱
の
天
辺
ま
で
の
雪
、
疎
開
先

か
ら
帰
り
変
わ
り
は
て
た
街
に
全
て
が

敗
戦
の
結
果
な
の
か
と
思
い
込
ん
だ
。

住
い
や
学
区
、
新
制
中
学
な
ど
何
も
か

も
変
わ
り
、
よ
う
や
く
南
高
に
入
学
し

た
頃
に
落
着
い
た
感
が
あ
っ
た
。
南
高

に
は
冬
で
も
高
下
駄
で
、
デ
ッ
コ
ラ
が

付
き
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
通
学
し
た
。

　

街
で
高
校
生
を
見
る
に
つ
け
、
私
共

と
異
な
る
光
景
に
出
会
う
。
公
園
近
く

の
公
会
堂
脇
に
あ
っ
た
喫
茶
店
に
入
っ

た
だ
け
で
不
良
と
視
ら
れ
、
北
高
前
も

通
る
こ
と
さ
え
憚
ら
れ
た
り
、
い
ま
思

え
ば
可
笑
し
な
時
代
で
あ
っ
た
。

　

私
は
、
な
ん
と
な
く
入
学
し
た
こ
と

も
あ
り
、
勉
強
は
ほ
ど
ほ
ど
加
茂
港
と

は
幼
き
云
々
な
ど
の
壁
落
書
き
も
多
く
、

先
生
も
生
徒
も
チ
ョ
ッ
と
風
変
わ
り
に

思
え
た
。
弁
当
の
早
飯
喰
い
、
怒
鳴
る

よ
う
な
講
義
、
柔
道
な
ど
殆
ど
が
身
に

付
か
な
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

　

こ
ん
な
南
高
生
で
は
あ
っ
た
が
南
高

の
醸
し
出
す
良
き
環
境
な
の
だ
ろ
う
。

何
か
し
ら
身
に
付
い
た
習
慣
や
物
の
見

方
、
変
え
難
い
仲
間
を
得
た
こ
と
が
今

で
は
何
よ
り
も
の
宝
に
な
っ
て
い
る
。

想
い
の
拡
が
り

加
藤
　
光
保

忘れてませんか？

庄 内 弁
忘れてませんか？

庄 内 弁
じょなめる =着飾る→「そげじょなめでどさいぐや」＝「そんなに着飾ってどこへ行くの」
じょんまで =十文の価値→「こえだばじょんまでもね」＝「こんなものは何の値打もない」

　

私
は
二
十
代
を
東
京
で
過
ご
し
、
今

は
両
親
と
妻
子
と
共
に
鶴
岡
の
実
家
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
月
に
数
回
は
首
都

圏
へ
出
か
け
、
鶴
岡
の
素
晴
ら
し
さ
を

都
会
に
広
め
、
都
会
の
先
進
性
を
鶴
岡

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
入
れ
よ
う
と
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

　

文
京
区
で
月
１
回
開
催
の
《
庄
内
う

た
う
会
》
に
は
鶴
翔
の
先
輩
も
大
勢
ご

参
加
。
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
歌
を
僕

の
ピ
ア
ノ
に
の
せ
て
全
員
で
歌
う
他
、

鶴
岡
に
関
す
る
話
題
を
庄
内
弁
で
語
り

合
う
時
間
も
楽
し
み
で
す
。

　

ま
た
、
首
都
圏
か
ら
鶴
岡
へ
の
《
う

た
う
旅
》と
し
て
、お
雛
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
、

里
の
秋
ツ
ア
ー
に
続
き
、
今
年
２
月
に

「
雪
の
降
る
ま
ち
を
」ツ
ア
ー
を
企
画
実

施
。
積
雪
３
ｍ
を
超
え
る
大
鳥
（
朝
日

地
域
）
で
は
、
囲
炉
裏
の
温
も
り
を
感

じ
な
が
ら
歌
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

雪
の
美
し
さ
、
大
鳥
住
民
の
明
る
く
逞

し
い
生
き
様
に
感
動
し
た
様
子
で
し
た
。

　

季
節
感
が
鮮
や
か
で
、
森
・
里
・
海

を
併
せ
持
つ
鶴
岡
は
、
四
季
折
々
の
特

産
物
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
鶴
岡
の
産

直
や
物
産
展
が
、
友
好
都
市
の
江
戸
川

区
、
墨
田
区
だ
け
で
な
く
、
神
楽
坂
の

毘
沙
門
天
や
藤
沢
市
な
ど
、
首
都
圏
各

地
で
年
数
十
回
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

櫛
引
南
小
の
６
年
生
は
自
分
達
で
育
て

た
リ
ン
ゴ
を
、
横
浜
市
の
神
奈
川
区
民

祭
り
で
直
売
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

震
災
の
影
響
で
鶴
岡
へ
避
難
し
て
い

る
数
百
名
の
方
々
の
た
め
に
も
、
ま
す

ま
す
元
気
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
鶴
岡
に　

更
に
、
東
京
鶴
翔
同
窓
会
を
は
じ
め
全

国
の
鶴
岡
ゆ
か
り
の
方
々
に
元
気
が
伝

播
し
、
や
が
て
日
本
中
が
元
気
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す

はっこい=つめたい→「このみず、はっこいごど」=「この水、冷たいのなんの」
はやす=（包丁で）切る→「そのでごずげ、はやしてくれ」=「そのたくあん、切ってちょうだい」
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山
形
県
内
で
三
十
七
歳
ま
で
暮
ら
し

た
後
に
首
都
圏
に
出
て
き
て
十
五
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
医
師
と
し
て

研
究
者
と
し
て
老
年
学
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
自
分
で
は
「
運
動
と
行
動
の

神
経
生
理
学
」
を
標
榜
し
て
い
ま
す
が
、

大
き
な
分
類
で
は「
健
康
長
寿
」の
た
め

の
医
学
に
な
り
ま
す
。

　

健
康
長
寿
の
た
め
に
は
『
適
度
な
運

動
』
と
『
生
き
が
い
』
が
大
切
で
す
。

運
動
は
、
苦
し
く
な
く
て
怪
我
を
し
な

い
程
度
の
も
の
が
良
い
と
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
生
き
が
い
は
人
そ
れ
ぞ
れ
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
般
に
は

生
き
る
喜
び
、
価
値
、
目
的
を
意
味
し

ま
す
。
実
は
そ
う
し
た
生
き
が
い
を
研

究
す
る
社
会
科
学
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ

れ
ば『
社
会
的
交
流（
人
と
の
ふ
れ
合
い
）

と
生
活
目
標（
毎
朝
、今
日
は
こ
れ
を
や

ろ
う
と
思
う
）』が
生
き
が
い
の
基
に
な

っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
庄
内
の
こ
と
を
考
え
て
み

ま
し
た
。
年
寄
り
ば
か
り
と
嘆
く
こ
と

無
か
れ
。歩
い
た
り
喋
っ
た
り
、煩
わ
し

い
と
感
じ
た
生
活
は
健
康
長
寿
に
ち
ょ

っ
と
よ
さ
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
人
口
動

態
を
み
る
と
庄
内
は
既
に
高
齢
化
が
完

成
し
、今
の
状
態
が
続
き
ま
す
。そ
れ
に

対
し
て
首
都
圏
は
、
今
後
猛
烈
な
高
齢

化
が
き
ま
す
。
老
人
福
祉
施
設
は
間
に

合
う
の
で
し
ょ
う
か
。
定
年
後
に
す
る

こ
と
は
あ
る
か
？　

そ
ん
な
今
「
ま
ん

ず
来
ば
え
ち
ゃ　

元
気
で
っ
ぞ　

」
と

い
う
声
が
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

　

気
が
つ
け
ば
私
も
定
年
ま
で
何
年
と

数
え
る
歳
で
す
。
首
都
圏
に
暮
ら
す
身

で
す
が
、
た
ま
の
帰
省
や
同
窓
会
が
楽

し
い
う
ち
は
、
健
康
長
寿
の
資
格
有
り

か
な
と
、
庄
内
と
旧
友
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

庄
内
人
の
楽
し
み

―

ま
ず
は
動
く
、ゆ
る
く
繋
が
る―

「
醜
い
ア
ヒ
ル
の
子
」が…

阿
部
　
文
治
（
昭
和
33
年
65
回
卒
）

三
浦
　
正
巳
（
昭
和
52
年
84
回
卒
）

鈴
木
　
良
清
（
昭
和
52
年
84
回
卒
）

故
郷
と
よ
べ
る
と
こ
ろ
は

友
澤
　
萬
里
子
（
昭
和
32
年
64
回
卒
）

　

昭
和
三
○
年
四
月
の
入
学
式
の
時
に
、

当
時
の
学
校
長
笹
原
儀
三
郎
先
生
の
第

一
声
が
今
も
頭
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

入
学
生
の
中
に
「
醜
い
ア
ヒ
ル
の
子
」

が…

と
。

　

そ
の
当
本
人
が
こ
の
場
で
能
書
き
を

綴
る
こ
と
す
ら
烏
滸
が
ま
し
い
で
す
が
、

当
時
の
想
い
出
を
少
し
お
話
し
し
ま
す
。

　

私
は
温
海
温
泉
に
疎
開
し
ま
し
た
。

朝
五
時
四
〇
分
の
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る

と
一
番
列
車
に
間
に
合
わ
ず
、
二
番
列

車
で
は
二
時
間
目
の
最
中
の
登
校
と
な

り
ま
す
。
あ
る
日
、
部
室
で
弁
当
を
広

げ
食
べ
始
め
る
と
、
当
時
の
生
活
指
導

部
の
難
波
喜
美
雄
先
生
に
見
つ
か
り
、

弁
当
の
他
に
大
目
玉
も
喰
ら
い
ま
し
た
。

以
来
卒
業
ま
で
弁
明
不
可
能
で
し
た
。

　

当
時
も
就
職
難
で
公
務
員
第
二
種
試

験
に
合
格
し
て
も
事
務
職
の
あ
て
が
無

く
、
正
月
過
ぎ
て
か
ら
大
山
で
大
工
見

習
い
に
行
き
、「
お
し
ん
」
の
様
な
生
活

を
体
験
し
ま
す
。
冬
場
に
は
近
く
の
農

家
へ
行
き
、
田
ん
ぼ
の
用
水
で
赤
子
の

オ
シ
メ
を
洗
い
、
朝
飯
を
有
難
く
頂
戴

し
た
の
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

元
来
人
見
知
り
も
せ
ず
き
た
お
陰
で
、

今
で
も
シ
ョ
ウ
シ
ガ
ラ
ネ
デ
人
の
輪
に

飛
び
込
ん
で
お
り
、
中
高
校
の
集
会
も

「
言
い
出
し
っ
ぺ
」で
皆
さ
ん
喜
ん
で
来

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
東
京
鶴

翔
同
窓
会
に
も
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
若
い
人
た
ち
も
大
勢
お
見
受
け

し
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

二
ヶ
月
に
一
回
都
内
で
私
共
の
同
期

十
数
名
の
出
会
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
同
窓
会
も
こ
の
先
末
永
く
続
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
老
若
男
女
「
ま

ん
ず
来
ば
え
ち
ゃ
、
元
気
出
っ
ぞ　

」

在
り
し
日
の
想
い
出
に
浸
り
ま
し
ょ
う

よ
。
皆
ハ
ン
、
し
ぇ
ば
。

　

今
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
ミ
ク

シ
ィ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ

Ｎ
Ｓ
）
が
大
流
行
。
全
く
見
ず
知
ら
ず

の
人
達
が
、
共
通
の
興
味
や
趣
味
を
つ

て
に
新
た
な
仲
間
を
作
り
、
さ
ら
に
そ

の
仲
間
を
起
点
に
し
て
新
た
な
輪
を
拡

げ
て
い
ま
す
。

　

鶴
翔
同
窓
会
に
集
い
し
諸
先
輩
の
皆

様
。
私
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
集

ま
ろ
う
と
は
申
し
上
げ
て
お
り
ま
せ
ん
。

積
み
重
ね
て
き
た
膨
大
な
経
験
を
共
有

化
す
る
に
は
、
や
は
り
総
会
の
場
に
勝

る
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
後
輩
は

先
輩
方
の
多
く
の
貴
重
な
経
験
を
拝
聴

し
、
仕
事
や
私
生
活
を
充
実
さ
せ
る
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
１
９
６
０
年
代
以
降
生
ま

れ
の
デ
ジ
タ
ル
世
代
の
皆
さ
ん
！
せ
っ

か
く
の
休
日
は
自
分
の
た
め
、
子
供
の

た
め
、
家
族
の
た
め
に
使
い
た
い
で
す

よ
ね
。
私
も
そ
う
で
し
た
。
で
も
今
や

わ
れ
わ
れ
は
毎
日
の
よ
う
に
集
え
る
方

法
を
知
っ
て
い
る
し
、
遠
く
離
れ
て
暮

ら
し
て
い
て
も
電
話
を
か
け
る
よ
り
も

手
軽
に
情
報
交
換
で
き
る
術
を
知
っ
て

い
ま
す
。　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
東
京
鶴

翔
同
窓
会
の
も
う
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
に

向
け
て
の
第
一
歩
を
我
々
の
世
代
で
踏

み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

そ
し
て
毎
年
約
３
０
０
人
が
集
う
東

京
鶴
翔
同
窓
会
。
庄
内
の
お
い
し
い
食

べ
物
と
お
酒
を
味
わ
っ
て
、
唾
か
け
合

い
な
が
ら
の
楽
し
い
お
喋
り
。
こ
こ
に

は
更
に
多
様
で
膨
大
な
情
報
の
宝
庫
で

す
。
限
ら
れ
た
文
字
数
と
キ
ー
ボ
ー
ド

か
ら
で
は
こ
の
ひ
と
時
を
表
現
し
難
く
、

ま
ず
は
一
度
出
席
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
い
た
し
ま
す
。
し
ぇ
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

お
待
ち
し
ま
す
。

同
窓
会
の

新
た
な
拡
が
り
に
向
け
て

　

私
達
は
、
母
の
故
郷
・
鶴
岡
に
疎
開

し
た
。
翌
春
、
第
三
小
に
入
学
し
、
学

童
疎
開
の
さ
中
、
終
戦
の
日
を
迎
え
た
。

数
回
の
転
居
後
、
三
年
生
半
ば
に
第
一

小
に
転
校
。
言
葉
が
わ
か
ら
ず
辛
い
日

を
過
ご
す
。
三
中
に
入
る
頃
に
は
友
人

も
出
来
、
登
校
す
る
の
が
楽
し
く
な
っ

た
。
し
か
し
二
年
生
の
春
、
父
が
病
死
。

相
変
わ
ら
ず
苦
し
い
生
活
が
続
い
た
。

　

就
職
組
で
南
高
に
進
み
、
奨
学
金
や

バ
イ
ト
を
学
費
に
当
て
た
。
部
活
や
、

ク
ラ
ス
対
抗
の
球
技
大
会
で
の
優
勝
、

修
学
旅
行
な
ど
楽
し
い
思
い
出
だ
。

　

三
年
の
二
学
期
だ
っ
た
か
、
費
用
の

か
か
ら
な
い
国
立
大
付
属
の
看
護
学
校

の
受
験
を
す
す
め
ら
れ
た
。
叔
父
は
私

の
体
力
を
心
配
し
、
私
も
自
信
は
な
か

っ
た
が
、
三
学
期
は
家
に
籠
も
り
に
わ

か
勉
強
に
励
ん
だ
。
そ
し
て
幸
運
に
も

合
格
。
母
と
手
を
取
り
合
っ
て
喜
ん
だ
。

　

上
京
し
、
寮
に
入
り
、
授
業
と
実
習

の
三
年
間
が
始
ま
っ
た
。
活
気
に
溢
れ

た
校
友
達
と
の
交
流
も
得
が
た
い
経
験

だ
っ
た
。

　

卒
業
後
、
希
望
の
科
に
就
職
が
決
ま

り
、
国
家
試
験
を
経
て
、
社
会
人
と
な

る
。
二
年
目
の
後
半
、
早
く
も
大
き
な

壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
当
時
五
日
も
続
く

夜
勤
に
体
調
を
崩
し
が
ち
だ
っ
た
。
し

か
し
、
一
年
も
も
た
な
い
で
は
、
ど
こ

に
い
っ
て
も
続
か
な
い
。
ま
ず
三
年
頑

張
っ
て
み
よ
う
と
思
い
直
し
た
。
そ
ん

な
時
、
鶴
岡
で
失
っ
た
上
の
妹
や
父
の

姿
を
患
者
さ
ん
に
重
ね
、
自
分
な
り
の

工
夫
や
努
力
を
す
る
う
ち
に
、
働
く
喜

び
と
誇
り
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
定

年
ま
で
完
走
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

恩
師
、
友
人
、
家
族
、
多
く
の
方
達

に
少
し
は
恩
返
し
で
き
た
だ
ろ
う
か
。

私
に
、
試
練
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
た

故
郷
は
、
そ
こ
し
か
な
い
。

ふ 

る  

さ 

と

ふ 

る 

さ 

と

ふ 

る 

さ 

と

忘れてませんか？

庄 内 弁
忘れてませんか？

庄 内 弁
ずんでね =ずいぶん→「ずんでねはえでねが」＝「ずいぶん早いじゃないか」
たてる =閉める→「くらぐなたさげ、とたででくれ」＝「暗くなったから、戸を閉めてください」

でんぎり=すこしも→「そげだどは、でんぎりおもわねけ」=「そんなだとほ、ちっとも思わなかった」
とけちゃま=反対→「まだ、くづどご、とけちゃまはいで」=「また、靴を反対に履いて」
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高
校
時
代
の
通
学
時
間
は
徒
歩
で
二

分
。
あ
ま
り
の
近
さ
に
下
駄
の
歯
も
減

ら
さ
ず
三
年
間
通
学
で
き
た
。
大
学
時

代
は
こ
れ
ま
た
徒
歩
１
分
。
靴
底
も
減

ら
さ
ず
に
四
年
間
通
学
し
た
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
っ
て
、
こ
こ
十

年
ぐ
ら
い
は
朝
五
時
に
起
床
し
六
時
前

に
家
を
出
て
、
帰
宅
は
二
十
時
前
後
。

た
ま
に
は
午
前
様
あ
り
。
土
日
曜
に
は

三
人
の
孫
の
託
児
所
所
長
の
園
長
さ
ん

生
活
だ
。

　

そ
ろ
そ
ろ
営
業
マ
ン
と
し
て
の
会
社

を
卒
業
し
、
老
後
は
何
を
や
る
か
と
思

案
し
て
い
た
あ
る
日
、
突
然
届
い
た
手

紙
の
差
出
人
は
鶴
南
の
同
級
生
の
坂
田

君
。半
分
脅
し
で「
鶴
翔
会
42
回
総
会
の

実
行
委
員
に
め
で
た
く
当
選
し
た
。　
是

非
顔
を
出
し
た
ま
え
」
と
の
こ
と
。

敷
居
が
高
く
一
度
も
出
席
し
た
こ
と
が

無
い
鶴
翔
同
窓
会
に
そ
ろ
そ
ろ
参
加
し

よ
う
か
な
と
思
っ
て
い
た
矢
先
だ
っ
た
。

　

恐
る
恐
る
実
行
委
員
会
に
出
席
す
る

と
「
あ
ん
た
誰
だ
？
」
の
顔
ぶ
れ
。
し

ば
ら
く
観
察
し
話
を
す
る
う
ち
何
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か　
　

84
回
卒
業
生

の
鈴
木
氏
の
会
社
の
先
輩
が
同
じ
大
学

の
同
じ
研
究
室
の
Ｍ
君
と
判
明
。
こ
れ

が
き
っ
か
け
で
四
十
年
ぶ
り
の
再
会
と

な
っ
た
。

　

坂
田
く
ん
、
実
行
委
員
に
選
ん
で
く

れ
て
有
難
う
。
一
度
も
出
席
し
た
こ
と

の
な
い
鶴
翔
同
窓
会
が
思
い
が
け
な
い

出
会
い
を
準
備
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感

謝
、
感
謝

　

こ
の
様
に
ど
こ
で
ど
う
な
る
か
分
か

ら
な
い
世
の
中
。
皆
さ
ん
も
新
た
な
出

会
い
を
求
め
て
、
是
非
第
42
回
鶴
翔
会

総
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う　
　

元
気
の

出
る
素
敵
な
出
会
い
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
よ
。

　

現
在
私
は
仙
台
在
住
で
す
が
、
今
も

毎
年
継
続
中
の
我
が
３
組
東
京
ク
ラ
ス

会
に
つ
い
て
少
し
紹
介
致
し
ま
す
。

　

３
組
に
在
籍
し
た
東
京
エ
リ
ア
の
同

級
生
に
呼
び
掛
け
、
仕
事
や
損
得
関
係

の
全
く
無
い
、
た
だ
青
春
時
代
の
一
ペ

ー
ジ
を
本
音
む
き
出
し
で
過
ご
し
た
仲

間
と
ひ
と
時
語
り
合
え
る
場
が
あ
れ
ば
、

と
い
う
こ
と
で
毎
年
十
月
に
開
催
し
て　

い
ま
す
。
昨
年
で
二
十
三
回
目
と
な
り　

良
く
続
い
て
い
る
も
の
と
感
心
し
ま
す
。

こ
れ
も
参
加
者
が
い
る
か
ら
で
逆
に
や　

め
る
に
や
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
も
あ　

り
ま
す
。
人
数
が
十
五
名
程
の
小
規
模　

ゆ
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
話
が
じ
っ
く
り
聞　

け
て
い
い
の
か
も
？
始
ま
り
は
、卒
業　

以
来
二
十
年
振
り
に
た
ま
た
ま
出
会
っ　

た
Ｅ
君
と
の
再
会
か
ら
で
、
小
さ
か
っ　

た
輪
も
徐
々
に
大
き
く
な
り
、
輪
に
和　

が
プ
ラ
ス
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
月
日
の　

経
過
と
共
に
私
は
仙
台
へ
、　
Ｅ
君
は
鶴

岡
へ
と
移
る
も
退
会
も
出
来
ず
、
二
人

と
も
新
幹
線
に
乗
っ
て
出
席
と
い
う
次

第
で
す
。
遠
く
は
名
古
屋
か
ら
の
出
席

も
あ
り
、
開
催
場
所
を
東
京
駅
近
く
に

こ
だ
わ
る
の
も
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

開
催
初
期
の
そ
れ
な
り
の
姿
も
、
い

つ
し
か
頭
が
少
し
涼
し
げ
に
な
り
、
か

つ
て
の
美
顔
に
細
い
線
？　

が
目
立
ち

始
め
た
り
、
出
会
っ
た
途
端
に
い
き
な

り
十
代
に
変
身
す
る
早
業
も
一
興
で
す
。

青
春
時
代
の
仲
間
の
絆
を
大
事
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
読
ん
だ
同
級
生
諸
君
、
是
非

出
席
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
鶴
翔
同
窓

会
へ
も
「
ま
ん
ず
来
ば
え
っ
ち
ゃ
」。

　

最
後
に
昨
年
の
３
・
11
東
日
本
大
震

災
の
復
興
へ
の
全
国
の
皆
さ
ん
の
継
続

的
な
支
援
・
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い

し
ま
す
。

（
昭
和
42
年
74
回
卒
）

ク
ラ
ス
会
に
思
う

本
間
　
菊
雄

鶴
岡
の
匂
い

栗
田
　
実
（
昭
和
42
年
74
回
卒
）

海
藤
由
起
夫（
昭
和
43
年
75
回
卒
）

出
会
い
〜
繋
が
り

佐
藤
　
潔
（
昭
和
42
年
74
回
卒
）

　

匂
い
で
ふ
る
さ
と
鶴
岡
を
思
い
出
し

た
こ
と
が
あ
る
。
嗅
覚
は
脳
の
中
で
の

信
号
の
伝
わ
り
方
が
視
覚
や
聴
覚
と
は

違
う
た
め
、
思
い
出
を
喚
起
す
る
強
い

力
が
あ
る
の
だ
そ
う
だ
。
そ
れ
だ
け
原

始
的
な
感
覚
な
の
だ
と
も
い
う
。

　

鶴
岡
の
匂
い
と
い
う
と
ど
ん
な
場
面

が
思
い
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
？　

茹
で
た
て

の
だ
だ
ち
ゃ
豆
、
孟
宗
汁
に
納
豆
汁
、

鰯
の
ぬ
か
漬
、ば
ん
け
や
山
う
ど
、食
べ

物
の
匂
い
は
多
彩
だ
。
稲
わ
ら
の
匂
い

も
懐
か
し
い
。
田
舎
の
香
水
と
い
う
の

も
あ
っ
た
。
柔
剣
道
場
の
畳
の
匂
い
を

佐
藤
三
郎
先
生
の
眼
鏡
と
共
に
思
い
出

す
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
隣
り

に
あ
っ
た
部
室
の
す
え
た
匂
い
か
。
下

水
道
の
無
か
っ
た
当
時
は
あ
け
つ
箱
や

ど
ぶ
の
匂
い
も
街
中
に
い
つ
も
あ
っ
た
。

　

一
枚
の
絵
に
激
し
く
ふ
る
さ
と
鶴
岡

の
匂
い
を
感
じ
た
。
視
覚
か
ら
ど
ん
な

脳
内
経
路
を
通
っ
た
の
か
は
分
ら
ぬ
が

懐
か
し
い
情
景
が
嗅
覚
の
記
憶
を
刺
激

し
、
そ
れ
が
ま
た
懐
か
し
さ
を
倍
加
し

た
。
気
分
は
鶴
岡
、
ま
ざ
ま
ざ
と
鶴
岡

の
想
い
出
に
ひ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
時
わ
た
し
が
嗅
い
だ
の
は
鶴
岡

の
、
断
じ
て
冬
の
朝
の
匂
い
だ
。
粗
朶

に
新
聞
紙
で
火
を
着
け
、
木
っ
端
を
く

べ
て
、
そ
こ
に
そ
っ
と
炭
を
お
く
。
雪

国
の
一
日
が
始
ま
る
匂
い
。
そ
の
匂
い

か
ら
の
追
憶
で
、
建
て
つ
け
が
悪
く
窓

枠
か
ら
雪
が
吹
き
込
む
南
高
の
木
造
校

舎
ま
で
一
気
に
浮
か
ん
で
き
た
。
窓
の

外
に
は
暗
い
空
か
ら
雪
が
舞
い
降
る
が
、

春
が
間
も
な
い
気
配
も
感
じ
る
。
雪
解

け
の
匂
い
か
。
嗅
覚
は
、
な
る
ほ
ど
思

い
出
感
覚
だ
。

　

ふ
る
さ
と
の
匂
い
を
喚
起
し
た
絵
画

「
屋
根
の
上
の
雪
」は
オ
ル
セ
ー
美
術
館

に
あ
る
。「
ま
ん
ず
来
ば
え
っ
ち
ゃ
」
と

パ
リ
も
呼
ぶ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

標
題
は
、
水
森
か
お
り
さ
ん
の
歌
。

彼
女
と
の
出
逢
い
は
、
私
が
北
区
立
滝

野
川
第
五
小
学
校
の
創
立
八
〇
周
年
記

念
事
業
案
を
構
想
す
る
際
に
、
種
々
の

資
料
を
収
集
す
る
中
で
出
逢
っ
た
六
年

女
児
の
作
文
。
原
寸
大
の
自
分
を
見
つ

め
つ
つ
学
校
生
活
及
び
八
〇
年
の
歴
史

を
刻
む
学
校
へ
の
思
い
を
丹
念
に
綴
っ

た
も
の
。
滝
五
小
に
流
れ
る
歴
史
の
風

の
中
に
立
っ
た
思
い
。
後
日
、
演
歌
歌

手
・
水
森
か
お
り
さ
ん
の
作
品
と
知
っ

た
。
記
念
行
事
の
協
力
を
依
頼
し
快
諾
。

作
文
を
通
し
て
思
い
描
い
た
少
女
の
姿

と
重
な
り
合
う
人
物
像
で
あ
り
、
私
が

感
じ
た
風
の
中
の
人
で
あ
っ
た
。

　

歌
の
詞
に
は
目
を
つ
ぶ
り
つ
つ
も
、

心
に
残
る
題
名
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
私

の
中
に
、
故
郷
庄
内
・
鶴
岡
か
ら
吹
く

風
を
感
じ
る
部
分
が
あ
る
と
の
意
識
が

芽
生
え
膨
ら
み
、
一
つ
の
部
屋
を
形
成

す
る
に
至
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

高
校
の
現
代
国
語
の
教
科
書
で
出
逢

っ
た
「
清
光
館
哀
史
」
を
契
機
に
私
の

内
な
る
風
の
部
屋
の
住
人
と
な
っ
た
柳

田
国
男
氏
も
風
の
中
の
人
。
そ
の
民
俗

学
は
、
平
々
凡
々
と
繰
り
返
さ
れ
る
人

々
の
日
常
が
数
百
年
、
数
千
年
か
け
て

積
み
重
ね
て
き
た
も
の
に
依
拠
す
る
も

の
。歴
史
と
文
化
の
紡
ぎ
。「
雪
国
の
春
」

は
、
従
来
の
中
央
の
行
政
都
市
を
中
心

と
し
た
季
節
感
か
ら
離
れ
、
地
方
毎
の

季
節
感
を
標
榜
し
た
も
の
。
そ
の
延
長

に
あ
る
も
の
は
、
地
方
文
化
を
中
核
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
地
方
か
ら
の
風
を

期
す
る
も
の
と
推
察
。

　

こ
の
風
の
流
れ
こ
そ
、
閉
塞
感
に
満

ち
た
我
が
国
を
、
真
の
豊
か
さ
へ
と
誘

う
も
の
と
の
思
い
が
募
る
。庄
内・
鶴
岡

か
ら
の
風
の
中
に
我
が
身
を
置
く
幸
せ

を
感
じ
、
私
も
故
郷
へ
微
風
な
り
と
も

届
け
た
い
と
願
う
日
々
で
あ
る
。

庄
内
平
野・
風
の
中

ちゃちゃど=さっさと→「おそぐなっさげ、ちゃっちゃどえげ」→「遅くなるから、早く行け」
ちょす=さわる→「そんなちょすな」＝「それに触るな」　ちょっとぎ=ちょっと→「ちょっとぎこえ」＝「ちょっと来い」

忘れてませんか？

庄 内 弁
忘れてませんか？

庄 内 弁
つぼける=積み上げる→「そのへんさ、つぼけでおぐな」=「その辺に、積み上げておくんじゃない」
つらつけね=ずうずうしい→「あのひとだば、つらつけねもの」=「あの人はずうずうしいよね」
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小説の
舞台

藩校致道館…『義民が駆ける』

ゴールデンウィークには孟宗汁。

夏は南禅寺で涼を楽しむ。

ベニクラゲ。カブトクラゲ。 オワンクラゲ。

子どもたちに
大人気の
笹巻き………

冬の味、ハタハタの田楽。

寒い体が芯から暖まるどんがら汁。

庄内には地酒がいっぱい。
旬の食べ物にはやっぱりコレ。

あの五間川は内川…『蝉しぐれ』

羽黒山五重塔…
『禊の塔』

「鶴乃湯」鶴岡市の最後の銭湯…
『おくりびと』

藤沢周平記念館…
『藤沢文学』の魅力を味わう。

映画の
町

加茂
水族館

赤川の
花火大会

写真提供：鶴岡市観光物産課、つるおか おうち御膳（鶴岡市農政課）、
　　　　　株式会社まちづくり鶴岡、社団法人鶴岡青年会議所、
　　　　　庄内映画村株式会社、鶴岡市立加茂水族館、
　　　　　衣笠博子（74 回）、鈴木良清（84 回）

　

庄
内
地
方
の
豊
か
な
自
然
は
、
稲
作

を
は
じ
め
と
す
る
農
林
水
産
業
や
、
酒

や
漬
物
な
ど
の
伝
統
産
業
を
興
し
、
こ

の
地
域
特
有
の
食
文
化
を
築
き
上
げ
て

き
ま
し
た
。「
だ
だ
ち
ゃ
豆
」「
民
田
な

す
」
な
ど
64
種
類
も
の
在
来
野
菜
、
美

味
し
い
米
、
庄
内
浜
で
と
れ
る
新
鮮
な

水
産
物
な
ど
の
素
材
を
い
か
し
た
料
理

を
一
年
中
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
は
庄
内
を
離
れ
た
者
に
と

っ
て
こ
の
上
な
く
懐
か
し
い
味
で
す
。

　

鶴
岡
市
で
は
、
こ
の
た
ぐ
い
ま
れ
な

食
文
化
を
大
切
に
継
承
し
、
町
づ
く
り

に
生
か
す
た
め
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
食
文
化
部
門
へ
の
加
盟

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

う
ま
い
食
べ
物
と
酒
が
同
窓
会
で
も

人
と
人
を
繋
ぐ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

22
回
目
を
迎
え
た
２
０
１
１
年
の
赤

川
花
火
大
会
は
、
震
災
の
後
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、「
復
興
に
勇
気
を
、

子
ど
も
た
ち
に
希
望
を
、
東
北
に
未
来

を
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
災
害
支
援
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

鶴
岡
青
年
会
議
所
は
、「
希
望
の
光
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
被
災
地

石
巻
市
、
南
三
陸
町
の
子
供
た
ち
３
５

０
人
余
り
を
花
火
大
会
に
招
待
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
心
を
支
援
す
る
こ

と
で
復
興
に
向
け
て
前
進
す
る
力
に
繋

が
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

夜
空
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
色
と
り

ど
り
の
花
火
が
音
楽
と
シ
ン
ク
ロ
し
、

集
ま
っ
た
大
勢
の
人
々
に
元
気
と
勇
気

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

山
形
県
内
唯
一
の
水
族
館
の
加
茂
水

族
館
は
、
庄
内
に
住
ん
で
い
た
人
な
ら

だ
れ
も
が
、
小
さ
い
頃
一
度
は
行
っ
た

こ
と
の
あ
る
所
で
し
ょ
う
。
一
時
は
閉

館
の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
が
、

ク
ラ
ゲ
の
展
示
を
始
め
て
か
ら
訪
れ
る

人
が
増
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
か
ら
Ｇ
Ｆ
Ｐ
を

取
り
出
し
た
下
村
脩
先
生
が
ノ
ー
ベ
ル

賞
を
取
っ
た
こ
と
も
幸
い
し
、
約
35
種

の
ク
ラ
ゲ
を
展
示
す
る
世
界
一
の
ク
ラ

ゲ
の
水
族
館
に
な
り
、
日
本
中
か
ら
た

く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

加
茂
海
岸
は
、
ク
ラ
ゲ
の
宝
庫
で
、

展
示
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ゲ
の
多
く
は
、

水
族
館
の
ス
タ
ッ
フ
が
加
茂
海
岸
で
採

集
し
た
も
の
で
す
。
ゆ
ら
ゆ
ら
と
泳
ぐ

姿
は
人
々
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
７
月
に
は
、
新
し
く
姿

を
変
え
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

場
町
な
ど
の
セ
ッ
ト
は
、
日
本
の
原
風

景
が
味
わ
え
る
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
お
く
り
び
と
」「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」

「
蝉
し
ぐ
れ
」「
山
桜
」「
座
頭
市
」
な
ど

数
々
の
映
画
が
庄
内
を
舞
台
に
撮
ら
れ

て
い
ま
す
。
映
画
を
見
た
人
た
ち
が
ま

た
見
た
く
な
る
よ
う
な
風
景
が
庄
内
に

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
「
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
」
は
、
寂
れ
た
市

街
地
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
、
暮
ら

し
に
潤
い
の
あ
る
街
づ
く
り
を
目
的
に

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
映
画
館
は
絹
織
物

工
場
の
建
物
を
再
利
用
し
て
造
ら
れ
、

木
の
ぬ
く
も
り
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。

映
画
の
他
に
い
ろ

い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト

も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。　

　

庄
内
の
風
景
、

歴
史
的
な
文
化
遺

産
が
映
画
に
乗
っ

て
日
本
中
へ
、
世

界
へ
と
発
信
さ
れ

て
い
き
ま
す
。

　

藤
沢
周
平
の
小
説
の
映
画
化
を
き
っ

か
け
に
「
庄
内
映
画
村
」
が
で
き
、
そ

の
後
、
庄
内
を
舞
台
に
数
多
く
の
映
画

作
品
が
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
庄
内
映
画
村
」は
、
月
山
山
麓
88
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
オ
ー

プ
ン
セ
ッ
ト
で
す
。
漁
村
や
山
村
、
宿

　

鶴
岡
市
は
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
著
名

な
作
家
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
情
緒

あ
ふ
れ
る
街
並
み
や
豊
か
な
自
然
、
伝

統
文
化
が
多
く
の
文
人
に
愛
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
と
く
に
藤
沢
周
平
は
、
小
説

の
舞
台
と
し
て
鶴
岡
を
モ
デ
ル
に
し
て

多
く
の
作
品
を
描
い
て
い
ま
す
。
平
成

22
年
に
は
「
藤
沢
周
平
記
念
館
」
が
オ

ー
プ
ン
し
作
品
の
舞
台
を
訪
れ
る
観
光

客
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
最
近
で
は
、
久
木
綾
子
の
南
北

朝
時
代
の
出
羽
国
庄
内
を
舞
台
に
し
た

羽
黒
山
五
重
塔
仄
聞
「
禊
の
塔
」
が
出

版
さ
れ
ま
し
た
。
羽
黒
山
の
五
重
塔
の

前
に
立
ち
た
く
な
る
作
品
で
す
。

「希望の光」

がんばってっぞ ! 庄内… 　

三
方
を
山
々
に
囲
ま
れ
西
に
は
日
本

海
を
望
み
、
母
な
る
川
・
最
上
川
が
横

断
す
る
庄
内
。
豊
か
な
風
土
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
農
作
物
と
素
晴
ら
し
き
人
々
を

は
ぐ
く
ん
で
き
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
か
ら
酒
井
家
を
藩
主
と
し

た
１
４
万
石
の
庄
内
藩
と
し
て
栄
え
、

江
戸
の
文
化
、
北
前
船
が
も
た
ら
し
た

上
方
文
化
、
東
北
の
文
化
が
混
在
し
て

い
る
庄
内
。
そ
し
て
、
今
も
そ
の
伝
統

文
化
を
大
事
に
し
、
庄
内
の
素
晴
ら
し

さ
を
国
内
外
に
発
信
し
よ
う
と
頑
張
っ

て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　

東
北
大
震
災
の
あ
と
、
東
北
人
の
粘

り
強
さ
や
絆
が
注
目
を
浴
び
る
中
、
東

北
の
未
来
を
見
す
え
た
庄
内
の
頑
張
り

が
私
た
ち
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

映
画
で
地
域
の

活
性
を

自
然
と
文
化
を
一
緒
に
満
喫

訪
れ
る
人
が
増
え
て
ま
す

世
界
一
の

「
ク
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」

復
興
に
勇
気
を
、

子
ど
も
た
ち
に
希
望
を
、

東
北
に
未
来
を

次世代へ伝えたい在来作物と庄内の食文化を世界に発信

　三方を山々に囲まれ西には日本海を望み、母なる川・
最上川が横断する庄内。豊かな風土は、さまざまな農
水産物と素晴らしき人々をはぐくんできました。
　江戸時代から酒井家 14万石の庄内藩として栄え、
江戸の文化、北前船がもたらした上方文化、東北の文
化が混在。そして、今もその伝統文化を大事にし、庄
内の素晴らしさを国内外に発信しようと頑張っている
人たちがいます。
　東日本大震災のあと、東北人の粘り強さや絆が注目
を浴びる中、東北の未来を見すえた庄内の頑張りが私
たちに勇気を与えてくれます。

伝統的な
料理

東京から
バスツアーも
あるよ

おいしい地酒も勢揃い

佐藤雄喜様
 
　昨日は、会報のことは考えたくなく他のことに集中していました。今日の明け
方は、夢うつつの中で会報のことばかり浮かんできて飛び起きました。
　広告の依頼先として平河工業、サンケイプラザ、素材屋はどうかと思い、朝一
番に広報部へ連絡しました。
 
　表紙
　　・　「鶴翔」の文字を白抜きでなく色を入れた方がよく思えてきました。薄
い緑かレモン　　
　　　色など。
　　・　地図の上の注をとって「会場が変わりました」を大きくする。
 
 　特集
　　・写真の形　　長方形が多いので小説の舞台の３枚の角をとったらどうで
しょうか？
    ・赤川花火の題の最後に！！をつけたしてください。
 　・食べ物の見出し　　次世代に伝えたいの次の点を取る。　いろも青などの
違う色はど　
　　　　　　　　　　　　　　うでしょう
 
　写真のコメント
 
小説
　　藤沢周平記念館　…　『藤沢文学』の魅力を味わう。
　　羽黒山五重塔　…　『春秋山伏記』『禊の塔』
　　藩校致道館　…　『義民が駆ける』
　　内川̶正面に見えるのは金峯山　…　『蝉しぐれ』
 
映画
　「庄内映画村」オープンセット入口　…これより先はタイムスリップした世界。
　『座頭市』『デンデラ』などたくさんの映画が製作される。
　「鶴の湯」鶴岡市の最後の銭湯　…『おくりびと』　 
　「玉川寺」　別名「花の寺」…　『山桜』『隠し剣』『山桜』など多くの映画の舞台。
　「鶴岡公園」日本さくら名所１００選に選ばれる　…　『花のあと』
　「まちなかキネマ」　…　映画の他にいろいろなイベントも。
 
花火
  ㈰被災地の子供たちを招待　　花火とともに歓声と笑顔が！
復興を願い、赤川河川敷２キロにわたる会場で１４０００発の花火が打ち上げら
れる。
 
加茂水族館
　　クラゲの写真を横に３枚並べられますか？（横を少しカットして、吹き出し
の伝統的な　
　　料理を孟宗汁の上に持ってくる？）　＊勝手なことを言って申し訳ありませ
ん。
　
食べ物
　　最後の点を取ってこのままで良いと思います。
 
 
文章
 
小説　最後の２行は私的な感想なのでカット。
 
映画　下段３行目を一字下げる。
 
 
編集後記
 
特集を組むにあたっては、（加茂水族館、藤沢周平記念館、庄内映画村、まちな
かキネマ鶴岡市東京事務所の）各所からと具体的に名前を入れる。
 
それらの写真や資料を探すにあたっても鶴翔同窓会の人脈がモノを言い鶴岡在住
の
Ｈ・Ｋさんをはじめ多くの人にお世話になりました。この…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　以上書き連ねてみましたが、実際にやってみたら変と思うこともあるかもしれ
ませんので訂正ください。
 
イベントは、佐藤憲さんからの返事を待ちます。

「玉川寺」別名「花の寺」…　『山桜』
『隠し剣 鬼ノ爪』など多くの映画の舞台。

「鶴岡公園」日本さくら名所１００選に
選ばれる…『花のあと』

「まちなかキネマ」…
映画の他にいろいろなイベントも。

「庄内映画村」オープンセット入口…
これより先はタイムスリップした世界。
『座頭市』『デンデラ』などたくさんの映画が製作される。

被災地の子供
たちを招待。
花火とともに
歓声と笑顔が

復興を願い、赤川河川敷２キロにわたる会場で 14000発の
花火が打ち上げられた。

毎年2月に
江戸川区船堀
駅前広場で
寒鱈祭り
やってるよ

み
そ
ぎ

①計４３７名収容の大小４つのスクリーン：ｷﾈﾏ1=165 席、ｷﾈﾏ2=152 席、ｷﾈﾏ3= 80 席、ｷﾈﾏ4= 40 席
②レストラン１店舗 ：ヒラボク食堂鶴岡まちキネ店
③１２２台収容の無料駐車場完備

「まちなかキネマ」…計 437名収容の大
小４つのスクリーンがあり、無料駐車場完備。
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小説の
舞台

藩校致道館…『義民が駆ける』

ゴールデンウィークには孟宗汁。

夏は南禅寺で涼を楽しむ。

ベニクラゲ。カブトクラゲ。 オワンクラゲ。

子どもたちに
大人気の
笹巻き………

冬の味、ハタハタの田楽。

寒い体が芯から暖まるどんがら汁。

庄内には地酒がいっぱい。
旬の食べ物にはやっぱりコレ。

あの五間川は内川…『蝉しぐれ』

羽黒山五重塔…
『禊の塔』

「鶴乃湯」鶴岡市の最後の銭湯…
『おくりびと』

藤沢周平記念館…
『藤沢文学』の魅力を味わう。

映画の
町

加茂
水族館

赤川の
花火大会

写真提供：鶴岡市観光物産課、つるおか おうち御膳（鶴岡市農政課）、
　　　　　株式会社まちづくり鶴岡、社団法人鶴岡青年会議所、
　　　　　庄内映画村株式会社、鶴岡市立加茂水族館、
　　　　　衣笠博子（74 回）、鈴木良清（84 回）

　

庄
内
地
方
の
豊
か
な
自
然
は
、
稲
作

を
は
じ
め
と
す
る
農
林
水
産
業
や
、
酒

や
漬
物
な
ど
の
伝
統
産
業
を
興
し
、
こ

の
地
域
特
有
の
食
文
化
を
築
き
上
げ
て

き
ま
し
た
。「
だ
だ
ち
ゃ
豆
」「
民
田
な

す
」
な
ど
64
種
類
も
の
在
来
野
菜
、
美

味
し
い
米
、
庄
内
浜
で
と
れ
る
新
鮮
な

水
産
物
な
ど
の
素
材
を
い
か
し
た
料
理

を
一
年
中
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
は
庄
内
を
離
れ
た
者
に
と

っ
て
こ
の
上
な
く
懐
か
し
い
味
で
す
。

　

鶴
岡
市
で
は
、
こ
の
た
ぐ
い
ま
れ
な

食
文
化
を
大
切
に
継
承
し
、
町
づ
く
り

に
生
か
す
た
め
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
食
文
化
部
門
へ
の
加
盟

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

う
ま
い
食
べ
物
と
酒
が
同
窓
会
で
も

人
と
人
を
繋
ぐ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

22
回
目
を
迎
え
た
２
０
１
１
年
の
赤

川
花
火
大
会
は
、
震
災
の
後
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、「
復
興
に
勇
気
を
、

子
ど
も
た
ち
に
希
望
を
、
東
北
に
未
来

を
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
災
害
支
援
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

鶴
岡
青
年
会
議
所
は
、「
希
望
の
光
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
被
災
地

石
巻
市
、
南
三
陸
町
の
子
供
た
ち
３
５

０
人
余
り
を
花
火
大
会
に
招
待
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
心
を
支
援
す
る
こ

と
で
復
興
に
向
け
て
前
進
す
る
力
に
繋

が
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

夜
空
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
色
と
り

ど
り
の
花
火
が
音
楽
と
シ
ン
ク
ロ
し
、

集
ま
っ
た
大
勢
の
人
々
に
元
気
と
勇
気

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

山
形
県
内
唯
一
の
水
族
館
の
加
茂
水

族
館
は
、
庄
内
に
住
ん
で
い
た
人
な
ら

だ
れ
も
が
、
小
さ
い
頃
一
度
は
行
っ
た

こ
と
の
あ
る
所
で
し
ょ
う
。
一
時
は
閉

館
の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
が
、

ク
ラ
ゲ
の
展
示
を
始
め
て
か
ら
訪
れ
る

人
が
増
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
か
ら
Ｇ
Ｆ
Ｐ
を

取
り
出
し
た
下
村
脩
先
生
が
ノ
ー
ベ
ル

賞
を
取
っ
た
こ
と
も
幸
い
し
、
約
35
種

の
ク
ラ
ゲ
を
展
示
す
る
世
界
一
の
ク
ラ

ゲ
の
水
族
館
に
な
り
、
日
本
中
か
ら
た

く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

加
茂
海
岸
は
、
ク
ラ
ゲ
の
宝
庫
で
、

展
示
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ゲ
の
多
く
は
、

水
族
館
の
ス
タ
ッ
フ
が
加
茂
海
岸
で
採

集
し
た
も
の
で
す
。
ゆ
ら
ゆ
ら
と
泳
ぐ

姿
は
人
々
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
７
月
に
は
、
新
し
く
姿

を
変
え
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

場
町
な
ど
の
セ
ッ
ト
は
、
日
本
の
原
風

景
が
味
わ
え
る
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
お
く
り
び
と
」「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」

「
蝉
し
ぐ
れ
」「
山
桜
」「
座
頭
市
」
な
ど

数
々
の
映
画
が
庄
内
を
舞
台
に
撮
ら
れ

て
い
ま
す
。
映
画
を
見
た
人
た
ち
が
ま

た
見
た
く
な
る
よ
う
な
風
景
が
庄
内
に

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
「
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
」
は
、
寂
れ
た
市

街
地
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
、
暮
ら

し
に
潤
い
の
あ
る
街
づ
く
り
を
目
的
に

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
映
画
館
は
絹
織
物

工
場
の
建
物
を
再
利
用
し
て
造
ら
れ
、

木
の
ぬ
く
も
り
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。

映
画
の
他
に
い
ろ

い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト

も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。　

　

庄
内
の
風
景
、

歴
史
的
な
文
化
遺

産
が
映
画
に
乗
っ

て
日
本
中
へ
、
世

界
へ
と
発
信
さ
れ

て
い
き
ま
す
。

　

藤
沢
周
平
の
小
説
の
映
画
化
を
き
っ

か
け
に
「
庄
内
映
画
村
」
が
で
き
、
そ

の
後
、
庄
内
を
舞
台
に
数
多
く
の
映
画

作
品
が
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
庄
内
映
画
村
」は
、
月
山
山
麓
88
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
オ
ー

プ
ン
セ
ッ
ト
で
す
。
漁
村
や
山
村
、
宿

　

鶴
岡
市
は
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
著
名

な
作
家
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
情
緒

あ
ふ
れ
る
街
並
み
や
豊
か
な
自
然
、
伝

統
文
化
が
多
く
の
文
人
に
愛
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
と
く
に
藤
沢
周
平
は
、
小
説

の
舞
台
と
し
て
鶴
岡
を
モ
デ
ル
に
し
て

多
く
の
作
品
を
描
い
て
い
ま
す
。
平
成

22
年
に
は
「
藤
沢
周
平
記
念
館
」
が
オ

ー
プ
ン
し
作
品
の
舞
台
を
訪
れ
る
観
光

客
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
最
近
で
は
、
久
木
綾
子
の
南
北

朝
時
代
の
出
羽
国
庄
内
を
舞
台
に
し
た

羽
黒
山
五
重
塔
仄
聞
「
禊
の
塔
」
が
出

版
さ
れ
ま
し
た
。
羽
黒
山
の
五
重
塔
の

前
に
立
ち
た
く
な
る
作
品
で
す
。

「希望の光」

がんばってっぞ ! 庄内… 　

三
方
を
山
々
に
囲
ま
れ
西
に
は
日
本

海
を
望
み
、
母
な
る
川
・
最
上
川
が
横

断
す
る
庄
内
。
豊
か
な
風
土
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
農
作
物
と
素
晴
ら
し
き
人
々
を

は
ぐ
く
ん
で
き
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
か
ら
酒
井
家
を
藩
主
と
し

た
１
４
万
石
の
庄
内
藩
と
し
て
栄
え
、

江
戸
の
文
化
、
北
前
船
が
も
た
ら
し
た

上
方
文
化
、
東
北
の
文
化
が
混
在
し
て

い
る
庄
内
。
そ
し
て
、
今
も
そ
の
伝
統

文
化
を
大
事
に
し
、
庄
内
の
素
晴
ら
し

さ
を
国
内
外
に
発
信
し
よ
う
と
頑
張
っ

て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　

東
北
大
震
災
の
あ
と
、
東
北
人
の
粘

り
強
さ
や
絆
が
注
目
を
浴
び
る
中
、
東

北
の
未
来
を
見
す
え
た
庄
内
の
頑
張
り

が
私
た
ち
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

映
画
で
地
域
の

活
性
を

自
然
と
文
化
を
一
緒
に
満
喫

訪
れ
る
人
が
増
え
て
ま
す

世
界
一
の

「
ク
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」

復
興
に
勇
気
を
、

子
ど
も
た
ち
に
希
望
を
、

東
北
に
未
来
を

次世代へ伝えたい在来作物と庄内の食文化を世界に発信

　三方を山々に囲まれ西には日本海を望み、母なる川・
最上川が横断する庄内。豊かな風土は、さまざまな農
水産物と素晴らしき人々をはぐくんできました。
　江戸時代から酒井家 14万石の庄内藩として栄え、
江戸の文化、北前船がもたらした上方文化、東北の文
化が混在。そして、今もその伝統文化を大事にし、庄
内の素晴らしさを国内外に発信しようと頑張っている
人たちがいます。
　東日本大震災のあと、東北人の粘り強さや絆が注目
を浴びる中、東北の未来を見すえた庄内の頑張りが私
たちに勇気を与えてくれます。

伝統的な
料理

東京から
バスツアーも
あるよ

おいしい地酒も勢揃い

佐藤雄喜様
 
　昨日は、会報のことは考えたくなく他のことに集中していました。今日の明け
方は、夢うつつの中で会報のことばかり浮かんできて飛び起きました。
　広告の依頼先として平河工業、サンケイプラザ、素材屋はどうかと思い、朝一
番に広報部へ連絡しました。
 
　表紙
　　・　「鶴翔」の文字を白抜きでなく色を入れた方がよく思えてきました。薄
い緑かレモン　　
　　　色など。
　　・　地図の上の注をとって「会場が変わりました」を大きくする。
 
 　特集
　　・写真の形　　長方形が多いので小説の舞台の３枚の角をとったらどうで
しょうか？
    ・赤川花火の題の最後に！！をつけたしてください。
 　・食べ物の見出し　　次世代に伝えたいの次の点を取る。　いろも青などの
違う色はど　
　　　　　　　　　　　　　　うでしょう
 
　写真のコメント
 
小説
　　藤沢周平記念館　…　『藤沢文学』の魅力を味わう。
　　羽黒山五重塔　…　『春秋山伏記』『禊の塔』
　　藩校致道館　…　『義民が駆ける』
　　内川̶正面に見えるのは金峯山　…　『蝉しぐれ』
 
映画
　「庄内映画村」オープンセット入口　…これより先はタイムスリップした世界。
　『座頭市』『デンデラ』などたくさんの映画が製作される。
　「鶴の湯」鶴岡市の最後の銭湯　…『おくりびと』　 
　「玉川寺」　別名「花の寺」…　『山桜』『隠し剣』『山桜』など多くの映画の舞台。
　「鶴岡公園」日本さくら名所１００選に選ばれる　…　『花のあと』
　「まちなかキネマ」　…　映画の他にいろいろなイベントも。
 
花火
  ㈰被災地の子供たちを招待　　花火とともに歓声と笑顔が！
復興を願い、赤川河川敷２キロにわたる会場で１４０００発の花火が打ち上げら
れる。
 
加茂水族館
　　クラゲの写真を横に３枚並べられますか？（横を少しカットして、吹き出し
の伝統的な　
　　料理を孟宗汁の上に持ってくる？）　＊勝手なことを言って申し訳ありませ
ん。
　
食べ物
　　最後の点を取ってこのままで良いと思います。
 
 
文章
 
小説　最後の２行は私的な感想なのでカット。
 
映画　下段３行目を一字下げる。
 
 
編集後記
 
特集を組むにあたっては、（加茂水族館、藤沢周平記念館、庄内映画村、まちな
かキネマ鶴岡市東京事務所の）各所からと具体的に名前を入れる。
 
それらの写真や資料を探すにあたっても鶴翔同窓会の人脈がモノを言い鶴岡在住
の
Ｈ・Ｋさんをはじめ多くの人にお世話になりました。この…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　以上書き連ねてみましたが、実際にやってみたら変と思うこともあるかもしれ
ませんので訂正ください。
 
イベントは、佐藤憲さんからの返事を待ちます。

「玉川寺」別名「花の寺」…　『山桜』
『隠し剣 鬼ノ爪』など多くの映画の舞台。

「鶴岡公園」日本さくら名所１００選に
選ばれる…『花のあと』

「まちなかキネマ」…
映画の他にいろいろなイベントも。

「庄内映画村」オープンセット入口…
これより先はタイムスリップした世界。
『座頭市』『デンデラ』などたくさんの映画が製作される。

被災地の子供
たちを招待。
花火とともに
歓声と笑顔が

復興を願い、赤川河川敷２キロにわたる会場で 14000発の
花火が打ち上げられた。

毎年2月に
江戸川区船堀
駅前広場で
寒鱈祭り
やってるよ

み
そ
ぎ

①計４３７名収容の大小４つのスクリーン：ｷﾈﾏ1=165 席、ｷﾈﾏ2=152 席、ｷﾈﾏ3= 80 席、ｷﾈﾏ4= 40 席
②レストラン１店舗 ：ヒラボク食堂鶴岡まちキネ店
③１２２台収容の無料駐車場完備

「まちなかキネマ」…計 437名収容の大
小４つのスクリーンがあり、無料駐車場完備。
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高
校
時
代
の
通
学
時
間
は
徒
歩
で
二

分
。
あ
ま
り
の
近
さ
に
下
駄
の
歯
も
減

ら
さ
ず
三
年
間
通
学
で
き
た
。
大
学
時

代
は
こ
れ
ま
た
徒
歩
１
分
。
靴
底
も
減

ら
さ
ず
に
四
年
間
通
学
し
た
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
っ
て
、
こ
こ
十

年
ぐ
ら
い
は
朝
五
時
に
起
床
し
六
時
前

に
家
を
出
て
、
帰
宅
は
二
十
時
前
後
。

た
ま
に
は
午
前
様
あ
り
。
土
日
曜
に
は

三
人
の
孫
の
託
児
所
所
長
の
園
長
さ
ん

生
活
だ
。

　

そ
ろ
そ
ろ
営
業
マ
ン
と
し
て
の
会
社

を
卒
業
し
、
老
後
は
何
を
や
る
か
と
思

案
し
て
い
た
あ
る
日
、
突
然
届
い
た
手

紙
の
差
出
人
は
鶴
南
の
同
級
生
の
坂
田

君
。半
分
脅
し
で「
鶴
翔
会
42
回
総
会
の

実
行
委
員
に
め
で
た
く
当
選
し
た
。　
是

非
顔
を
出
し
た
ま
え
」
と
の
こ
と
。

敷
居
が
高
く
一
度
も
出
席
し
た
こ
と
が

無
い
鶴
翔
同
窓
会
に
そ
ろ
そ
ろ
参
加
し

よ
う
か
な
と
思
っ
て
い
た
矢
先
だ
っ
た
。

　

恐
る
恐
る
実
行
委
員
会
に
出
席
す
る

と
「
あ
ん
た
誰
だ
？
」
の
顔
ぶ
れ
。
し

ば
ら
く
観
察
し
話
を
す
る
う
ち
何
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か　
　

84
回
卒
業
生

の
鈴
木
氏
の
会
社
の
先
輩
が
同
じ
大
学

の
同
じ
研
究
室
の
Ｍ
君
と
判
明
。
こ
れ

が
き
っ
か
け
で
四
十
年
ぶ
り
の
再
会
と

な
っ
た
。

　

坂
田
く
ん
、
実
行
委
員
に
選
ん
で
く

れ
て
有
難
う
。
一
度
も
出
席
し
た
こ
と

の
な
い
鶴
翔
同
窓
会
が
思
い
が
け
な
い

出
会
い
を
準
備
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感

謝
、
感
謝

　

こ
の
様
に
ど
こ
で
ど
う
な
る
か
分
か

ら
な
い
世
の
中
。
皆
さ
ん
も
新
た
な
出

会
い
を
求
め
て
、
是
非
第
42
回
鶴
翔
会

総
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う　
　

元
気
の

出
る
素
敵
な
出
会
い
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
よ
。

　

現
在
私
は
仙
台
在
住
で
す
が
、
今
も

毎
年
継
続
中
の
我
が
３
組
東
京
ク
ラ
ス

会
に
つ
い
て
少
し
紹
介
致
し
ま
す
。

　

３
組
に
在
籍
し
た
東
京
エ
リ
ア
の
同

級
生
に
呼
び
掛
け
、
仕
事
や
損
得
関
係

の
全
く
無
い
、
た
だ
青
春
時
代
の
一
ペ

ー
ジ
を
本
音
む
き
出
し
で
過
ご
し
た
仲

間
と
ひ
と
時
語
り
合
え
る
場
が
あ
れ
ば
、

と
い
う
こ
と
で
毎
年
十
月
に
開
催
し
て　

い
ま
す
。
昨
年
で
二
十
三
回
目
と
な
り　

良
く
続
い
て
い
る
も
の
と
感
心
し
ま
す
。

こ
れ
も
参
加
者
が
い
る
か
ら
で
逆
に
や　

め
る
に
や
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
も
あ　

り
ま
す
。
人
数
が
十
五
名
程
の
小
規
模　

ゆ
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
話
が
じ
っ
く
り
聞　

け
て
い
い
の
か
も
？
始
ま
り
は
、卒
業　

以
来
二
十
年
振
り
に
た
ま
た
ま
出
会
っ　

た
Ｅ
君
と
の
再
会
か
ら
で
、
小
さ
か
っ　

た
輪
も
徐
々
に
大
き
く
な
り
、
輪
に
和　

が
プ
ラ
ス
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
月
日
の　

経
過
と
共
に
私
は
仙
台
へ
、　
Ｅ
君
は
鶴

岡
へ
と
移
る
も
退
会
も
出
来
ず
、
二
人

と
も
新
幹
線
に
乗
っ
て
出
席
と
い
う
次

第
で
す
。
遠
く
は
名
古
屋
か
ら
の
出
席

も
あ
り
、
開
催
場
所
を
東
京
駅
近
く
に

こ
だ
わ
る
の
も
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

開
催
初
期
の
そ
れ
な
り
の
姿
も
、
い

つ
し
か
頭
が
少
し
涼
し
げ
に
な
り
、
か

つ
て
の
美
顔
に
細
い
線
？　

が
目
立
ち

始
め
た
り
、
出
会
っ
た
途
端
に
い
き
な

り
十
代
に
変
身
す
る
早
業
も
一
興
で
す
。

青
春
時
代
の
仲
間
の
絆
を
大
事
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
読
ん
だ
同
級
生
諸
君
、
是
非

出
席
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
鶴
翔
同
窓

会
へ
も
「
ま
ん
ず
来
ば
え
っ
ち
ゃ
」。

　

最
後
に
昨
年
の
３
・
11
東
日
本
大
震

災
の
復
興
へ
の
全
国
の
皆
さ
ん
の
継
続

的
な
支
援
・
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い

し
ま
す
。

（
昭
和
42
年
74
回
卒
）

ク
ラ
ス
会
に
思
う

本
間
　
菊
雄

鶴
岡
の
匂
い

栗
田
　
実
（
昭
和
42
年
74
回
卒
）

海
藤
由
起
夫（
昭
和
43
年
75
回
卒
）

出
会
い
〜
繋
が
り

佐
藤
　
潔
（
昭
和
42
年
74
回
卒
）

　

匂
い
で
ふ
る
さ
と
鶴
岡
を
思
い
出
し

た
こ
と
が
あ
る
。
嗅
覚
は
脳
の
中
で
の

信
号
の
伝
わ
り
方
が
視
覚
や
聴
覚
と
は

違
う
た
め
、
思
い
出
を
喚
起
す
る
強
い

力
が
あ
る
の
だ
そ
う
だ
。
そ
れ
だ
け
原

始
的
な
感
覚
な
の
だ
と
も
い
う
。

　

鶴
岡
の
匂
い
と
い
う
と
ど
ん
な
場
面

が
思
い
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
？　

茹
で
た
て

の
だ
だ
ち
ゃ
豆
、
孟
宗
汁
に
納
豆
汁
、

鰯
の
ぬ
か
漬
、ば
ん
け
や
山
う
ど
、食
べ

物
の
匂
い
は
多
彩
だ
。
稲
わ
ら
の
匂
い

も
懐
か
し
い
。
田
舎
の
香
水
と
い
う
の

も
あ
っ
た
。
柔
剣
道
場
の
畳
の
匂
い
を

佐
藤
三
郎
先
生
の
眼
鏡
と
共
に
思
い
出

す
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
隣
り

に
あ
っ
た
部
室
の
す
え
た
匂
い
か
。
下

水
道
の
無
か
っ
た
当
時
は
あ
け
つ
箱
や

ど
ぶ
の
匂
い
も
街
中
に
い
つ
も
あ
っ
た
。

　

一
枚
の
絵
に
激
し
く
ふ
る
さ
と
鶴
岡

の
匂
い
を
感
じ
た
。
視
覚
か
ら
ど
ん
な

脳
内
経
路
を
通
っ
た
の
か
は
分
ら
ぬ
が

懐
か
し
い
情
景
が
嗅
覚
の
記
憶
を
刺
激

し
、
そ
れ
が
ま
た
懐
か
し
さ
を
倍
加
し

た
。
気
分
は
鶴
岡
、
ま
ざ
ま
ざ
と
鶴
岡

の
想
い
出
に
ひ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
時
わ
た
し
が
嗅
い
だ
の
は
鶴
岡

の
、
断
じ
て
冬
の
朝
の
匂
い
だ
。
粗
朶

に
新
聞
紙
で
火
を
着
け
、
木
っ
端
を
く

べ
て
、
そ
こ
に
そ
っ
と
炭
を
お
く
。
雪

国
の
一
日
が
始
ま
る
匂
い
。
そ
の
匂
い

か
ら
の
追
憶
で
、
建
て
つ
け
が
悪
く
窓

枠
か
ら
雪
が
吹
き
込
む
南
高
の
木
造
校

舎
ま
で
一
気
に
浮
か
ん
で
き
た
。
窓
の

外
に
は
暗
い
空
か
ら
雪
が
舞
い
降
る
が
、

春
が
間
も
な
い
気
配
も
感
じ
る
。
雪
解

け
の
匂
い
か
。
嗅
覚
は
、
な
る
ほ
ど
思

い
出
感
覚
だ
。

　

ふ
る
さ
と
の
匂
い
を
喚
起
し
た
絵
画

「
屋
根
の
上
の
雪
」は
オ
ル
セ
ー
美
術
館

に
あ
る
。「
ま
ん
ず
来
ば
え
っ
ち
ゃ
」
と

パ
リ
も
呼
ぶ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

標
題
は
、
水
森
か
お
り
さ
ん
の
歌
。

彼
女
と
の
出
逢
い
は
、
私
が
北
区
立
滝

野
川
第
五
小
学
校
の
創
立
八
〇
周
年
記

念
事
業
案
を
構
想
す
る
際
に
、
種
々
の

資
料
を
収
集
す
る
中
で
出
逢
っ
た
六
年

女
児
の
作
文
。
原
寸
大
の
自
分
を
見
つ

め
つ
つ
学
校
生
活
及
び
八
〇
年
の
歴
史

を
刻
む
学
校
へ
の
思
い
を
丹
念
に
綴
っ

た
も
の
。
滝
五
小
に
流
れ
る
歴
史
の
風

の
中
に
立
っ
た
思
い
。
後
日
、
演
歌
歌

手
・
水
森
か
お
り
さ
ん
の
作
品
と
知
っ

た
。
記
念
行
事
の
協
力
を
依
頼
し
快
諾
。

作
文
を
通
し
て
思
い
描
い
た
少
女
の
姿

と
重
な
り
合
う
人
物
像
で
あ
り
、
私
が

感
じ
た
風
の
中
の
人
で
あ
っ
た
。

　

歌
の
詞
に
は
目
を
つ
ぶ
り
つ
つ
も
、

心
に
残
る
題
名
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
私

の
中
に
、
故
郷
庄
内
・
鶴
岡
か
ら
吹
く

風
を
感
じ
る
部
分
が
あ
る
と
の
意
識
が

芽
生
え
膨
ら
み
、
一
つ
の
部
屋
を
形
成

す
る
に
至
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

高
校
の
現
代
国
語
の
教
科
書
で
出
逢

っ
た
「
清
光
館
哀
史
」
を
契
機
に
私
の

内
な
る
風
の
部
屋
の
住
人
と
な
っ
た
柳

田
国
男
氏
も
風
の
中
の
人
。
そ
の
民
俗

学
は
、
平
々
凡
々
と
繰
り
返
さ
れ
る
人

々
の
日
常
が
数
百
年
、
数
千
年
か
け
て

積
み
重
ね
て
き
た
も
の
に
依
拠
す
る
も

の
。歴
史
と
文
化
の
紡
ぎ
。「
雪
国
の
春
」

は
、
従
来
の
中
央
の
行
政
都
市
を
中
心

と
し
た
季
節
感
か
ら
離
れ
、
地
方
毎
の

季
節
感
を
標
榜
し
た
も
の
。
そ
の
延
長

に
あ
る
も
の
は
、
地
方
文
化
を
中
核
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
地
方
か
ら
の
風
を

期
す
る
も
の
と
推
察
。

　

こ
の
風
の
流
れ
こ
そ
、
閉
塞
感
に
満

ち
た
我
が
国
を
、
真
の
豊
か
さ
へ
と
誘

う
も
の
と
の
思
い
が
募
る
。庄
内・
鶴
岡

か
ら
の
風
の
中
に
我
が
身
を
置
く
幸
せ

を
感
じ
、
私
も
故
郷
へ
微
風
な
り
と
も

届
け
た
い
と
願
う
日
々
で
あ
る
。

庄
内
平
野・
風
の
中

ちゃちゃど=さっさと→「おそぐなっさげ、ちゃっちゃどえげ」→「遅くなるから、早く行け」
ちょす=さわる→「そんなちょすな」＝「それに触るな」　ちょっとぎ=ちょっと→「ちょっとぎこえ」＝「ちょっと来い」

忘れてませんか？

庄 内 弁
忘れてませんか？

庄 内 弁
つぼける=積み上げる→「そのへんさ、つぼけでおぐな」=「その辺に、積み上げておくんじゃない」
つらつけね=ずうずうしい→「あのひとだば、つらつけねもの」=「あの人はずうずうしいよね」
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山
形
県
内
で
三
十
七
歳
ま
で
暮
ら
し

た
後
に
首
都
圏
に
出
て
き
て
十
五
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
医
師
と
し
て

研
究
者
と
し
て
老
年
学
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
自
分
で
は
「
運
動
と
行
動
の

神
経
生
理
学
」
を
標
榜
し
て
い
ま
す
が
、

大
き
な
分
類
で
は「
健
康
長
寿
」の
た
め

の
医
学
に
な
り
ま
す
。

　

健
康
長
寿
の
た
め
に
は
『
適
度
な
運

動
』
と
『
生
き
が
い
』
が
大
切
で
す
。

運
動
は
、
苦
し
く
な
く
て
怪
我
を
し
な

い
程
度
の
も
の
が
良
い
と
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
生
き
が
い
は
人
そ
れ
ぞ
れ
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
般
に
は

生
き
る
喜
び
、
価
値
、
目
的
を
意
味
し

ま
す
。
実
は
そ
う
し
た
生
き
が
い
を
研

究
す
る
社
会
科
学
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ

れ
ば『
社
会
的
交
流（
人
と
の
ふ
れ
合
い
）

と
生
活
目
標（
毎
朝
、今
日
は
こ
れ
を
や

ろ
う
と
思
う
）』が
生
き
が
い
の
基
に
な

っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
庄
内
の
こ
と
を
考
え
て
み

ま
し
た
。
年
寄
り
ば
か
り
と
嘆
く
こ
と

無
か
れ
。歩
い
た
り
喋
っ
た
り
、煩
わ
し

い
と
感
じ
た
生
活
は
健
康
長
寿
に
ち
ょ

っ
と
よ
さ
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
人
口
動

態
を
み
る
と
庄
内
は
既
に
高
齢
化
が
完

成
し
、今
の
状
態
が
続
き
ま
す
。そ
れ
に

対
し
て
首
都
圏
は
、
今
後
猛
烈
な
高
齢

化
が
き
ま
す
。
老
人
福
祉
施
設
は
間
に

合
う
の
で
し
ょ
う
か
。
定
年
後
に
す
る

こ
と
は
あ
る
か
？　

そ
ん
な
今
「
ま
ん

ず
来
ば
え
ち
ゃ　

元
気
で
っ
ぞ　

」
と

い
う
声
が
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

　

気
が
つ
け
ば
私
も
定
年
ま
で
何
年
と

数
え
る
歳
で
す
。
首
都
圏
に
暮
ら
す
身

で
す
が
、
た
ま
の
帰
省
や
同
窓
会
が
楽

し
い
う
ち
は
、
健
康
長
寿
の
資
格
有
り

か
な
と
、
庄
内
と
旧
友
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

庄
内
人
の
楽
し
み

―

ま
ず
は
動
く
、ゆ
る
く
繋
が
る―

「
醜
い
ア
ヒ
ル
の
子
」が…

阿
部
　
文
治
（
昭
和
33
年
65
回
卒
）

三
浦
　
正
巳
（
昭
和
52
年
84
回
卒
）

鈴
木
　
良
清
（
昭
和
52
年
84
回
卒
）

故
郷
と
よ
べ
る
と
こ
ろ
は

友
澤
　
萬
里
子
（
昭
和
32
年
64
回
卒
）

　

昭
和
三
○
年
四
月
の
入
学
式
の
時
に
、

当
時
の
学
校
長
笹
原
儀
三
郎
先
生
の
第

一
声
が
今
も
頭
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

入
学
生
の
中
に
「
醜
い
ア
ヒ
ル
の
子
」

が…

と
。

　

そ
の
当
本
人
が
こ
の
場
で
能
書
き
を

綴
る
こ
と
す
ら
烏
滸
が
ま
し
い
で
す
が
、

当
時
の
想
い
出
を
少
し
お
話
し
し
ま
す
。

　

私
は
温
海
温
泉
に
疎
開
し
ま
し
た
。

朝
五
時
四
〇
分
の
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る

と
一
番
列
車
に
間
に
合
わ
ず
、
二
番
列

車
で
は
二
時
間
目
の
最
中
の
登
校
と
な

り
ま
す
。
あ
る
日
、
部
室
で
弁
当
を
広

げ
食
べ
始
め
る
と
、
当
時
の
生
活
指
導

部
の
難
波
喜
美
雄
先
生
に
見
つ
か
り
、

弁
当
の
他
に
大
目
玉
も
喰
ら
い
ま
し
た
。

以
来
卒
業
ま
で
弁
明
不
可
能
で
し
た
。

　

当
時
も
就
職
難
で
公
務
員
第
二
種
試

験
に
合
格
し
て
も
事
務
職
の
あ
て
が
無

く
、
正
月
過
ぎ
て
か
ら
大
山
で
大
工
見

習
い
に
行
き
、「
お
し
ん
」
の
様
な
生
活

を
体
験
し
ま
す
。
冬
場
に
は
近
く
の
農

家
へ
行
き
、
田
ん
ぼ
の
用
水
で
赤
子
の

オ
シ
メ
を
洗
い
、
朝
飯
を
有
難
く
頂
戴

し
た
の
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

元
来
人
見
知
り
も
せ
ず
き
た
お
陰
で
、

今
で
も
シ
ョ
ウ
シ
ガ
ラ
ネ
デ
人
の
輪
に

飛
び
込
ん
で
お
り
、
中
高
校
の
集
会
も

「
言
い
出
し
っ
ぺ
」で
皆
さ
ん
喜
ん
で
来

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
東
京
鶴

翔
同
窓
会
に
も
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
若
い
人
た
ち
も
大
勢
お
見
受
け

し
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

二
ヶ
月
に
一
回
都
内
で
私
共
の
同
期

十
数
名
の
出
会
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
同
窓
会
も
こ
の
先
末
永
く
続
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
老
若
男
女
「
ま

ん
ず
来
ば
え
ち
ゃ
、
元
気
出
っ
ぞ　

」

在
り
し
日
の
想
い
出
に
浸
り
ま
し
ょ
う

よ
。
皆
ハ
ン
、
し
ぇ
ば
。

　

今
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
ミ
ク

シ
ィ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ

Ｎ
Ｓ
）
が
大
流
行
。
全
く
見
ず
知
ら
ず

の
人
達
が
、
共
通
の
興
味
や
趣
味
を
つ

て
に
新
た
な
仲
間
を
作
り
、
さ
ら
に
そ

の
仲
間
を
起
点
に
し
て
新
た
な
輪
を
拡

げ
て
い
ま
す
。

　

鶴
翔
同
窓
会
に
集
い
し
諸
先
輩
の
皆

様
。
私
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
集

ま
ろ
う
と
は
申
し
上
げ
て
お
り
ま
せ
ん
。

積
み
重
ね
て
き
た
膨
大
な
経
験
を
共
有

化
す
る
に
は
、
や
は
り
総
会
の
場
に
勝

る
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
後
輩
は

先
輩
方
の
多
く
の
貴
重
な
経
験
を
拝
聴

し
、
仕
事
や
私
生
活
を
充
実
さ
せ
る
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
１
９
６
０
年
代
以
降
生
ま

れ
の
デ
ジ
タ
ル
世
代
の
皆
さ
ん
！
せ
っ

か
く
の
休
日
は
自
分
の
た
め
、
子
供
の

た
め
、
家
族
の
た
め
に
使
い
た
い
で
す

よ
ね
。
私
も
そ
う
で
し
た
。
で
も
今
や

わ
れ
わ
れ
は
毎
日
の
よ
う
に
集
え
る
方

法
を
知
っ
て
い
る
し
、
遠
く
離
れ
て
暮

ら
し
て
い
て
も
電
話
を
か
け
る
よ
り
も

手
軽
に
情
報
交
換
で
き
る
術
を
知
っ
て

い
ま
す
。　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
東
京
鶴

翔
同
窓
会
の
も
う
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
に

向
け
て
の
第
一
歩
を
我
々
の
世
代
で
踏

み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

そ
し
て
毎
年
約
３
０
０
人
が
集
う
東

京
鶴
翔
同
窓
会
。
庄
内
の
お
い
し
い
食

べ
物
と
お
酒
を
味
わ
っ
て
、
唾
か
け
合

い
な
が
ら
の
楽
し
い
お
喋
り
。
こ
こ
に

は
更
に
多
様
で
膨
大
な
情
報
の
宝
庫
で

す
。
限
ら
れ
た
文
字
数
と
キ
ー
ボ
ー
ド

か
ら
で
は
こ
の
ひ
と
時
を
表
現
し
難
く
、

ま
ず
は
一
度
出
席
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
い
た
し
ま
す
。
し
ぇ
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

お
待
ち
し
ま
す
。

同
窓
会
の

新
た
な
拡
が
り
に
向
け
て

　

私
達
は
、
母
の
故
郷
・
鶴
岡
に
疎
開

し
た
。
翌
春
、
第
三
小
に
入
学
し
、
学

童
疎
開
の
さ
中
、
終
戦
の
日
を
迎
え
た
。

数
回
の
転
居
後
、
三
年
生
半
ば
に
第
一

小
に
転
校
。
言
葉
が
わ
か
ら
ず
辛
い
日

を
過
ご
す
。
三
中
に
入
る
頃
に
は
友
人

も
出
来
、
登
校
す
る
の
が
楽
し
く
な
っ

た
。
し
か
し
二
年
生
の
春
、
父
が
病
死
。

相
変
わ
ら
ず
苦
し
い
生
活
が
続
い
た
。

　

就
職
組
で
南
高
に
進
み
、
奨
学
金
や

バ
イ
ト
を
学
費
に
当
て
た
。
部
活
や
、

ク
ラ
ス
対
抗
の
球
技
大
会
で
の
優
勝
、

修
学
旅
行
な
ど
楽
し
い
思
い
出
だ
。

　

三
年
の
二
学
期
だ
っ
た
か
、
費
用
の

か
か
ら
な
い
国
立
大
付
属
の
看
護
学
校

の
受
験
を
す
す
め
ら
れ
た
。
叔
父
は
私

の
体
力
を
心
配
し
、
私
も
自
信
は
な
か

っ
た
が
、
三
学
期
は
家
に
籠
も
り
に
わ

か
勉
強
に
励
ん
だ
。
そ
し
て
幸
運
に
も

合
格
。
母
と
手
を
取
り
合
っ
て
喜
ん
だ
。

　

上
京
し
、
寮
に
入
り
、
授
業
と
実
習

の
三
年
間
が
始
ま
っ
た
。
活
気
に
溢
れ

た
校
友
達
と
の
交
流
も
得
が
た
い
経
験

だ
っ
た
。

　

卒
業
後
、
希
望
の
科
に
就
職
が
決
ま

り
、
国
家
試
験
を
経
て
、
社
会
人
と
な

る
。
二
年
目
の
後
半
、
早
く
も
大
き
な

壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
当
時
五
日
も
続
く

夜
勤
に
体
調
を
崩
し
が
ち
だ
っ
た
。
し

か
し
、
一
年
も
も
た
な
い
で
は
、
ど
こ

に
い
っ
て
も
続
か
な
い
。
ま
ず
三
年
頑

張
っ
て
み
よ
う
と
思
い
直
し
た
。
そ
ん

な
時
、
鶴
岡
で
失
っ
た
上
の
妹
や
父
の

姿
を
患
者
さ
ん
に
重
ね
、
自
分
な
り
の

工
夫
や
努
力
を
す
る
う
ち
に
、
働
く
喜

び
と
誇
り
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
定

年
ま
で
完
走
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

恩
師
、
友
人
、
家
族
、
多
く
の
方
達

に
少
し
は
恩
返
し
で
き
た
だ
ろ
う
か
。

私
に
、
試
練
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
た

故
郷
は
、
そ
こ
し
か
な
い
。

ふ 

る  

さ 

と

ふ 

る 

さ 

と

ふ 

る 

さ 

と

忘れてませんか？

庄 内 弁
忘れてませんか？

庄 内 弁
ずんでね =ずいぶん→「ずんでねはえでねが」＝「ずいぶん早いじゃないか」
たてる =閉める→「くらぐなたさげ、とたででくれ」＝「暗くなったから、戸を閉めてください」

でんぎり=すこしも→「そげだどは、でんぎりおもわねけ」=「そんなだとは、ちっとも思わなかった」
とけちゃま=反対→「まだ、くづどご、とけちゃまはいで」=「また、靴を反対に履いて」
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震
災
の
際
の
日
本
人
の
行
動
に
対
す

る
世
界
か
ら
の
賞
讃
は
、
皆
さ
ん
も
耳

に
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
私
も
何
度
か

外
国
人
か
ら
直
接
言
わ
れ
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。そ
の
度
に
、「
規
律
や
組
織

を
重
ん
じ
、
他
者
を
想
い
遣
る
日
本
人

の
気
質
は
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害

が
多
い
日
本
の
風
土
が
育
て
て
き
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
震
災
で
私
達

は
ま
た
成
長
で
き
る
で
し
ょ
う
。
日
本

人
で
あ
る
こ
と
を
私
は
誇
ら
し
く
思
い

ま
す
」
と
答
え
て
き
ま
し
た
。　

　

古
い
研
究
棟
の
７
階
に
あ
る
私
の
研

究
室
も
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、

１
週
間
以
内
に
全
研
究
室
を
復
旧
す
る

と
い
う
組
織
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
被
害
の
少
な
か
っ
た
低
層
階
大
学

院
生
の
高
層
階
へ
の
動
員
や
教
職
員
の

す
ば
や
い
連
携
な
ど
に
よ
り
驚
く
ほ
ど

の
回
復
力
を
示
し
ま
し
た
。
被
害
が
大

き
か
っ
た
の
に
加
藤
が
全
く
平
気
そ
う

だ
っ
た
の
で
安
心
し
た
と
後
で
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
東
北
大
学
医
学
部
の
出
身

で
あ
る
私
は
、毎
晩
、グ
ル
ー
プ
メ
ー
ル

に
投
稿
さ
れ
る
同
級
生
達
の
現
状
報
告

に
驚
き
と
賞
讃
の
想
い
で
一
杯
で
し
た

の
で
、
学
内
で
は
被
害
が
大
き
く
て
も
、

同
期
の
仲
間
の
中
で
は
一
番
楽
な
場
所

で
働
い
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
か

ら
、
平
気
な
の
は
当
た
り
前
で
す
。

　

私
達
日
本
人
に
残
さ
れ
た
次
の
課
題

は
、
こ
の
組
織
を
大
切
に
す
る
私
達
の

想
い
の
対
象
を
ど
こ
ま
で
拡
げ
る
こ
と

が
で
き
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
と
考
え

ま
す
。
家
族
を
想
い
、友
を
想
い
、職
場

の
仲
間
を
想
う
気
持
ち
で
、
地
球
規
模

課
題
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

日
本
人
は
ま
さ
に
成
熟
し
た
民
族
と
し

て
世
界
か
ら
真
の
賞
讃
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

鶴
岡
の
元
気
は
日
本
の
元
気

田
中
　
宏

（
昭
和
53
年
85
回
卒
）

（
昭
和
63
年
95
回
卒
）

南
高
の
こ
ろ

佐
藤
　
隆
三（
昭
和
32
年
64
回
卒
）

勤
労
動
員
の
中
学
時
代

佐
藤
　
良
三（
昭
和
21
年
54
回
卒
）

　

東
京
鶴
翔
同
窓
会
会
報
誌
が
届
く
と

何
か
懐
か
し
さ
が
蘇
え
る
。
普
段
で
も

新
聞
雑
誌
や
テ
レ
ビ
に
郷
里
の
事
柄
が

報
道
さ
れ
る
と
、
つ
い
眼
を
凝
ら
し
て

見
入
っ
て
し
ま
う
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
出
逢
う
。

揺
れ
の
大
き
さ
に
翻
弄
さ
れ
た
。
交
通

ス
ト
ッ
プ
、
七
時
間
ほ
ど
歩
き
知
人
宅

に
深
夜
に
着
い
た
。
途
中
食
堂
で
御
馳

走
に
な
り
他
人
の
親
切
を
頂
き
、
体
力

を
試
さ
れ
る
事
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
後

の
相
次
ぐ
台
風
に
は
終
戦
の
と
き
を
思

　

私
ら
昭
和
21
年
54
回
卒
同
期
生
が
、

平
成
15
年
に
思
い
出
の
会
誌
発
刊
を
企

画
し
１
７
２
頁
に
も
及
ぶ
膨
大
な
書
を

完
成
し
た
。
し
か
も
２
３
５
人
（
物
故

者
約
半
数
）
の
殆
ど
の
学
友
が
70
年
前

も
の
苦
難
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
回
顧
、
寄

稿
し
て
き
た
の
に
は
驚
き
と
感
激
で
一

杯
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

戦
争
末
期
の
４
年
間
で
、
ま
と
も
な

授
業
は
１
年
の
み
で
、
２
年
生
か
ら
は

農
家
の
田
植
え
、
稲
刈
り
な
ど
の
勤
労

奉
仕
で
、
３
ク
ラ
ス
の
生
徒
は
分
散
さ

せ
ら
れ
、
軍
隊
へ
の
志
願
者
も
多
く
、

幼
年
学
校
、
兵
学
校
、
予
科
練
な
ど
90

人
近
い
仲
間
が
門
出
し
た
。
私
は
駅
前

の
飛
行
機
工
場
の
フ
ラ
ッ
プ
鋲
打
ち
作

業
に
動
員
さ
れ
、
終
戦
の
玉
音
放
送
を

聞
く
と
き
ま
で
従
事
し
た
。
途
中
、
陸

軍
の
神
町
飛
行
場
（
現
山
形
空
港
）
建

設
の
整
地
作
業
に
も
動
員
さ
れ
た
が
、

広
大
な
桑
畑
の
荒
地
開
墾
は
少
年
に
は

過
酷
で
、
し
か
も
県
内
各
地
か
ら
動
員

さ
れ
た
中
学
生
は
、
モ
ッ
コ
担
ぎ
の
学

校
毎
の
競
争
で
煽
ら
れ
食
事
の
時
間
も

な
い
始
末
で
、
加
え
て
猛
暑
と
バ
ラ
ッ

ク
建
で
の
寝
食
に
耐
え
切
れ
ず
脱
落
す

る
者
も
出
た
。
そ
し
て
、
や
っ
と
我
が

家
へ
戻
っ
た
と
思
い
き
や
、
羽
黒
山
麓

の
松
根
油
堀
り
に
駆
り
出
さ
れ
、
重
い

根
っ
こ
の
発
掘
、
運
搬
、
手
向
小
学
校

で
の
雑
魚
寝
状
態
の
悲
惨
さ
は
思
い
出

し
た
く
な
い
事
象
だ
っ
た
。　
　
　
　
　

　

こ
の
よ
う
に
、
私
ど
も
の
中
学
時
代

は
勉
学
に
励
む
余
地
は
な
く
滅
私
奉
公

一
筋
で
あ
っ
た
の
で
、
傘
寿
を
過
ぎ
た

今
で
も
当
時
の
思
い
出
が
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
て
く
る
昨
今
で
あ
る
。　
　
　
　

い
起
こ
し
た
。

　

国
民
学
校
に
入
学
し
た
暑
い
夏
、
冬

は
電
信
柱
の
天
辺
ま
で
の
雪
、
疎
開
先

か
ら
帰
り
変
わ
り
は
て
た
街
に
全
て
が

敗
戦
の
結
果
な
の
か
と
思
い
込
ん
だ
。

住
い
や
学
区
、
新
制
中
学
な
ど
何
も
か

も
変
わ
り
、
よ
う
や
く
南
高
に
入
学
し

た
頃
に
落
着
い
た
感
が
あ
っ
た
。
南
高

に
は
冬
で
も
高
下
駄
で
、
デ
ッ
コ
ラ
が

付
き
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
通
学
し
た
。

　

街
で
高
校
生
を
見
る
に
つ
け
、
私
共

と
異
な
る
光
景
に
出
会
う
。
公
園
近
く

の
公
会
堂
脇
に
あ
っ
た
喫
茶
店
に
入
っ

た
だ
け
で
不
良
と
視
ら
れ
、
北
高
前
も

通
る
こ
と
さ
え
憚
ら
れ
た
り
、
い
ま
思

え
ば
可
笑
し
な
時
代
で
あ
っ
た
。

　

私
は
、
な
ん
と
な
く
入
学
し
た
こ
と

も
あ
り
、
勉
強
は
ほ
ど
ほ
ど
加
茂
港
と

は
幼
き
云
々
な
ど
の
壁
落
書
き
も
多
く
、

先
生
も
生
徒
も
チ
ョ
ッ
と
風
変
わ
り
に

思
え
た
。
弁
当
の
早
飯
喰
い
、
怒
鳴
る

よ
う
な
講
義
、
柔
道
な
ど
殆
ど
が
身
に

付
か
な
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

　

こ
ん
な
南
高
生
で
は
あ
っ
た
が
南
高

の
醸
し
出
す
良
き
環
境
な
の
だ
ろ
う
。

何
か
し
ら
身
に
付
い
た
習
慣
や
物
の
見

方
、
変
え
難
い
仲
間
を
得
た
こ
と
が
今

で
は
何
よ
り
も
の
宝
に
な
っ
て
い
る
。

想
い
の
拡
が
り

加
藤
　
光
保

忘れてませんか？

庄 内 弁
忘れてませんか？

庄 内 弁
じょなめる =着飾る→「そげじょなめでどさいぐや」＝「そんなに着飾ってどこへ行くの」
じょんまで =十文の価値→「こえだばじょんまでもね」＝「こんなものは何の値打もない」

　

私
は
二
十
代
を
東
京
で
過
ご
し
、
今

は
両
親
と
妻
子
と
共
に
鶴
岡
の
実
家
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
月
に
数
回
は
首
都

圏
へ
出
か
け
、
鶴
岡
の
素
晴
ら
し
さ
を

都
会
に
広
め
、
都
会
の
先
進
性
を
鶴
岡

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
入
れ
よ
う
と
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

　

文
京
区
で
月
１
回
開
催
の
《
庄
内
う

た
う
会
》
に
は
鶴
翔
の
先
輩
も
大
勢
ご

参
加
。
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
歌
を
僕

の
ピ
ア
ノ
に
の
せ
て
全
員
で
歌
う
他
、

鶴
岡
に
関
す
る
話
題
を
庄
内
弁
で
語
り

合
う
時
間
も
楽
し
み
で
す
。

　

ま
た
、
首
都
圏
か
ら
鶴
岡
へ
の
《
う

た
う
旅
》と
し
て
、お
雛
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
、

里
の
秋
ツ
ア
ー
に
続
き
、
今
年
２
月
に

「
雪
の
降
る
ま
ち
を
」ツ
ア
ー
を
企
画
実

施
。
積
雪
３
ｍ
を
超
え
る
大
鳥
（
朝
日

地
域
）
で
は
、
囲
炉
裏
の
温
も
り
を
感

じ
な
が
ら
歌
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

雪
の
美
し
さ
、
大
鳥
住
民
の
明
る
く
逞

し
い
生
き
様
に
感
動
し
た
様
子
で
し
た
。

　

季
節
感
が
鮮
や
か
で
、
森
・
里
・
海

を
併
せ
持
つ
鶴
岡
は
、
四
季
折
々
の
特

産
物
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
鶴
岡
の
産

直
や
物
産
展
が
、
友
好
都
市
の
江
戸
川

区
、
墨
田
区
だ
け
で
な
く
、
神
楽
坂
の

毘
沙
門
天
や
藤
沢
市
な
ど
、
首
都
圏
各

地
で
年
数
十
回
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

櫛
引
南
小
の
６
年
生
は
自
分
達
で
育
て

た
リ
ン
ゴ
を
、
横
浜
市
の
神
奈
川
区
民

祭
り
で
直
売
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

震
災
の
影
響
で
鶴
岡
へ
避
難
し
て
い

る
数
百
名
の
方
々
の
た
め
に
も
、
ま
す

ま
す
元
気
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
鶴
岡
に　

更
に
、
東
京
鶴
翔
同
窓
会
を
は
じ
め
全

国
の
鶴
岡
ゆ
か
り
の
方
々
に
元
気
が
伝

播
し
、
や
が
て
日
本
中
が
元
気
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す

はっこい=つめたい→「このみず、はっこいごど」=「この水、冷たいのなんの」
はやす=（包丁で）切る→「そのでごずげ、はやしてくれ」=「そのたくあん、切ってちょうだい」
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ロビーでは高山文夫先生の写真展

小鉄さんのパントマイム

三井照代先生の『校歌舞』

・
・
・
・
・
・
・
・
・
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江
部
　
信
夫
（
昭
和
51
年
83
回
卒
）

坂
田
　
敬
一
（
昭
和
42
年
74
回
卒
）

第
42
回
東
京
鶴
翔
同
窓
会
　
実
行
委
員
長

第
41
回
東
京
鶴
翔
同
窓
会
　
副
実
行
委
員
長

　

昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
の
後
は

正
直
元
気
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
自

身
、
東
京
に
お
い
て
帰
宅
難
民
に
な
り

ま
し
た
。
計
画
停
電
で
は
電
車
も
動
か

ず
、
交
通
信
号
も
な
し
、
近
所
も
明
か

り
な
し
。
久
々
に
蝋
燭
の
明
か
り
で
過

ご
す
時
間
は
、
テ
レ
ビ
も
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
も
な
く
外
が
や
け
に
静
か
に
感
じ

ら
れ
、
家
族
一
同
一
部
屋
に
顔
を
揃
え

て
い
る
こ
と
が
不
思
議
な
思
い
で
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
復

興
の
力
強
い
槌
音
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、

を
向
い
て
い
ま
す
。
会
場
は
手
狭
に
な

っ
た
こ
れ
ま
で
の
海
運
ク
ラ
ブ
か
ら
大

手
町
サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ
に
変
更
し
、
装

い
新
た
に
東
京
鶴
翔
同
窓
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　

今
回
実
行
委
員
の
多
く
は
63
歳
、
こ

れ
ま
で
同
窓
会
に
一
度
も
参
加
し
て
い

な
い
者
が
多
数
で
す
。
で
も
、
何
か
結

び
つ
く
も
の
が
あ
る
の
か
、
あ
っ
た
の

か
、
今
は
同
窓
会
参
加
の
皆
さ
ん
に
満

足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
力
を
合
わ
せ
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
一

度
も
参
加
し
て
い
な
い
同
窓
生
の
皆
さ

ん
、
い
つ
も
参
加
し
て
い
る
皆
さ
ん
、

是
非
新
し
い
会
場
サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ
に

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
元
気
が

で
ま
す

逆
に
、
被
災
地
か
ら
励
ま
し
が
発
信
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
じ
東
北
に
住
ん
で
い

た
我
々
自
身
が
元
気
を
出
さ
な
く
て
は

と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

42
回
テ
ー
マ
は
実
行
委
員
全
員
で
考

え
抜
き
、
女
子
力
が
発
揮
さ
れ
「
ま
ん

ず
来
ば
え
ち
ゃ　

元
気
で
っ
ぞ　

」
に

決
ま
り
ま
し
た
。
職
場
で
家
庭
で
同
窓

生
全
員
に
元
気
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願

い
、
そ
の
お
手
伝
い
を
42
回
同
窓
会
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

実
行
委
員
全
員
の
気
持
ち
も
同
じ
方
向

　

私
は
元
々
は
鶴
南
に
母
校
愛
の
な
い

人
間
で
し
た
。
卒
業
後
に
進
ん
だ
大
学

や
就
職
し
た
役
所
の
人
た
ち
と
は
交
流

し
て
い
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
鶴
南
の
同

級
生
と
は
付
き
合
い
を
持
ち
た
く
な
い

気
持
ち
の
方
が
強
か
っ
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
12
年
前
の
あ
る
日
、
一

人
の
同
級
生
か
ら
「
鶴
翔
塾
」
に
誘
わ

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
と
う
と
う
鶴

翔
同
窓
会
の
副
実
行
委
員
長
を
す
る
に

至
り
ま
し
た
。
塾
は
当
時
マ
ン
ネ
リ
化

し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
私
に
と
っ

て
新
鮮
な
も
の
で
し
た
。
鶴
南
の
卒
業

生
で
各
界
で
活
躍
中
の
方
の
講
演
会
と

そ
の
後
の
懇
親
会
（
参
加
者
の
皆
さ
ん

と
の
飲
み
会
兼
情
報
交
換
会
）
は
さ
な

が
ら
異
業
種
交
流
会
で
す
。
そ
の
後
、

年
に
１
〜
２
回
開
か
れ
る
塾
に
何
度
か

通
っ
て
い
る
う
ち
に
自
然
に
鶴
翔
同
窓

会
の
実
行
委
員
の
一
人
に
加
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

　

さ
て
、
東
京
鶴
翔
同
窓
会
は
東
京
近

圏
在
住
の
同
窓
生
約
３
６
０
０
名
で
組

織
さ
れ
、
年
１
回
、
６
月
の
土
曜
日
に

総
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
総
会
の
実

行
委
員
は
10
年
に
１
回
、
卒
業
回
順
に

担
当
し
、
40
歳
代
か
ら
70
歳
代
位
ま
で

10
歳
き
ざ
み
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ

ま
す
。
何
回
か
打
合
せ
会
議
に
参
加
し
、

総
会
当
日
の
運
営
ま
で
や
る
の
で
す
が
、

会
議
は
毎
回
賑
や
か
で
愉
し
い
時
間
で

し
た
。
私
の
場
合
10
歳
上
の
先
輩
方
の

熱
意
と
人
柄
に
引
か
れ
、
総
会
終
了
後

も
お
付
き
合
い
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
に
興
味
が
あ
り
少
し

時
間
的
余
裕
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
ま
た
「
鶴
翔
塾
」
の
こ

と
に
関
し
ま
し
て
は
、
別
ペ
ー
ジ
で
少

し
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
ご
覧
に
な
っ

て
興
味
が
お
あ
り
で
し
た
ら
、
ご
連
絡

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

楽
し
〜
い
　 

あ
な
た
も

実
行
委
員
を
や
り
ま
せ
ん
か

忘れてませんか？

庄 内 弁
忘れてませんか？

庄 内 弁
こでらいね =こたえられない→「こえだば、んめぐでこでらいね」＝「これは、おいしくてこたえられない」
このじょ =このまえ→「このじょ、わあえのあねちゃどあたけ」＝「このまえ、あなたの家のお姉さんと会ったよ」

ほでね=覚えがない→「さげのむど、すぐほでねぐなる」=「酒を飲むと、すぐに記憶がなくなる」
めじょけね=かわいそう→「めじょけねぐでの、おらだばなえでしまた」=「かわいそうで、わたし泣いてしまったわ」

懐かしい顔、顔、顔

門脇千子さん（vo）、鹿野信一さん（g）
矢田佳延さん（b）のジャズ＆ポップス

大盛況だった
昨年、第41回の模様です。

また
集まろう

元
気
が
で
ま
す
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[3] [14]

　

昨
年
の
「
東
京
鶴
翔
同
窓
会
」
で
、母

校
で
初
め
て
担
任
し
た
生
徒
に
出
会
っ

た
。
高
校
生
の
時
の
面
影
が
は
っ
き
り

と
残
っ
て
い
て
、す
ぐ
に
分
か
っ
た
。懐

か
し
く
も
あ
り
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
、

会
う
人
会
う
人
に
、自
慢
げ
に「
担
任
し

た
教
え
子
で
す
」
と
紹
介
し
て
回
っ
た
。

東
京
で
頑
張
っ
て
い
る
話
を
聞
き
、
自

分
も
頑
張
ら
ね
ば
と
逆
に
元
気
を
も
ら

っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

赴
任
当
時
の
思
い
出
を
寄
稿
し
た
こ

と
が
縁
で
、平
成
20
年
の「
第
38
回
東
京

鶴
翔
同
窓
会
」
に
ご
招
待
い
た
だ
き
、

小
・
中
・
高
の
同
級
生
と
出
会
い
、
お

互
い
に
び
っ
く
り
し
た
事
、
サ
ッ
カ
ー

部
の
大
先
輩
・
恩
師
の
同
級
生
の
方
々

に
は
、　
後
輩
と
し
て「
気
合
い
」を
い
た

だ
き
、
ま
た
、
数
多
く
の
教
え
子
た
ち

に
は
、
本
人
も
覚
え
て
い
な
い
エ
ピ
ソ

ー
ド
な
ど
を
語
ら
れ
赤
面
し
た
こ
と
も

あ
る
。

　

年
々
盛
ん
に
な
る
「
東
京
鶴
翔
同
窓

会
」。　
参
加
者
数
も
激
増
し
、昨
年
ま
で

の
会
場
で
は
手
狭
に
な
り
、
今
年
度
は

よ
り
広
い
所
に
変
更
す
る
予
定
と
伺
っ

た
。
鶴
岡（
本
部
）も
負
け
て
は
い
ら
れ

な
い
。

　

今
年
の
創
立
記
念
日（
７
月
１
日
）に
、

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
益

川
敏
英
先
生
の
記
念
講
演
を
企
画
し
て

い
る
。
実
現
す
れ
ば
、
湯
川
秀
樹
先
生

以
来
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
丁
度
日
曜

日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
市
民
の
方
々

か
ら
も
多
数
参
加
を
い
た
だ
き
、
鶴
岡

市
文
化
会
館
を
満
員
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

東
京
鶴
翔
同
窓
会
に
あ
や
か
っ
て
、

「
ま
ん
ず
来
ば
え
っ
ち
ゃ　

元
気
で
っ

ぞ　

」
と
い
う
創
立
記
念
日
に
し
た
い

…
…

。

鶴
岡
南
高
等
学
校
長

元
気
で
っ
ぞ

田
中
　
芳
昭（
昭
和
46
年
78
回
卒
）

鶴
岡
市
長

榎
本
　
政
規（
昭
和
43
年
75
回
卒
）

東京鶴翔同窓会・幹事名簿 平成24年4月1日

会　長　菅　　徹　（37年69回）
副会長　梅津　準士（45年77回）
　〃　　杉山　恵子（45年77回）
　〃　　大泉　正　（53年85回）
顧　問　田中　浩　（9年42回）
　〃　　中村　信雄（18年51回）
　〃　　佐藤　成生（27年59回）
　〃　　渡部　洋　（36年68回）
　〃　　太田　良弘（38年70回）
会計監事　村田　敏　（45年77回）
　〃       秋場　守　（53年85回）
事務局長　小林　啓二（38年70回）
事務局次長　長江　和子（38年70回）
年度幹事　渡會　春雄（15年48回）
　〃　　斎藤　弘義（17年50回）
　〃　　青柳　恵一（18年51回）
　〃　　菅原　隆輔（19年52回）
　〃　　成田　辰美（20年53回）
　〃　　佐藤　良三（21年54回）
　〃　　渡部　敏雄（21年54回）
　〃　　丸谷　錦吾（25年57回）
　〃　　窪田　騰　（26年58回）
　〃　　佐藤　成生（27年59回）
　〃　　茂木　勲　（28年60回）
　〃　　早坂　勉　（28年60回）
　〃　　大澤　弘之（29年61回）
　〃　　相馬　和彦（29年61回）
　〃　　奥田　文夫（30年62回）
　〃　　高橋　徹　（30年62回）
　〃　　鎌田　喜子（31年63回）
　〃　　平田　宏　（31年63回）
　〃　　渡部　賢一（32年64回）
　〃　　加藤　有紘（33年65回）
　〃　　大川　政紀（34年66回）
　〃　　板垣　正明（34年66回）
　〃　　安野　正紀（34年66回）
　〃　　加賀山忠男（35年67回）
　〃　　坂本　紀夫（35年67回）
　〃　　斉藤　敬治（35年67回）
　〃　　本間　敬士（36年68回）
　〃　　佐藤清四郎（36年68回）
　〃　　櫻井　孝子（36年定32回）
　〃　　工藤　雅子（37年69回）

　〃　　佐藤　和敏（37年69回）
　〃　　尾形　文子（38年70回）
　〃　　芳賀　俊郎（38年70回）
　〃　　相馬　省記（39年71回）
　〃　　佐藤　祐一（39年71回）
　〃　　山田　悟　（39年71回）
　〃　　齋藤　豊三（40年72回）
　〃　　小鷹　光雄（40年72回）
　〃　　兼子　久　（40年72回）
　〃　　髙嶋　勝平（41年73回）
　〃　　平山　静夫（41年73回）
　〃　　坂田　敬一（42年74回）
　〃　　青島　時子（42年74回）
　〃　　岡部　次樹（43年75回）
　〃　　菅野　京子（43年75回）
　〃　　梅津　千里（43年75回）
　〃　　星野　茂　（44年76回）
　〃　　伊藤　豊　（45年77回）
　〃　　小林　桂子（46年78回）
　〃　　野間　耕治（46年78回）
　〃　　川畑　一郎（47年79回）
　〃　　井ノ口明子 （48年80回）
　〃　　渡部　幹　（48年80回）
　〃　　王　　金城 （49年81回）
　〃　　石川　康博（49年81回）
　〃　　鈴木　亮　（49年81回）
　〃　　林　　みき（50年82回）
　〃　　今野　りつ（50年82回）
　〃　　江部　信夫（51年83回）
　〃　　仁平　則行（53年85回）
　〃　　河野　晃　（53年85回）
　〃　　小池　悟　（54年86回）
　〃　　石川　透　（55年87回）
　〃　　小池　一史（55年87回）
　〃　　遠藤　高志（56年88回）
　〃　　山村　文雄（56年88回）
　〃　　関口　太郎（57年89回）
　〃　　百瀬　義徳（57年89回）
　〃　　岡本　あい（57年89回）
　〃　　渡部　英一（57年89回）
　〃　　大高和加子（58年90回）
　〃　　長沢　重喜（58年90回）
　〃　　村山　聡　（H1年96回）

東京鶴翔同窓会　平成23年度収支決算書
（平成23年1月1日～12月31日）

（1）一　般　会　計　　　　　　　　（単位：円）

（２）特　別　会　計　　　　　　　　（単位：円）

科　　　目
前期より繰越
総会費収入
年会費収入
広告費収入
雑収入等
（祝い金）
（会員等寄付金）
（役員会臨時会費等）
（2次会残金）
　（預金利息）
　震災義援金
特別会計繰入収入
　　

　合　　　　計

支　出　の　部

収　入　の　部
金　　　額
304,459
1,968,000
1,195,000
1,436,000
318,048
140,000
76,000
78,000
24,000

48
141,715

0

5,363,222

支　出　の　部
科　　　目 金　　　額

総会費支出
事　務　費
（印刷費）
（通信運搬費）
（旅費交通費）
（振込料金・手数料）
（雑　費）
会　議　費
広　告　費
ホームページ管理費
その他祝い金
震災義援金
特別会計繰入支出
次期繰越金
　　合　　　　計

2,863,073
1,048,501
238,157
652,053

0
65,890
92,401
480,828
31,000
50,000
110,000
141,715

0
638,105
5,363,222

一般会計　次期繰越金内訳
現　　金
郵便振替（口座残高）
普通預金・荘内銀行
普通預金・三井住友銀行
仮払金（次年度実行委員会前渡金）

43,279
92,482
113,629
8,715

380,000
638,105

収　入　の　部
科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

前期より繰越
預金利息

一般会計繰入
   
合　　　計

2,269,845
785

0

2,270,630

一般会計繰入支出
次期繰越金
（普通預金）
（定期預金・荘内銀行）
（預金利息）
   　　合　　　計

0
2,270,630

0
2,269,845

785
2,270,630

本会の収支決算について、厳正に監査を実施したところ、その執行は
適正であると認められます。

平成24年4月3日  会計監事 印印

手数料は40円違います

村田 敏  　　秋場 守

合　　　　計

年会費（維持会費）納入は郵便局の
機械振込（ATM）で

かだる =仲間に入る→「かだっが？」「かだね」＝「仲間に入るか？」「入らない」
けげし =賢い→「けげしこだごど」＝「賢い子だねえ」こちょばす =くすぐる→「こちょばすな」＝「くすぐらないで」

忘れてませんか？

庄 内 弁
忘れてませんか？

庄 内 弁
もっけ=ありがとう→「あやや、こげしてもらて、もっけだのー」=「あらー、こんなにいただいて、恐縮です」
やじゃがね=どうしようもない→「こげだごんだば、やじゃがねの」=「こんなことになったんじゃ、もうだめだね」

地
域
資
源
を
生
か
し
た

地
域
づ
く
り
へ

　

東
京
鶴
翔
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日

頃
よ
り
鶴
岡
市
の
発
展
に
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
特
に
企
業

誘
致
や
産
直
販
売
交
流
事
業
な
ど
に
際

し
ま
し
て
は
、
一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
余
り
経
ち
、

こ
れ
ま
で
皆
様
方
か
ら
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
東
北
の
復
興
に
向
け
、
様
々
な

事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

新
鶴
岡
市
の
誕
生
か
ら
６
年
。
創
造

文
化
都
市
、
観
光
文
化
都
市
、
学
術
文

化
都
市
、
安
心
文
化
都
市
、
森
林
文
化

都
市
の
５
つ
の
文
化
都
市
を
掲
げ
、
成

長
戦
略
を
遂
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
今
年
は
、
地
域
の
食
文
化
を
産

業
振
興
や
学
術
振
興
に
活
か
す
た
め
、

ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

の
加
盟
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
市
民

の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
行
う
な
ど
、

地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開

し
、
地
域
と
産
業
の
活
性
化
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
３
月
に
は
待
望
の
日
東

道
温
海　

鶴
岡
間
が
開
通
し
ま
し
た
。

こ
の
開
通
は
、
本
市
そ
し
て
庄
内
の
観

光
に
と
っ
て
も
大
き
な
後
押
し
に
な
り
、

温
泉
や
ミ
シ
ュ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド

で
高
い
評
価
を
受
け
た
出
羽
三
山
な
ど

豊
富
な
観
光
資
源
と
、
四
季
折
々
の
美

味
し
い
食
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
情
報

発
信
し
、
誘
客
に
務
め
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
東
京
鶴
翔
同
窓
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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※以上、なつかしの庄内弁は太田良弘さん（70回）のホームページ庄内語辞典より。http://www.myshonai.com/index.html
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東
京
鶴
翔
同
窓
会
　
会
長

菅
　
徹

方
言
の
力

鶴
翔
同
窓
会
　
会
長

石
黒
　
慶
一

（
昭
和
37
年
69
回
卒
）

（
昭
和
35
年
67
回
卒
）

　

菅
会
長
始
め
本
総
会
実
行
委
員
会
の

皆
様
の
周
到
な
ご
準
備
の
下
、
第
42
回

東
京
鶴
翔
同
窓
会
総
会
が
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
す
こ
と
に
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
東
京
鶴
翔
会
の
皆
様
か

ら
の
鶴
翔
同
窓
会
へ
の
日
頃
の
ご
理
解

と
ご
支
援
に
心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾

有
の
災
害
が
あ
り
、
今
な
お
そ
の
復
興

が
道
半
ば
で
あ
る
こ
と
は
残
念
で
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
を
機
に
日
本
の
み
な

ら
ず
世
界
と
の
絆
が
強
く
な
っ
た
こ
と

は
幸
い
で
し
た
。
大
震
災
の
報
道
を
見

て
い
る
と
被
災
地
に
は
方
言
が
あ
る
か

ら
こ
そ
絆
が
強
ま
り
、
頑
張
っ
て
い
く

姿
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
東
京
鶴
翔
会
の
総
会
テ
ー
マ
は

「
鶴
岡
弁
」で
表
現
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
い
つ
も
方
言
の
温
か
み
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。
第
42
回
総
会
テ
ー
マ
「
ま

ん
ず
来
ば
え
っ
ち
ゃ　
元
気
で
っ
ぞ　

」

を
知
ら
せ
て
頂
い
た
時
、
こ
の
テ
ー
マ

に
は
方
言
の
温
か
み
、
励
ま
し
と
連
帯

感
を
ま
ず
最
初
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
し

て
母
校
へ
の
絆
を
呼
び
覚
ま
し
て
く
れ

ま
し
た
。
方
言
の
力
に
は
、
自
分
の
青

春
時
代
に
素
直
に
入
り
込
め
る
手
助
け

を
し
て
く
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
７
月
の
同
窓
会
総
会
に
お
い
て

ご
承
認
頂
い
た
特
別
寄
付
金
で
は
、
大

震
災
以
来
の
厳
し
い
経
済
状
態
に
も
関

わ
ら
ず
３
０
０
万
円
を
越
え
る
ご
高
配

を
賜
り
ま
し
た
。
有
効
に
使
わ
せ
て
頂

き
ま
す
。
改
め
て
同
窓
生
の
皆
様
の
母

校
愛
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
母
校
の
発
展
の
た
め
に

も
、
東
京
鶴
翔
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
て
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

第42回東京鶴翔同窓会
実行委員会

実行委員長　坂田　敬一（42年74回）
副実行委員長　榎本　克弘（32年64回）
　　　〃　　　千田　優子（42年74回）
　　　〃　　　鈴木　良清（52年84回）
アドバイザー　諏訪　浩　（31年63回）
　　　〃　　　平田　宏　（31年63回）

実行委員長　坂田　敬一（42年74回）
副実行委員長　榎本　克弘（32年64回）
　　　〃　　　千田　優子（42年74回）
　　　〃　　　鈴木　良清（52年84回）
会 報 部 会 
　   部 会 長　衣笠　博子（42年74回）
　　　　　　　佐藤　潔　（42年74回）
　　　　　（兼）鈴木　良清（52年84回）
広 告 部 会 
　 　部 会 長　井上　茂　（42年74回）
　　　　　　　岡部　博　（42年74回）
　　　　　　　坂本　誠　（42年74回）
会 場 部 会
　 　部 会 長　佐藤　憲　（42年74回）
　　　　　　　青島　時子（42年74回）
　　　　　　　秋野　裕　（42年74回）
　　　　　　　奥山　開八（42年74回）
　　　　　　　木戸美記子（42年74回）
　　　　　　　斎藤　新一（42年74回）
　　　　　　　佐藤　直嗣（42年74回）
　　　　　　　白幡　孝　（42年74回）
　　　　　　　杉浦　幸夫（42年74回）
事       務       局
         事務局長　真田　充　（42年74回） 
事 務 局 次 長　佐藤　秀子（42年74回）
　　（兼）会計

◇会報部会 
部会長　衣笠　博子（42年74回）
　　　　佐藤　潔　（42年74回）
　　　　田中　晶子（41年73回）
　　　　佐藤　巌　（41年73回）
　　　　伊藤恵美子（41年73回）
　　　　佐藤　雄喜（51年83回）
◇広告部会 
部会長　井上　茂　（42年74回）
　　　　坂本　誠　（42年74回）
　　　　岡部　博　（42年74回）

　　　　古野　章三（41年73回）
　　　　吉川　治雄（41年73回）
　　　　吉田　隆一（41年73回）
　　　　成澤　正幸（41年73回）
◇会場部会
部会長　佐藤　憲　（42年74回）
　　　　秋野　裕　（42年74回）
　　　　木戸美紀子（42年74回）
　　　　斎藤　新一（42年74回）
　　　　佐藤　直嗣（42年74回）
　　　　青島　時子（42年74回）

　　　　吉田　優子（41年73回）
　　　　渡邊　春信（51年83回）
　　　　奥山　宏子（51年83回）
　　　　中西　庸　（51年83回）
　　　　斎藤　匠　（61年93回）
　　　　興津　修　（61年93回）
◇事務局　
局　長　真田　充　（42年74回）
次　長　佐藤　秀子（42年74回）
経　理

　

昨
年
を
表
す
漢
字
「
絆
」
は
、「
馬
や

牛
を
柵
に
つ
な
ぎ
と
め
て
お
く
綱
」
あ

る
い
は
「
離
れ
に
く
い
つ
な
が
り
」
が

本
来
の
意
味
と
の
こ
と
で
、
人
々
を
結

び
付
け
る
の
に
綱
の
役
割
を
担
う
の
が

「
共
通
認
識
」と
い
う
人
間
が
授
か
っ
た

高
度
な
感
知
能
力
な
の
で
し
ょ
う
。

　

同
窓
会
は
こ
の
高
度
な「
共
通
認
識
」

が
凝
縮
さ
れ
、
世
代
を
越
え
て
「
極
限

の
仲
間
意
識
」
に
ま
で
昇
華
し
た
大
い

な
る
集
団
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

わ
が
母
校
は
創
立
百
二
十
年
を
超
え

ま
し
た
。
こ
の
間
に
在
籍
し
た
人
々
が

ほ
ぼ
無
条
件
に
、
そ
し
て
平
等
に
「
同

窓
生
」
と
し
て
遇
さ
れ
る
、
こ
の
極
限

の
時
間
的
、
空
間
的
広
が
り
に
は
圧
倒

さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

首
都
圏
特
区
の
わ
が
東
京
同
窓
会
も
、

創
立
以
来
四
十
二
年
に
亘
り
、
常
時
三

千
五
百
人
か
ら
四
千
人
の
会
員
対
象
者

を
擁
し
、
伝
統
を
連
綿
と
受
け
継
い
で

き
た
源
泉
は
何
か
。
会
っ
た
瞬
間
に

「
庄
内
と
母
校
の
匂
い
が
す
る
」と
す
ぐ

に
感
知
す
る
本
能
み
た
い
な
も
の
。
そ

の
「
認
識
認
知
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
本
能
の
つ
な
が
り
は
、
結
構
粘

っ
こ
く
蜘
蛛
の
巣
の
ご
と
く
一
旦
か
か

る
と
な
か
な
か
に
し
て
は
ず
れ
難
く
、

今
年
の
総
会
実
行
委
員
諸
氏
も
心
血
を

注
い
で
入
念
に
張
り
巡
ら
し
て
い
ま
す
。

　

一
旦
絡
め
取
ら
れ
る
と
な
か
な
か
に

し
て
「
離
れ
に
く
い
」
ば
か
り
で
な
く
、

い
た
っ
て
心
地
よ
く
、
い
つ
ま
で
も
か

か
っ
て
い
た
く
な
る
の
で
、「
故
郷
喪
失
」

と
は
無
縁
で
あ
り
、こ
こ
に
来
れ
ば「
庄

内
と
母
校
の
匂
い
」
に
満
ち
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
と
機
会
が
四
十
年
以

上
も
用
意
さ
れ
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
続
く
。
大
変
幸
せ
な
こ
と
と
思

わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

   
第４２回総会　実行委員会　名簿   
   
役割区分 氏名 旧姓 卒年（回次）
実行委員長 坂田　敬一  Ｓ４２（７４回）
　副実行委員長 榎本　克弘  Ｓ３２（６４回）
　副実行委員長 千田　優子 （富樫） Ｓ４２（７４回）
　副実行委員長 鈴木　良清  Ｓ５２（８４回）
   
会報部会長 衣笠　博子 （梅木） Ｓ４２（７４回）
　会報部会 佐藤　潔  Ｓ４２（７４回）
　会報部会 ( 兼 ) 鈴木　良清  Ｓ５２（８４回）
   
広告部会長 井上　茂  Ｓ４２（７４回）
　広告部会 岡部　博  Ｓ４２（７４回）
　広告部会 坂本　誠  Ｓ４２（７４回）
   
会場部会長 佐藤　憲  Ｓ４２（７４回）
　会場部会 青島　時子 ( 加藤 ) Ｓ４２（７４回）
　会場部会 秋野　裕  Ｓ４２（７４回）
　会場部会 木戸　美記子 ( 杉山 ) Ｓ４２（７４回）
　会場部会 斎藤　新一  Ｓ４２（７４回）
　会場部会 佐藤　直嗣  Ｓ４２（７４回）
　会場部会 杉浦　幸夫  Ｓ４２（７４回）
   
事務局長 真田　充  Ｓ４２（７４回）
事務局次長　 ( 兼 ) 佐藤　秀子 （大川） Ｓ４２（７４回）
   
会計 佐藤　秀子　 （大川） Ｓ４２（７４回）
   

　鶴翔同窓会会員がゴルフを通じて親睦を深めるための会。現在、会員
数は 75 名（菅徹東京鶴翔同窓会会長が鶴友会会長を兼務、第 6代）で、
年間 2回のペースでの開催。今年の 4月で 78 回 39 年の伝統。「スコアー
よりも楽しくやろう！」という雰囲気で、会長と事務局が BBを争うよう
な会。春は、鶴翔単独。秋は城畔会（鶴工OB会）と合同（別称＝鶴栄会、
鶴岡関係者なら誰でも参加可能）。皆で楽しいゴルフを！新メンバー大歓
迎 !!　【問】090-3816-3367　事務局・大泉まで。

模様を紹介する他、会員の自由投稿の場を設けている。
講演会で心を豊かにし、懇親会の『孟宗汁』でお腹を
満たします。もちろん、お酒はふる里のものをご用意。
次回の第 21 回は、5月 26 日ヴァイオリニスト中村ゆ
かりさんをお迎えして『終わりのない旅―私のヴァイ
オリン人生―』と題して駒込学生会館で開催予定です。
皆様！奮ってご参加ください !!
【問】090-3816-3367　事務局・大泉まで。

　1997 年に創設。
生涯学習と相互交
流を目的とし、多
士済々の講師をお
迎えしてきた。会
報『South Wing 南
翔』では、講演の

　鶴翔同窓会会員がゴルフを通じて親睦を深めるための会。現
在、会員数は 75 名（菅徹東京鶴翔同窓会会長が鶴友会会長を
兼務、第 6代）で、年間 2回のペースでの開催。今年の 4月で
78 回 39 年の伝統。「スコアーよりも楽しくやろう！」という
雰囲気で、会長と事務局が BBを争うような会。春は、鶴翔単独。
秋は城畔会（鶴工OB会）と合同（別称＝鶴栄会、鶴岡関係者
なら誰でも参加可能）。皆で楽しいゴルフを！新メンバー大歓
迎 !!　【問】090-3816-3367　事務局・大泉まで。

　1997 年に創設。生涯学習と相互交流を目的とし、多士済々
の講師をお迎えしてきた。会報『South Wing 南翔』では、講
演の模様を紹介する他、会員の自由投稿の場を設けている。講
演会で心を豊かにし、懇親会の『孟宗汁』でお腹を満たします。
もちろん、お酒はふる里のものをご用意。次回の第 21 回は、5
月 26 日ヴァイオリニスト中村ゆかりさんをお迎えして『終わ
りのない旅―私のヴァイオリン人生―』と題して駒込学生会館
で開催予定です。皆様！奮ってご参加ください !!
【問】090-3816-3367　事務局・大泉まで。

　東京鶴翔同窓会で歌ったことが誕生のきっかけとなったこの
会、今年で 13 年目を迎えます。当初７人だった会員も、今は
30 人を超えています。男女、年齢問わず、上手・下手、もち
ろん経験も問わず。必要なのは、歌を楽しむ心と月 2千円の会
費です。月 1回の定例会の他に年 1回の合宿を行い、メンバー
の親睦をはかっています。いづれの回も、会員みんなのリクエ
スト曲を、素敵なピアノ伴奏で歌います。童謡、唱歌、シャン
ソン、歌謡曲…ジャンルは多岐に渡っています。指導者は、ふ
るさとの四季折々の香りを携えて、鶴岡から飛んで来てくださ
る若き田中宏先生（95 回卒）です。一人ひとりが十分声を出
せるように、体ほぐしから始まります。言葉と、曲想を大切に、
また、曲にまつわるエピソードなども紹介しながら、丁寧に楽
しく教えてくださいます。　身も心もホッと温まり、最高に元
気の出る会です。是非お出かけください。　【問】
03-3488-6435 宮本まで。

　東京鶴翔同窓会で歌ったことが誕生のきっかけと
なったこの会、今年で 13 年目を迎えます。当初７
人だった会員も、今は 30 人を超えています。男女、
年齢問わず、上手・下手、もちろん経験も問わず。
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童謡、唱歌、シャンソン、歌謡曲…ジャンルは多岐に渡っています。指導者は、ふるさとの四季折々
の香りを携えて、鶴岡から飛んで来てくださる若き田中宏先生（95 回卒）です。一人ひとりが十分
声を出せるように、体ほぐしから始まります。言葉と、曲想を大切に、また、曲にまつわるエピソー
ドなども紹介しながら、丁寧に楽しく教えてくださいます。　身も心もホッと温まり、最高に元気の
出る会です。是非お出かけください。　【問】03-3488-6435 宮本まで。

　
　
　
　
　
　
　

鶴
岡
を
離
れ
45
年
も

　
　
　
　
　
　

の
月
日
が
た
と
う
と
し

　
　
　
　
　
　

て
い
る
の
に
、
ふ
る
さ

　
　
　
　
　
　

と
へ
の
思
い
は
年
々
増

し
て
い
ま
す
。
両
親
が
亡
く
な
り
鶴
岡

へ
帰
る
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

６
年
前
か
ら
私
設
の
庄
内
ツ
ア
ー
を
実

行
し
て
い
ま
す
。
知
人
、
友
人
を
連
れ

２
泊
３
日
の
庄
内
ツ
ア
ー
で
す
。
美
し

い
自
然
、
伝
統
あ
る
文
化
、
お
い
し
い

も
の
い
っ
ぱ
い
の
庄
内
に
み
な
満
足
し

て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
庄
内
の

良
さ
を
紹
介
す
る
は
ず
が
、
行
く
た
び

に
新
た
な
庄
内
の
良
さ
を
発
見
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
に
東
京
鶴
翔
同
窓
会
実

行
委
員
の
声
が
か
か
り
、
会
報
担
当
に

な
り
ま
し
た
。
が
ん
ば
っ
て
い
る
庄
内

の
特
集
を
組
む
こ
と
に
な
り
、
四
苦
八

苦
し
ま
し
た
が
、
庄
内
の
良
さ
を
ま
た

ま
た
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
集
を
組
む
に
あ
た
り
、
加
茂
水
族

館
・
藤
沢
周
平
記
念
館
・
庄
内
映
画
村

・
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
・
鶴
岡
青
年
会
議

所
・
鶴
岡
市
東
京
事
務
所
な
ど
多
く
の

皆
様
か
ら
写
真
や
資
料
を
提
供
し
て
頂

き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
の
関

係
で
載
せ
ら
れ
な
い
も
の
も
出
て
し
ま

い
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
写
真
や
資
料
を
探
す
に
あ

た
っ
て
も
鶴
翔
同
窓
会
の
人
脈
が
モ
ノ

を
言
い
鶴
岡
在
住
の
Ｔ
さ
ん
を
は
じ
め

多
く
の
人
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
つ
な
が
り
が
パ
ワ
ー
を
生
む
の
だ

な
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

６
月
16
日（
土
）み
ん
な
ど
会
え
ん
の

が
楽
し
み
だ
の
。
ん
だ
ば
、
そ
の
時
の
。

　
　
　
　
　
（
会
報
部
長
・
衣
笠
博
子
）

　
　
　
　
　
　
　

鶴
岡
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る
の
に
、
ふ
る
さ
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へ
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思
い
は
年
々
増
し
て
い
ま

す
。
両
親
が
亡
く
な
り
鶴
岡
へ
帰
る
機
会

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
６
年
前
か
ら

私
設
の
庄
内
ツ
ア
ー
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

知
人
、
友
人
を
連
れ
２
泊
３
日
の
庄
内
ツ

ア
ー
で
す
。
美
し
い
自
然
、
伝
統
あ
る
文

化
、
お
い
し
い
も
の
い
っ
ぱ
い
の
庄
内
に

み
な
満
足
し
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

庄
内
の
良
さ
を
紹
介
す
る
は
ず
が
、
行
く

た
び
に
新
た
な
庄
内
の
良
さ
を
発
見
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
に
東
京
鶴
翔
同
窓
会
実
行

委
員
の
声
が
か
か
り
、
会
報
担
当
に
な
り

ま
し
た
。
が
ん
ば
っ
て
い
る
庄
内
の
特
集

を
組
む
こ
と
に
な
り
、
四
苦
八
苦
し
ま
し

た
が
、
庄
内
の
良
さ
を
ま
た
ま
た
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
集
を
組
む
に
あ
た
っ
て
は
、
加
茂
水

族
館
、
藤
沢
周
平
記
念
館
、
庄
内
映
画
村
、

ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
、
鶴
岡
市
東
京
事
務
所

の
な
ど
の
多
く
の
皆
様
か
ら
写
真
や
資
料

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
載
せ
ら
れ
な
い
も
の

も
出
て
し
ま
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訳
な
く
思
っ
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す
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そ
れ
ら
の
写
真
や
資
料
を
探
す
に
あ
た

っ
て
も
鶴
翔
同
窓
会
の
人
脈
が
モ
ノ
を
言

い
鶴
岡
在
住
の
Ｈ
・
Ｋ
さ
ん
を
は
じ
め
多

く
の
人
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

つ
な
が
り
が
パ
ワ
ー
を
生
む
の
だ
な
と
実

感
し
ま
し
た
。

　

６
月
16
日
（
土
）
み
ん
な
ど
会
え
ん
の

が
楽
し
み
だ
の
。
ん
だ
ば
、
そ
の
時
の
。　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
会
報
部
長
・
衣
笠
博
子
）

あっちゃけ=ばか→「あっちゃげだごどいうな」=「馬鹿なことをいうんじゃない」
あっぱあっぱでう=がばがばする→「このくづだば、あっぱあっぱでう」=「この靴は、大きすぎてがばがばする」

忘れてませんか？

庄 内 弁
忘れてませんか？

庄 内 弁
やばち=つめたくて、きたない→「雨ふらいでよ、やばちごど」=「雨に降られてね、冷たくて、汚くて、気持ち悪いよ」

『鶴友会ゴルフ』

『鶴翔塾』

『庄内うたう会』

　1997 年に創設。生涯学習と相互交流を目的とし、多士済々の講師
をお迎えしてきた。会報『South Wing 南翔』では、講演の模様を紹
介する他、会員の自由投稿の場を設けている。講演会で心を豊かにし、
懇親会の『孟宗汁』でお腹を満たし、もちろん、お酒はふる里のもの
をご用意。次回の第21回は、5月 26 日ヴァイオリニスト中村ゆかり
さんをお迎えして『終わりのない旅―私のヴァイオリン人生―』と題
して駒込学生会館で開催予定です。皆様　奮ってご参加ください　　
【問】090-3816-3367　事務局・大泉まで。

　鶴翔同窓会会員がゴルフを通じて親睦を深めるための会。現在、会
員数は75名（菅徹東京鶴翔同窓会会長が鶴友会会長を兼務、第6代）
で、年間 2回のペースでの開催。今年の4月で78回 39 年の伝統。
「スコアーよりも楽しくやろう　」という雰囲気で、会長と事務局が
BBを争うような会。春は鶴翔単独、秋は城畔会（鶴工OB会）と合同
（別称＝鶴栄会、鶴岡関係者なら誰でも参加可能）。皆で楽しいゴル
フを　新メンバー大歓迎　　【問】090-3816-3367　事務局・大泉まで。

　東京鶴翔同窓会で歌ったことが誕生のきっかけとなっ
たこの会、今年で 13 年目を迎えます。当初７人だった
会員も、今は 30 人を超えています。男女、年齢問わず、
上手・下手、もちろん経験も問わず。必要なのは、歌を
楽しむ心と月 2千円の会費です。月 1回の定例会の他に
年 1回の合宿を行い、メンバーの親睦をはかっています。
いずれの回も、会員みんなのリクエスト曲を、素敵なピ
アノ伴奏で歌います。童謡、唱歌、シャンソン、歌謡曲…
ジャンルは多岐に渡っています。指導者は、ふるさとの
四季折々の香りを携えて、鶴岡から飛んで来てくださる
若き田中宏先生（95 回卒）です。一人ひとりが十分声を出
せるように、体ほぐしから始まります。言葉と、曲想を大
切に、また、曲にまつわるエピソードなども紹介しなが
ら、丁寧に楽しく教えてくださいます。身も心もホッと温
まり、最高に元気の出る会です。是非お出かけください。
【問】03-3488-6435 宮本まで。

心
の
中
に
は
い
つ
も
い
る…

…

故
郷
そ
し
て
母
校



第42回 東京鶴翔同窓会のご案内
イ ベ ント の ご 案 内
̶第42回 東京鶴翔同窓会̶

●日時：
　　　　
　　　　14：00～16：30（受付開始13：00）
●場所：大手町サンケイプラザ 4階ホール
　　　　千代田区大手町 1-7- 2　☎03-3273-2258～9
●交通：[地下鉄]丸ノ内線、東西線、千代田線、半蔵門線、三田線で
　　　　大手町下車（Ａ4・Ｅ1出口直結）
　　　　[ＪＲ線] 東京駅丸の内北口より徒歩約 7分

他に東京鶴翔同窓会年会費、一口 1,000 円ですが、
何卒、二口以上のご協力を賜りたくお願い申し上げます。

★出欠の返事：5月20日（日）までに同封のハガキ、
　　　　または東京鶴翔同窓会ホームページにてお願いします。

24

[1] [16]
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●会費：一般会員………………………………8,000 円
　　　　高齢会員（昭和 25年卒以前）………4,000 円
　　　　学生会員………………………………4,000 円

会場が
変わり
ました。

総会の
テーマ

第42回

17：00より向かい大手町ビル・地下『素材屋』にて。

映像でつづる庄内

法螺貝の音と
ともに

懐かしいふるさとの味、
おいしい物をたくさん
食べて元気になろう。

山伏・大泉成範（85回卒）

　７４回卒の真島さんが仲間とともに元気の出る音楽を
演奏してくれます。 真島さんたちの演奏をバックにみん
なも歌おう　　「庄内うたう会」の皆さんも一緒に会場を
盛り上げます。

●真島俊夫／作曲・編曲家　フランス「クー・ド・ヴァン国際交響
吹奏楽作曲コンクール」にて『鳳凰が舞う』でグランプリを受賞。
その他作品多数。　「出羽三山」を思い

出し、みんなで震災か
らの復興、東北の再
生、同窓生の健康と
弥栄を祈ろう

◀一番右が真島さん。６月３日午前９時からのテレビ朝日「題名
のない音楽会」で『地球―美しき惑星』という曲が演奏されます。
皆さん是非ご覧ください。

　懐かしの庄内、新しい庄内、
特集にあるように頑張ってい
る庄内の様子を紹介します。
会場の 300インチの画面は、
われわれを電車に乗らずに
庄内へ連れて行ってくれるで
しょう。

　だだちゃ豆や笹まきなど、ふるさとの味やおい
しいお酒にきっと会話が弾むはずです。

JA鶴岡の販売コーナー開設予定

使いやすく、親しみやすく内容を一新しました。
ホームページをリニューアル

写真／ 2011 年　赤川花火大会（鶴岡青年会議所） 写真下／花火を見上げるのは『希望の光プロジェクト』で招かれた被災地の子供たち



第41回　東京鶴翔同窓会総会　出席者名簿

昭和 15年卒（48回）
　　宮崎　富哉
　　渡会　春雄
昭和 18年卒（51回）
　　青柳　恵一
　　渡部　士郎
昭和 19年卒（52回）
　　上野　識
　　土岐　良次
　　野澤　秀二
　　吉澤　四郎
昭和 20年卒（53回）
　　五十嵐文夫
　　遠藤　一二
　　尾形　昌夫
　　寒河江辰巳
　　皆川　健行
昭和 21年卒（54回）
　　佐藤　良三
昭和 24年卒（56回）
　　菊池　安行
　　柴田　卓爾
昭和 25年卒（57回）
　　鈴木　雄三
　　丸谷　錦吾
昭和 26年卒（58回）
　　窪田　騰
　　匹田　誠
　　本間　章介
　　増田　幸子
昭和 27年卒（59回）
　　池田　輝之
　　石井　忍
　　海瀬　久靖
　　桑原　貫次
　　佐藤　成生
昭和 28年卒（60回）
　　小杉　信
昭和 29年卒（61回）
　　大澤　弘之
　　菊地　晴
　　権藤　泰浩
　　坂　　寛
　　笹原　謹二
　　中村　静

　　山内　敬一
　　山中　昊吉
昭和 30年卒（62回）
　　飯塚　進
　　五十嵐隆二
　　大川　重一
　　工藤　司朗
　　佐藤　玲子
　　奥田　文夫
昭和 31年卒（63回）
　　板垣　善博
　　梅木　勇
　　榎本　堯
　　大滝　恒雄
　　岡田　恒祐
　　鎌田　喜子
　　郷守　幸三
　　重山　貞夫
　　諏訪百美子
　　諏訪　浩
　　冨樫　稔
　　外池　連子
　　中山　千史
　　平田　宏
　　本間　克彦
昭和 32年卒（64回）
　　宮本　慶子
昭和 33年卒（65回）
　　阿部　文治
　　小松原隆二
　　齋藤　正幸
　　佐藤　安行
　　高田　正雄
　　平田　惇
　　本間　義信
　　八向　勉
　　渡部　明
昭和 34年卒（66回）
　　板垣　正明
　　梅木　実
　　大川　政紀
　　齋藤　巌
　　佐藤　誠
　　中嶋　茂
　　三井　照代

　　安野　正紀
昭和 35年卒（67回）
　　荒井　尚重
　　大沼　順耳
　　齋籐　敬治
昭和 36年卒（68回）
　　佐藤　幹生
　　大川　諭
　　太田　久
　　冠木　敦子
　　今間　洋一
　　櫻井　孝子
　　佐藤清四郎
　　佐藤　松枝
　　荘司　保治
　　陶山　宏
　　本多　悟
　　本間　敬士
　　渡部　洋
昭和 37年卒（69回）
　　青木　祐二
　　安倍　良男
　　犬塚　吉士
　　岡田　睦
　　工藤　雅子
　　小宮山直士
　　齋籐　英士
　　齋籐耕一郎
　　齋藤　征士
　　佐藤　和敏
　　佐藤　志郎
　　佐藤　征洋
　　七森　繁満
　　菅井　誠一
　　菅　　徹
　　高橋トヨセ
　　武田　二郎
　　林　　広弥
　　真嶋　俊平
　　松島　邦
　　三浦　勝
　　森田　良治
昭和 38年卒（70回）
　　五十嵐戻夫
　　太田　良弘

　　尾形　文子
　　小林　啓二
　　齋籐　淑人
　　寒河江孝允
　　佐藤　高志
　　志賀　嘉美
　　庄司　誠
　　菅原　司
　　地主　忠夫
　　長江　和子
　　中西　一角
　　芳賀　俊郎
　　福原　正和
　　細野　美保
　　百瀬恵美子
昭和 39年卒（71回）
　　阿部　良一
　　五十嵐　功
　　五十嵐耕三
　　五十嵐泰子
　　上林　正己
　　齋藤　継彦
　　佐藤　祐一
　　菅原　克巳
　　相馬　省記
昭和 40年卒（72回）
　　犬塚　恒士
　　大沼　梯三
　　小鷹　光雄
　　齋籐　輝峰
　　斎藤　豊三
　　伊達由美子
　　成田　仙一
　　半澤　健雄
　　三浦　信次
昭和 41年卒（73回）
　　赤松栄一郎
　　阿部　博行
　　荒田　盈一
　　五十嵐　丕
　　伊藤恵美子
　　梅宮　正暉
　　小野　俊一
　　小野寺光弥
　　門野　陽

　　窪井かよ子
　　栗本　浩
　　小杉　善宏
　　齋藤　真一
　　齋藤　弥市
　　笹原　研
　　佐藤　巌
　　佐藤　智
　　末澤　章子
　　関根　勉
　　髙嶋　勝平
　　高田　京子
　　高橋　正良
　　立川由紀子
　　田中　晶子
　　田畑伊都子
　　土田　利彦
　　土井　静枝
　　冨樫　繁明
　　戸田　幸一
　　永井　憲雄
　　中川　節子
　　中村　正彦
　　成澤　正幸
　　二宮　公子
　　橋本　暁
　　平山　静夫
　　廣木由美子
　　古野　章三
　　丸岡　道子
　　丸山　治
　　嶺田新太朗
　　吉川　治雄
　　吉田　隆一
　　渡辺　紘規
昭和 42年卒（74回）
　　青島　時子
　　五十嵐　博
　　木戸美記子
　　坂田　敬一
　　千田　優子
　　中山　秀
昭和 43年卒（75回）
　　五十嵐清助
　　石黒　義昭

　　梅津　千里
　　坂本　妙子
　　佐藤　英一
　　佐藤　博
　　新野由紀子
　　服部　文雄
　　渡部　智己
昭和 45年卒（77回）
　　伊藤　豊
　　上野　巧
　　梅津　準士
　　加藤　英喜
　　鹿野　信一
　　清原　晃
　　今野　千保
　　佐藤久仁子
　　庄司　秀昭
　　菅原　清彦
　　菅原　誠二
　　菅原　等
　　杉山　恵子
　　坪井　眞理
　　槇田　順二
　　三浦　一郎
　　三浦　健
　　村田　敏
昭和 46年卒（78回）
　　奥村　智子
　　小林　桂子
　　小林　好雄
　　丹下　義英
昭和 47年卒（79回）
　　荒田　透
昭和 48年卒（80回）
　　坂田　俊次
昭和 49年卒（81回）
　　登坂　恵理
昭和 50年卒（82回）
　　今野　りつ
　　菅原　等
　　橋本　政之
　　林　　みき
　　渡部　尚登
昭和 51年卒（83回）
　　江部　信夫

　　奥山　宏子
　　門脇　千子
　　佐藤　雄喜
　　白崎　こう
　　田辺　礼士
　　冨塚　郁夫
　　中西　庸
　　渡邊　春信
昭和 52年卒（84回）
　　小林　欽哉
　　鈴木　良清
　　和田　季理
昭和 53年卒（85回）
　　秋葉　守
　　阿部　亘
　　伊藤　秀夫
　　大泉　正
　　篠崎　実
　　中込真知子
　　仁平　則行
昭和 55年卒（87回）
　　相沢　政男
　　石川　透
昭和 56年卒（88回）
　　小池　宏忠
昭和 57年卒（89回）
　　岡本　あい
　　関口　太郎
　　渡部　英一
昭和 60年卒（92回）
　　小野寺葉子
昭和 61年卒（93回）
　　齋籐　匠
昭和 63年卒（95回）
　　迎田　洋
平成 2年卒（97回）
　　成田　宏紀

……以上 267 名

鶴岡南高等学校　校長
田中　芳昭　様

鶴翔同窓会　会長
石黒　慶一　様

鶴岡市長代理　東京事務所長
阿部　真一　様

如松同窓会東京支部　副支部長
田中まり子　様

如松同窓会東京支部　常任幹事
佐野　英　様

城畔同窓会関東総支部　支部長
小林　武　様

城畔同窓会関東総支部　副幹事長
松本　健吾　様

城畔同窓会埼玉北部支部　支部長
柳澤　英雄　様

黎明同窓会関東支部　支部長
齋藤　仁幸　様

黎明同窓会関東支部　幹事
山田南海子　様

紫紺会東京同窓会　会長
佐藤　修三　様

紫紺会東京同窓会　事務局長
斎藤　常夫　様

首都圏鶴岡会　副会長
菅原　勝子　様

写真家　元鶴岡南高等学校教諭
高山　文夫　様

舞踏家　元鶴岡南高等学校教諭
三井　照代　様

歌唱エンターテナー
門脇　千子　様

ギタリスト
鹿野　信一　様

ベーシスト
矢田　佳延　様

SOUKI　パントマイマー
小鉄（芸名）　様

株式会社　ホンマ電機
本間　俊三　様

渡部工務店
渡部　敬一　様

香取物産株式会社
上野　識　様

山中税務会計事務所
山中　昊吉　様
　

榎本公認会計士事務所
榎本　堯　様

株式会社コムズ
板垣　正明　様

鶴岡自動車学校
齋藤　征士　様

寒河江法律事務所
寒河江孝允　様

　

株式会社フレッシュシックスオー
齋藤　輝峰　様

鶴川胃腸科
田畑伊都子　様

株式会社アドリブ
伊藤　豊　様

村田敏法律事務所
村田　敏　様
　

香取神社
小林　桂子　様

荘内日報社
橋本　政之　様

メットライフアリコ
大泉　正　様

鶴翔塾　塾頭
篠崎　実　様
　

竹の露合資会社
相沢　政男　様

むかえだ歯科クリニック
迎田　洋　様
　

平成23年6月25日（土）　海運クラブ

一般参加者

ご　来　賓

ご　招　待



23年度　年会費納入者名簿（卒業年次別）
　昭10年 鈴木　保三
　　　　　川村　徳男
　　14 年 佐藤　重俊
　　　　　高木　正雄
　　15 年 渡会　春雄
　　　　　宮﨑　富哉
　　17 年 桑島　栄輔
　　　　　斎藤　弘義
　　　　　菅原　藤夫
　　18 年 丸谷　才一
　　　　　渡部　士郎
　　　　　青柳　恵一
　　19 年 上野　識
　　　　　吉澤　四郎
　　　　　佐藤　昭一
　　　　　渡部　久喜
　　　　　櫻井　清
　　　　　菅原　隆輔
　　　　　佐藤　隆
　　　　　土岐　良次
　　　　　野澤　秀二
　　20 年 尾形　昌夫
　　　　　皆川　健行
　　　　　富樫　義雄
　　　　　遠藤　一二
　　　　　寒河江辰巳
　　　　　佐藤　久治
　　　　　五十嵐文夫
　　　　　五十嵐藤一
　　　　　深野　耕作
　　21 年 富樫　泰教
　　　　　佐藤　良三
　　　　　菅原　三郎
　　　　　齋藤　伸
　　　　　中里　欣一
　　　　　吉田　晃二
　　　　　長谷川久一
　　　　　佐藤　四良
　　23 年 竹内　伸吉
　　　　　伊東　良次
　　　　　宗片　光一
　　24 年 小野田善夫
　　　　　相馬　隆介
 阿部　善之
　　　　　菊池　安行
　　　　　柴田　卓爾
　　　　　村井　正治
 川島幸之輔
　　　　　渡部　昇一
　　　　　植木　清哉
　　25 年 鈴木　雄三
　　　　　今野　利男
　　　　　門野　卓
　　　　　伊藤茂登二
　　　　　佐々木睦雄
　　　　　富樫　康吾
　　　　　丸谷　錦吾
　　　　　細井　地久
　　　　　菅原　良雄
　　26 年 廣瀬　信幸
　　　　　本間　章介
　　　　　皆川　英明
　　　　　窪田　騰
　　　　　竹山　要子
　　　　　伊藤　幸也
　　　　　野村　善吉
　　　　　阿部　純二
　　　　　長濱　自明
　　　　　梅津　迪子
　　　　　板垣　省吾
　　　　　相馬　新一
　　　　　佐藤　俊彦
　　　　　佐藤　四郎
　　　　　風間　蓉子
　　　　　早川　恒子
　　　　　長谷川　実
　　　　　斎藤　祐輔
　　　　　横山　隆治
　　　　　山口　鶴子
　　　　　奥田　隆男

　　　　　匹田　誠
　　　　　川島　協
　　　　　増田　幸子
　　　　　佐藤　誠
　　　　　斎藤　健三
　　　　　地主　幸右
　　 田部井恭子
　　27 年 海瀬　久靖
　　　　　池田　輝之
　　　　　佐藤　成生
　　　　　佐藤　瑛子
　　　　　西　　秀
　　　　　吉田　源吾
　　　　　橋本　信子
　　　　　犬塚　庸子
　　　　　石田　晋
　　　　　増田　浩子
　　　　　大滝　哲郎
　　　　　桑原　貫次
　　　　　山越　廉
　　　　　松本　直明
　　　　　山口　富
　　　　　建部　良三
　　　　　渡部　啓三
　　　　　佐藤本次郎
　　　　　山口　順
　　　　　若林　英一
　　　　　石井　忍
　　　　　丸山　智子
　　　　　斎藤　優三
　　28 年 土岐　恒二
　　　　　杉本　欽也
　　　　　加藤　誠
　　　　　小杉　信
　　　　　竹澤雅二郎
　　　　　藤滝　俊
　　　　　村上　文昭
　　　　　鈴木　二郎
　　　　　斎藤　文夫
　　　　　茂木　勲
　　　　　豊満　郁子
　　　　　佐久間美津雄
　　29 年 笹原　謹二
　　　　　大澤　弘之
　　　　　中村　静
　　　　　山中　昊吉
　　　　　坂　　寛
　　　　　山内　敬一
　　　　　志村　頴子
　　　　　大瀬　振
　　　　　田中　力
　　　　　佐藤　千枝
　　　　　川村　住
　　　　　南　かねゑ
　　　　　土田　栄治
　　　　　岡田　すみ
　　　　　長濱　良子
　　　　　福井　博
　　　　　渡辺美枝子
　　　　　坂本　玲子
　　　　　村井三千代
　　　　　川島譲
　　　　　三浦　郁也
　　　　　弘中　郁子
　　　　　江川美津子
　　　　　権藤　泰浩
　　　　　鳥海　秀介
　　　　　上原　圭子
　　　　　加藤　宣
　　　　　小田　里子
　　　　　万年　宏子
　　　　　船岡　栄子
　　　　　山口　公子
　　　　　中村　姚
　　　　　石川　宇女
　　　　　石川　悌二
　　　　　佐藤　啓輔
　　　　　落合　良
　　　　　菊地　晴
　　　　　長谷川きみ子

　　　　　鈴木　弘子
　　　　　大須賀幸子
　　　　　中村　貴
　　52 年 鈴木　良清
　　　　　小林　欽哉
　　　　　三浦　光
　　　　　和田　季理
　　　　　中村　範明
　　　　　荒舩　禎子
　　　　　富樫　嘉美
　　53 年 仁平　則行
　　　　　大泉　正
　　　　　伊藤　秀夫
　　　　　福原南津子
　　　　　中込真知子
　　　　　佐藤　一良
　　　　　秋場　守
　　　　　篠崎　実
　　54 年 横屋　一弥
　　55 年 石川　透
　　　　　小池　一史
　　　　　飯野　慎也
　　　　　小松　昭
　　56 年 小池　宏忠
　　57 年 渡部　英一
　　　　　関口　太郎
　　　　　小泉　智和
　　　　　岡本　あい
　　59 年 西川　博子
　　　　　大作あゆみ
　　　　　遠見　真理
　　60 年 小野寺葉子
　　　　　脇山　伸子
　　　　　中島　浩子
　　61 年 齋藤　匠
　　63 年 迎田　洋
　　　　　飯田　悟
　　　　　佐藤　洋
　　　　　本間　亮
　　　　　大泉　仁晴
　平 2年 成田　宏紀
　　 6 年 今野　裕之
　　 8 年 野尻　善之
　　11年 中磯　志津
　　　　　松下　由紀

　　………以上 605 名
  

　　　　　梅津　千里
　　　　　海藤由紀夫
　　　　　塩貝　厚子
　　　　　佐藤　英一
　　　　　伊藤　高夫
　　　　　中谷　裕二
 坂本　妙子
　　　　　進藤　仁
　　　　　松浦かおる
 島本　泰子
　　　　　阿部　正
　　　　　新野由紀子
　　　　　菅野　京子
　　　　　田中　眞一
　　44 年 小林　紀雄
　　　　　木村　鎮雄
　　　　　風間　寛
　　　　　佐藤　幹夫
　　　　　保多　由子
　　　　　遠藤　隆
　　45 年 槇田　順二
　　　　　杉山　恵子
　　　　　三浦　健
　　　　　菅原　清彦
　　　　　伊藤　豊
　　　　　清原　晃
　　　　　加藤　英喜
　　　　　上野　巧
　　　　　村田　敏
　　　　　三浦　一郎
　　　　　梅津　準士
　　　　　鹿野　信一
　　　　　菅原　等
　　　　　五十嵐　章
　　　　　菅原　誠二
　　　　　百瀬　義昭
　　　　　佐藤久仁子
　　　　　黒川　俊美
　　　　　坪井　真理
　　　　　庄司　秀昭
　　　　　今野　千保
　　　　　齋藤　順治
　　46 年 小林　桂子
　　　　　丹下　義英
　　　　　野間　耕治
　　　　　奥村　智子
　　　　　鈴木　晴彦
　　　　　今野　健吾
　　47 年 荒田　透
　　　　　上野　精二
　　　　　秋野　千鶴
　　48 年 布川　毅
　　　　　阿部　勝好
　　　　　坂田　俊次
　　　　　南澤　正敏
　　　　　井ノ口明子
　　49 年 堀川　こと
　　　　　乙幡　利明
　　　　　百瀬ゆり子
　　　　　石川　康博
 登坂　恵理
　　50 年 今野　りつ
　　　　　板垣　隆
　　　　　荒木　厚
　　　　　荒木　陽子
　　　　　上野聡一郎
　　　　　若木　保
　　　　　渡部　尚登
　　　　　野崎　嘉子
　　　　　中田　茂
　　　　　林　　みき
　　　　　奥山　清子
　　51 年 中西　庸
　　　　　渡邊　春信
　　　　　奥山　宏子
　　　　　白﨑　こう
　　　　　佐藤　雄喜
　　　　　門脇　千子
　　　　　齋藤　和春
　　　　　江部　信夫

　　　　　土岐　紀子
　　　　　岩城　清一
　　　　　上野　藤吉
　　　　　木根淵直子
　　　　　木根淵光夫
　　　　　山口　久
　　　　　斉藤　輝峰
　　　　　鈴木　斉
　　　　　佐久間照正
　　　　　※無記名 
　　41 年 小野　俊一
　　　　　佐藤　智
　　　　　土井　静枝
　　　　　立川由紀子
　　　　　中村　正彦
　　　　　関根　勉
　　　　　髙田　京子
　　　　　永井　憲雄
　　　　　笹原　研
　　　　　小野寺光弥
　　　　　斎藤　真一
　　　　　成澤　正幸
　　　　　門野　陽
　　　　　荒田　盈一
　　　　　佐藤　巌
　　　　　髙嶋　勝平
　　　　　赤松栄一郎
　　　　　斉藤　弥市
　　　　　丸岡　道子
　　　　　松本　節子
　　　　　中川　節子
　　　　　丸山　治
　　　　　五十嵐　丕
　　　　　石川まさ井
　　　　　渡辺　勉
　　　　　吉田　隆一
　　　　　伊藤恵美子
　　　　　土田　利彦
　　　　　二宮　公子
　　　　　新村　紀子
　　　　　橋本　暁
　　　　　戸田　幸一
　　　　　平山　静夫
　　　　　末澤　章子
　　　　　田畑伊都子
　　　　　広木由美子
　　　　　田中　晶子
　　　　　吉川　治雄
　　　　　牧　　幸
　　　　　古野　章三
　　　　　丸屋　好久
　　　　　渡辺　紘規
　　　　　梅宮　正暉
　　　　　窪井かよ子
　　　　　富樫　繁明
　　　　　髙橋　正良
　　　　　山国千嘉子
　　　　　栗本　絢子
　　　　　栗本　浩
　　　　　嶺田新太朗
　　　　　鈴木　光弥
　　42 年 中山　秀
　　　　　青島　時子
　　　　　坂本　誠
　　　　　桂嶽　みな
　　　　　佐藤　秀子
　　　　　舌津　一良
　　　　　佐藤　潔
　　　　　千田　優子
　　　　　木戸美記子
　　　　　指田重治郎
　　　　　井上　茂
　　　　　吉田　優子
　　　　　坂田　敬一
　　43 年 中島　恵子
　　　　　五十嵐清助
　　　　　石黒　義昭
　　　　　服部　文雄
　　　　　岡部　次樹
　　　　　佐藤　博

　　　　　磯部　俊和
　　　　　菅　　徹
　　　　　真嶋　俊平
　　　　　森田　良治
　　　　　松島　邦
　　　　　佐藤　和敏
　　　　　林　　茂一
　　　　　成田　和夫
　　　　　本間　雄士
　　　　　青木　祐二
　　　　　今野　彦雄
　　　　　鎌田　清一
　　　　　木村　清彦
　　　　　工藤　雅子
　　　　　三浦　勝
　　　　　伴　　雄次
　　　　　石川　二郎
　　　　　犬塚　吉士
　　　　　古村　一枝
　　　　　黒羽根恒子
　　　　　武田　二郎
　　　　　佐藤　志郎
　　　　　安倍　良男
　　　　　佐藤　征洋
　　　　　星野　武紘
　　　　　菅原　健
　　　　　吉田　勲生
　　　　　堀　　正俊
　　　　　上野　幸一
　　　　　菅井　誠一
　　38 年 志賀　嘉美
　　　　　中西　一角
　　　　　庄司　誠
　　　　　尾形　文子
　　　　　太田　良弘
　　　　　五十嵐房夫
　　　　　福原　正和
　　　　　小林　啓二
　　　　　太田　司郎
　　　　　忠鉢　仁
　　　　　富樫　次男
　　　　　寒河江孝允
　　　　　長江　和子
　　　　　多田　修二
　　　　　土井征一郎
　　　　　大橋　貴恵
　　　　　斉藤　淑人
　　　　　土岐　寛
　　　　　菅原　司
　　　　　佐藤　高志
　　　　　伊藤　進康
　　　　　上林　治
　　　　　中野不二男
 細野　美保
　　　　　阿部　洋介
　　　　　地主　忠夫
　　　　　菅原　通敬
　　　　　芳賀　俊郎
　　39 年 上林　正己
　　　　　阿部　良一
　　　　　佐藤　祐一
　　　　　佐藤　克広
　　　　　五十嵐耕三
　　　　　山田　悟
　　　　　五十嵐　功
　　　　　菅原　克己
　　　　　相馬　省記
　　　　　砂田　茂宏
　　40 年 三浦　信次
　　　　　成田　仙一
　　　　　小鷹　光雄
　　　　　犬塚　恒士
　　　　　兼子　久
　　　　　大沼　悌三
　　　　　伊達由美子
　　　　　高橋　義昭
　　　　　高橋　恵子
　　　　　大舘　敬一
　　　　　滝沢　潤
　　　　　齋藤　豊三

　　　　　齋藤　俊輔
　　　　　阿部　文治
　　　　　齋藤　正幸
　　　　　泉谷　文穂
　　　　　加藤　有紘
　　　　　板倉　利
　　　　　佐藤　安行
　　　　　髙田　正雄
　　　　　八向　勉
　　　　　平田　惇
　　34 年 齋藤　巌
　　　　　梅木　実
　　　　　渡部　和夫
　　　　　佐藤　武雄
　　　　　鷲田　誠治
　　　　　佐藤　捷実
　　　　　金井　功弼
　　　　　板垣　正明
　　　　　三矢　正士
　　　　　鈴木　一
　　　　　粕谷　英樹
　　　　　橋本　健二
　　　　　門脇　厚司
　　　　　佐藤千久郎
　　　　　中嶋　茂
　　　　　安野　正紀
　　　　　五十嵐成作
　　　　　笹原　龍三
　　　　　足達　哲郎
　　　　　佐藤　誠
　　　　　大川　政紀
　　　　　阿部　辰郎
　　35 年 齋藤　敬治
　　　　　荒井　尚重
　　　　　阿部　昭雄
　　　　　佐藤　彰
　　　　　猊倉　祐子
　　　　　坂本　紀夫
　　　　　岡田　宏
　　　　　近藤　進
　　　　　富樫　喜孝
　　　　　阿部　茂弘
　　　　　粕谷　淳二
　　　　　大沼　順耳
　　　　　稲垣美恵子
　　　　　佐藤　幹生
　　　　　長谷川正晴
 池田　晃
　　　　　寺嶋　成晃
　　36 年 本間　敬士
　　　　　渡部　洋
　　　　　荘司　保治
　　　　　陶山　宏
　　　　　徳永　功
　　　　　菅原　実
　　　　　佐藤　久喜
　　　　　黒坂　惇
　　　　　多田　章子
　　　　　庄司　功
　　　　　太田　久
　　　　　栗田　一洋
　　　　　冠木　敦子
　　　　　真島　浩子
　　　　　今間　洋一
　　　　　赤松　景正
　　　　　櫻井　孝子
　　　　　平山　端
　　　　　大川　諭
　　　　　櫻井　友彦
　　　　　斎藤　博
　　　　　佐藤清四郎
　　　　　佐藤　松枝
　　　　　相田　進
　　　　　渡部　忠夫
　　　　　佐藤　勉
　　37 年 林　　広弥
　　　　　高橋トヨセ
　　　　　七森　繁満
　　　　　斎藤　英士
　　　　　岡田　睦

　　　　　池田　ふみ
　　30 年 奥田　文夫
 山口　武
　　　　　高橋　徹
　　　　　田澤　政一
　　　　　菅原　敬子
　　　　　大川　重一
　　　　　鈴木　清
　　　　　若林　庸夫
　　　　　武田　友樹
　　　　　石田　和子
　　　　　飯塚　進
　　　　　高橋　進
　　　　　工藤　司朗
　　　　　池田　惇二
　　　　　五十嵐隆二
　　　　　佐藤　一雄
　　　　　奥山　綏
　　　　　長崎　種子
　　　　　廣瀬木ノ芽
　　　　　瀬尾　恒雄
　 佐藤　玲子
　　　　　富樫　薫
　　　　　三浦　五八
　　　　　高橋　宏榮
　　31 年 鎌田　喜子
　　　　　諏訪百美子
　　　　　重山　貞夫
　　　　　諏訪　浩
　　　　　梅木　勇
　　　　　本間克彦　
　　　　　外池　連子
　　　　　中山　千史
　　　　　佐久間正二
　　　　　佐藤　宏
　　　　　佐藤　平
　　　　　五十嵐憲治
　　　　　大瀧　幸克
　　　　　大滝　恒雄
　　　　　平田　宏
　　　　　三井　清文
　　　　　志賀　道武
　　　　　古野　八郎
　　　　　斉藤　幸恵
　　　　　本間　光二
　　　　　岡田　恒祐
　　　　　平石　玲
　　　　　郷守　幸三
　 畑田　治範
　　　　　榎本　堯
　 川口　南子
　　　　　板垣　善博
　　　　　富樫　稔
　　　　　礒見　明子
　　32 年 宮本　慶子
　　　　　鈴木　忠昭
　　　　　齋藤　弘
　　　　　小澤　欣子
　　　　　山田　祚穂
　　　　　新井　健一
　　　　　岡部鉄太郎
　　　　　佐藤　隆三
　　　　　保科　信
　　　　　河野　景子
　　　　　鑓水　宜子
　　　　　真嶋　美弥
　　　　　小谷野範子
　　　　　小花　吉彦
　　　　　真島　知夫
　　　　　佐藤　忠夫
　　　　　鈴木あさ子
　　　　　大井　浩司
　　　　　永澤萬里野
　　　　　榎本　克弘
　　　　　友澤萬里子
　　　　　鈴木　啓五
　　　　　工藤　喜幸
　　33 年 渡部　明
　　　　　小松原隆治
　　　　　本間　義信
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